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取扱説明書

・本書をお読みになる前に別冊「つなぎかた
ガイド」をご覧ください。インターネット
が使えるようになるまでの接続と設定の手
順をわかりやすく紹介しています。

・「ソフトウェアのご使用条件」は、前文-2
ページに記載されています。添付CD-ROM
を開封する前に必ずお読みください。

この取扱説明書は、古紙配合率100%の再生紙を使用しています。

Atermの機能や取り扱い方法などでご不明な点がありましたらお問い合わせください。

万一のトラブル、故障にも全国のNECサービス拠点で保守サービスを行います。
（2003年11月現在）

→NECフィールディング http://www.fielding.co.jp/per/office/index.htm
申し込み先 フリーダイヤル電話番号　0120-95-0009

お客様のご要望に応じ、Atermやパソコンの設定にお伺いする「ご訪問サポート（有料）」。
→NEC PCクリーンスポット http://www.fielding.co.jp/per/pccs/index.htm

申し込み先 フリーダイヤル電話番号　0120-95-0009

http://121ware.com/aterm/
（2003年11月現在）

製品情報、資料請求、ダウンロードコーナー、サポートデスク（動作検証情報、設定ナ
ビゲーション他）など、Atermについて役立つ情報を掲載しています。
Atermの機能や取り扱い方法などでご不明の点がありましたら、FAQ（一問一答）で検
索し、解決しない場合はメールにてお問い合わせいただくこともできます。

お問い合わせ受付時間 ： 午前9時～午後6時（月～金曜日）
午前9時～午後5時（土曜日）

（日・祝日、年末年始、当社の休日はお休みさせていただきます）

ナビダイヤル 0570-050611

・お問い合わせの前に、あてはまる症状がないか「7-1トラブルシューティン
グ」（☛ P7-2）をご確認ください。

・お問い合わせになるときには、次のことをお伝えください。
お名前
電話番号
本商品の機種名「WR7600H、WL54AG、WL54TE」
添付のCD-ROMのバージョン
ファームウェアのバージョン
ユーティリティのバージョン
パソコンの機種名
ご使用のOS（Windows XP等）
詳しい症状、メッセージが表示されていたらその内容など

・パソコンの設置や操作方法などについてのお問い合わせは、各パソコンのサ
ポートセンターなどへお願いいたします。

・ADSLなど回線接続の条件などについてのお問い合わせは、各通信事業者ま
たはプロバイダへお願いいたします。
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お願い

Aterm（エーターム）インフォメーションセンター

安心の保守サービス体制

AtermStationホームページアドレス

NECアクセステクニカ株式会社
Aterm WR7600Hシリーズ取扱説明書　第2版
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● 電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB
情報技術装置です。この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、この装
置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすこと
があります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

● 輸出する際の注意事項
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり外国の規格などには準拠しており
ません。本製品を日本国外で使用された場合、当社はいっさい責任を負いません。また、
当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サポート等は行っておりません。

● 廃棄方法について
この商品を廃棄するときは地方自治体の条例に従って処理してください。詳しくは各地
方自治体にお問い合わせ願います。

● ご注意
（1）本書の内容の一部または全部を無断転載･無断複写することは禁止されています。
（2）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（3）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り･

記載もれなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。
（4）本商品の故障・誤動作・天災・不具合あるいは停電等の外部要因によって通信などの

機会を逸したために生じた損害等の純粋経済損失につきましては、当社はいっさいそ
の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

（5）セキュリティ対策をほどこさず、あるいは、無線LANの仕様上やむをえない事情に
よりセキュリティの問題が発生してしまった場合、当社は、これによって生じた損
害に対する責任はいっさい負いかねますのであらかじめご了承ください。

（6）せっかくの機能も不適切な扱いや不測の事態（例えば落雷や漏電など）により故障
してしまっては能力を発揮できません。取扱説明書をよくお読みになり、記載され
ている注意事項を必ずお守りください。

END USER LICENSE AGREEMENT
1. License Grant and Limitations. The End User License Agreement shall state that: 

Licensee grants the end user (“End User”) a non-exclusive license to use the Sublicensed Code and related documentation. End User
shall only use an executable version of the Sublicensed Code in connection with a Target Application. End User shall be prohibited
from: (i) copying the Sublicensed Code, except for archival purposes consistent with the End User’s archive procedures; (ii) transferring
the Sublicensed Code to a third party apart from the Target Application; (iii) modifying, decompiling, disassembling, reverse
engineering or otherwise attempting to derive the source code of the Sublicensed Code; (iv) exporting the Sublicensed Code or
underlying technology in contravention of applicable U.S. and foreign export laws and regulations; and (v) using the Sublicensed Code
other than in connection with operation of the Target Application. End User may assign its right under this End User License Agreement
to an assignee of all of End User’s rights and interest only if End User transfers all copies of the Sublicensed Code subject to the End
User License Agreement to such assignee and such assignee agrees in writing to be bound by all the terms and conditions of the End
User License Agreement.

2. Ownership; Disclaimers; Limitations of Liability. In addition, the End User License Agreement shall: (i) state that the Sublicensed
Code is licensed, not sold and that Customer and its licensors retain ownership of all copies of the Sublicensed Code; (ii) expressly
disclaim all warranties; (iii) disclaim all implied warranties including, without limitation, the implied warranties of merchantability,
fitness for a particular purpose, title and noninfringement; and (iv) exclude liability for any special, indirect, punitive, incidental and
consequential damages.

3. Third Party Beneficiary. The End User License Agreement must contain a provision substantially similar to the following:
Third-Party Beneficiary. The parties hereby agree and intend that Wind River Systems, Inc., a Delaware corporation having its
principal place of business at 500 Wind River Way, Alameda, California 94501 (“Wind River”), is a third party beneficiary to this
agreement to the extent that this agreement contains provisions which relate to End User’s use of the Sublicensed Code licensed
hereby. Such provisions are made expressly for the benefit of Wind River and are enforceable by Wind River in addition to Customer.

4. U.S. Government Use. All Sublicensed Code and technical data are commercial in nature and developed solely at private expense and
are deemed to be “commercial computer software” and “commercial computer software documentation”, respectively, pursuant to
DFAR Section 227.7202 and FAR Section 12.212(b), as applicable. Any use, modification, reproduction, release, performance, display
or disclosure of the software program and/or documentation by the U.S. Government or any of its agencies shall be governed solely by
the terms of this Agreement and shall be prohibited except to the extent expressly permitted by the terms of this Agreement. Any
technical data provided that is not covered by the above provisions is deemed to be “technical data-commercial items” pursuant to
DFAR Section 227.7015(a). Any use, modification, reproduction, release, performance, display or disclosure of such technical data shall
be governed by the terms of DFAR Section 227.7015(b).

5. Export Restrictions. The Sublicensed Code may only be exported or re-exported in compliance with all applicable laws and export
regulations of the United States and the country in which End User obtained them. The Software is specifically subject to the U.S.
Export Administration Regulations. End User may not export, directly or indirectly, the Software or technical data licensed hereunder or
the direct product thereof to any country, individual or entity for which the United States Government or any agency thereof, at the time
of export, requires an export license or other government approval, without first obtaining such license or approval. If End User is a
European Union resident, information necessary to achieve interoperability with other programs is available upon request.

この度はAterm WARPSTAR（エーターム ワープスター）シリーズをお買い上げいた

だきまことにありがとうございます。

AtermWR7600H（以下、親機と呼びます。）は、IEEE802.11a、IEEE802.11b、

IEEE802.11gの無線LAN規格に準拠したワイヤレスブロードバンドルータです。

本書では本商品の設置・接続のしかたから、さまざまな機能における操作・設定方法、

困ったときの対処方法まで、本商品を使いこなすために必要な事項を説明しています。

本商品をご使用の前に、本書を必ずお読みください。また、本書は読んだあとも大切に

保管してください。

※CD-ROMの操作方法について（☛ P前文-17「電子マニュアルの見かた」）�

取扱説明書（本書）�
本商品の基本機能についての説明書です。�

機能詳細ガイド（CD-ROM：HTMLファイル）�
本書には記載されていない本商品のより詳細な機能について解説していま
す。�

用語解説（CD-ROM：HTMLファイル）�
本書で使われている用語や、本商品を活用するために知っておきた
い用語の解説を五十音順で検索することができます。�

お困りのときには（CD-ROM：HTMLファイル）�
本商品の利用中にトラブルが起きたときの対処法について書かれています。�

つなぎかたガイド（小冊子）�
基本的な接続パターンを例にインターネットが使えるようになるまで
の接続と設定の手順をわかりやすく紹介しています。�

■マニュアル構成
本商品のマニュアルは下記のように構成されています。ご利用の目的に合わせてお読み
ください。

はじめに�

●本文中では、Aterm WR7600H（WARPSTARベース）を親機、Aterm WL54AG、
Aterm WL54TE（WARPSTARサテライト）を子機と呼びます。

お知らせ�
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Windows は米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
Mac、Macintoshは、米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の登録商
標です。
AirMacは、米国その他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の登録商標です。
Netscape は米国Netscape Communications Corporationの登録商標です。
“PlayStation ”は株式会社ソニー・コンピュータ・エンタテインメントの登録商標です。
JavaScript は米国Sun Microsystems. Inc.の登録商標です。
Linux は、Linus Torvalds氏の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
Acrobat Readerは、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の米国お
よびその他の国における登録商標または商標です。
AtherosTMおよびAtheros DrivenTMロゴは、Atheros Communications, Inc.の商標です。
その他、各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。
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R
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© NEC Corporation 2003、© NEC AccessTechnica, Ltd. 2003
日本電気株式会社およびNECアクセステクニカ株式会社の許可なくソフトウェア、および取
扱説明書の全部または一部を複製・改版、および複製物を配布することはできません。

■ワイヤレス機器の使用上の注意
● IEEE802.11a通信利用時は5.2GHz帯域の電波を使用しており、屋外での使用は電波法により
禁じられています。
2.4GHz帯使用の IEEE802.11b/Bluetooth機器との通信はできません。

● IEEE802.11b、IEEE802.11g通信利用時は、2.4GHz帯域の電波を使用しており、この周波数
帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使
用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無
線局等（以下「他の無線局」と略す）が運用されています。

● IEEE802.11b、IEEE802.11g通信利用時は、2.4GHz全帯域を使用する無線設備であり、移動
体識別装置の帯域が回避可能です。変調方式としてDS-SS方式および、OF-DM方式を採用してお
り、与干渉距離は40mです。

2.4 :2.4GHz帯を使用する無線設備を示す
DS・OF:DS-SS方式及びOF-DM方式を示す
4 :想定される干渉距離が40m以下であることを示す
■■■ :全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可

能であることを意味する

2.4 DS・OF 4

（1）本商品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認してください。
（2）万一、本商品と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合は、速やかに本商品の使用

チャンネルを変更するか、使用場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射を停止）
してください。

（3）その他、電波干渉の事例が発生し、お困りのことが起きた場合には、Aterm（エーターム）イ
ンフォメーションセンターにお問い合わせください。
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ソフトウェアのご使用条件

日本電気株式会社・NECアクセステクニカ株式会社（以下「弊社」とします。）は、本
使用条件とともに提供するソフトウェア製品（以下「許諾プログラム」とします。）を日
本国内で使用する権利を、下記条項に基づきお客様に許諾し、お客様も下記条項にご同
意いただくものとします。なお、お客様が期待された効果を得るための許諾プログラム
の選択、許諾プログラムの導入、使用および使用効果につきましては、お客様の責任と
させていただきます。

1. 期間
（1）本ソフトウェアの使用条件は、お客様が添付CD-ROMを開封されたときに発効

します。
（2）お客様は1ケ月以上事前に、弊社宛に書面により通知することにより、いつでも本

使用条件により許諾される許諾プログラムの使用権を終了させることができます。
（3）弊社は、お客様が本使用条件のいずれかの条項に違反されたときは、いつでも許

諾プログラムの使用権を終了させることができるものとします。
（4）許諾プログラムの使用権は、上記（2）または（3）により終了するまで有効に

存続します。
（5）許諾プログラムの使用権が終了した場合には、本使用条件にもとづくお客様のその

他の権利も同時に終了するものとします。お客様は、許諾プログラムの使用権の終
了後、ただちに許諾プログラムおよびそのすべての複製物を破棄するものとします。

2. 使用権
（1）お客様は、許諾プログラムを一時に1台のコンピュータにおいてのみインストー

ルし、使用することができます。ただし、複数のコンピュータ接続ポートを持つ
Atermシリーズに同数のコンピュータを一時に接続しご使用になるお客様は、
その接続ポート数までを限度としてコンピュータにインストールし、使用するこ
とができます。

（2）お客様は、前項に定める条件に従い、日本国内においてのみ許諾プログラムを使
用することができます。

3. 許諾プログラムの複製、改変、および結合
（1）お客様は、滅失、毀損等に備える目的でのみ、許諾プログラムを一部に限り複製

することができます。

添付のCD-ROMを開封される前に必ずお読みください。

このたびは、弊社Atermシリーズをお求めいただきありがとうございます。
本商品に添付のCD-ROMには、弊社が提供する各種ユーティリティやドライ
バソフトウェアが含まれています。弊社が提供するソフトウェアのお客さまに
よるご使用およびお客様へのアフターサービスについては、下記の「NEC・
NECアクセステクニカが提供するソフトウェアのご使用条件」にご同意いただ
く必要がございます。

ご同意をいただけない場合は添付のCD-ROMを開封せずに、お求めになった
取扱店にCD-ROMを含めた本商品一式をご返却くだされば、実際に支払われ
た本商品の代金をお返しします。添付のCD-ROMを開封された場合はご同意
をいただけたものと致します。

お客様へのお願い

NEC・NECアクセステクニカが提供するソフトウェアのご使用条件
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ソフトウェアのご使用条件

（2）お客様は、許諾プログラムのすべての複製物に許諾プログラムに付されている著
作権表示およびその他の権利表示を付するものとします。

（3）本使用条件は、許諾プログラムに関する無体財産権をお客様に移転するものでは
ありません。

4. 許諾プログラムの移転等
（1）お客様は、賃貸借、リースその他いかなる方法によっても許諾プログラムの使用

を第三者に許諾してはなりません。ただし、第三者が本使用条件に従うこと、な
らびにお客様が保有するAtermシリーズ、許諾プログラムおよびその他関連資
料をすべて引き渡すことを条件に、お客様は、許諾プログラムの使用権を当該第
三者に移転することができます。

（2）お客様は、本使用条件で明示されている場合を除き許諾プログラムの使用、複製、
改変、結合またはその他の処分をすることはできません。

5. 逆コンパイル等
（1）お客様は、許諾プログラムをリバースエンジニア、逆コンパイルまたは逆アセン

ブルすることはできません。

6. 保証の制限
（1）弊社は、許諾プログラムに関していかなる保証も行いません。許諾プログラムに

関し発生する問題は、お客様の責任および費用負担をもって処理されるものとし
ます。

（2）前項の規定に関わらず、お客様による本商品のご購入の日から1年以内に弊社が
許諾プログラムの誤り（バグ）を修正したときは、弊社は、かかる誤りを修正し
たプログラムもしくは修正のためのプログラム（以下「修正プログラム」といい
ます。）または、かかる修正に関する情報をお客様に提供するものとします。た
だし、当該修正プログラムまたは情報をアフターサービスとして提供する決定を
弊社がその裁量により為した場合に限ります。お客様に提供された修正プログラ
ムは許諾プログラムと見なします。弊社では、弊社がその裁量により提供を決定
した機能拡張のためのプログラムを提供する場合があります。このプログラムも
許諾プログラムと見なします。

（3）許諾プログラムの記録媒体に物理的欠陥（ただし、許諾プログラムの使用に支障
をきたすものに限ります。）があった場合において、お客様が許諾プログラムを
お受け取りになった日から14日以内にかかる日付を記した領収書（もしくはそ
の写し）を添えて、お求めになった取扱店に許諾プログラムを返却されたときに
は弊社は当該記憶媒体を無償で交換するものとし（ただし、弊社が当該欠陥を自
己の責によるものと認めた場合に限ります。）これをもって記録媒体に関する唯
一の保証とします。

7. 責任の制限
（1）弊社はいかなる場合もお客様の逸失利益、特別な事情から生じた損害（損害発生

につき弊社が予見し、また予見し得た場合を含みます。）および第三者からお客
様に対してなされた損害賠償請求に基づく損害についていっさい責任を負いませ
ん。また弊社が損害賠償責任を負う場合には、弊社の損害賠償責任はその法律上
の構成の如何を問わずお客様が実際にお支払いになったAtermシリーズの代金
額をもってその上限とします。

8. その他
（1）お客様は、いかなる方法によっても許諾プログラムおよびその複製物を日本国か

ら輸出してはなりません。
（2）本契約に関わる紛争は、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所として

解決するものとします。
以上
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安全にお使いいただくために必ず
お読みください

● AC100Vの家庭用電源以外では絶対に使用しないでくださ
い。火災、感電の原因となります。
差込口が2つ以上ある壁の電源コンセントに他の電気製品の
電源プラグを差し込む場合は、合計の電流値が電源コンセン
トの最大値を超えないように注意してください。火災、感電、
故障の原因となります。

● 電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に
曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたりしないで
ください。火災、感電の原因となります。
また、重い物をのせたり、加熱したりすると電源コードが破
損し、火災、感電の原因となります。

● 本商品の電源プラグは、たこ足配線にしないでください。た
こ足配線にするとテーブルタップなどが過熱、劣化し、火災
の原因となります。

● 電源プラグにものをのせたり布を掛けたりしないでください。
過熱し、ケースや電源コードの被覆が溶けて火災、感電の原
因となります。

警　告

本書には、あなたや他の人々への危険や財産への損害を未然に防ぎ、本商品を安全にお
使いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。
その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお
読みください。

：人が死亡する、または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています。

：人が傷害を負う可能性が想定される内
容、および物的損害のみの発生が想定さ
れる内容を示しています。

：本商品の本来の性能を発揮できなかった
り、機能停止をまねく内容を示していま
す。

警　告

注　意

お願いSTOP

本書中のマーク説明

電源
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

● 万一、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態のま
ま使用すると、火災、感電の原因となります。すぐに本商品
の電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が出なく
なるのを確認してから、NEC保守サービス受付拠点に修理を
ご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対にお
やめください。

● 本商品を水や海水につけたり、ぬらさないでください。万一内
部に水が入ったり、ぬらした場合は、すぐに本商品の電源プラ
グをコンセントから抜いてご購入店または、NEC保守サービ
ス受付拠点にご連絡ください。
そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因となることが
あります。

● 本商品の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものなど
の、異物を差し込んだり落としたりしないでください。万一、
異物が入った場合は、すぐに本商品の電源プラグをコンセン
トから抜いてご購入店またはNEC保守サービス受付拠点にご
連絡ください。
そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因となることが
あります。特にお子様のいるご家庭では、ご注意ください。

● 電源コードが傷んだ（芯線の露出・断線など）状態のまま使
用すると火災・感電の原因となります。すぐに本商品の電源
プラグをコンセントから抜いて、ご購入店またはNEC保守サ
ービス受付拠点に修理をご依頼ください。

● 万一、本商品を落としたり破損した場合は、すぐに本商品の
電源プラグをコンセントから抜いて、ご購入店またはNEC保
守サービス受付拠点にご連絡ください。そのまま使用すると、
火災、感電の原因となることがあります。

こんなときは
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

● 本商品は家庭用のOA機器として設計されております。人命
に直接関わる医療機器や、極めて高い信頼性を要求されるシ
ステム（幹線通信機器や電算機システムなど）では使用しな
いでください。

● 本商品を分解・改造したりしないでください。火災、感電、
故障の原因になります。

● ぬれた手で本商品を操作したり、接続したりしないでくださ
い。感電の原因となります。

警　告

禁止事項

● 航空機内や病院内などの無線機器の使用を禁止された区域で
は、本商品の電源を切ってください。電子機器や医療機器に
影響を与え、事故の原因となります。

● 植込み型心臓ペースメーカを装着されている方は、本商品を
ペースメーカ装着部から22cm以上離して使用してくださ
い。
電波により影響を受ける恐れがあります。

● 本商品のそばに花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水
の入った容器、または小さな金属類を置かないでください。
こぼれたり中に入った場合、火災、感電、故障の原因となる
ことがあります。

● 本商品を医療機器や高い安全性が要求される用途では使用し
ないでください。
人が死亡または重傷を負う可能性があり、社会的に大きな混
乱が発生するおそれがあります。

● ふろ場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは設置およ
び使用はしないでください。火災、感電、故障の原因となる
ことがあります。

その他のご注意事項
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

● 直射日光の当たるところや、ストーブ、ヒータなどの発熱器
のそばなど、温度の高いところに置かないでください。内部
の温度が上がり、火災の原因となることがあります。

● 調理台のそばなど油飛びや湯気が当たるような場所、ほこり
の多い場所に置かないでください。火災、感電、故障の原因
となることがあります。

● ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かない
でください。
また、本商品の上に重い物を置かないでください。バランス
がくずれて倒れたり、落下してけがの原因となることがあり
ます。

● 本商品の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと
内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。次の
ような使い方はしないでください。
・横向きに寝かせる（WL54TEは除く）
・収納棚や本棚などの風通しの悪い狭い場所に押し込む
・じゅうたんや布団の上に置く
・テーブルクロスなどを掛ける

● 本商品を横置きや重ね置きしないでください。横置きや重ね
置きすると内部に熱がこもり、火災の原因となることがあり
ます。必ず添付の縦置きスタンドを使用して縦置きでご利用
ください。また、本商品を壁などに近づけないでください。

● 温度変化の激しい場所（クーラーや暖房機のそばなど）に置
かないでください。本商品の内部に結露が発生し、火災、感
電、故障の原因となります。

注　意

設置場所
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

注　意

● 本商品に乗らないでください。特に小さいお子様のいるご家
庭ではご注意ください。壊れてけがの原因となることがあり
ます。

● 雷が鳴りだしたら、電源コードに触れたり周辺機器の接続を
したりしないでください。落雷による感電の原因となります。

● つなぎかたガイドに従って接続してください。間違えると接
続機器や回線設備が故障することがあります。

● 高い信頼性を要求される、幹線通信機器や電算機システムで
は使用しないでください。
社会的に大きな混乱が発生するおそれがあります。

● 本商品（WL54TE）のアンテナを誤って目に刺さないように
してください。

禁止事項

● 本商品の電源プラグはコンセントに確実に差し込んでくださ
い。抜くときは、必ず電源プラグをもって抜いてください。
電源コードを引っ張るとコードが傷つき、火災、感電の原因
となることがあります。

● 移動させる場合は、本商品の電源プラグをコンセントから抜
き、外部の接続線を外したことを確認のうえ、行ってくださ
い。コードが傷つき、火災、感電の原因となることがありま
す。

● 万一、漏電した場合の感電事故防止のため、必ずアース線を
取り付けてください。

● 感電防止のため、アース線の接続は必ず本商品の電源プラグを
コンセントにつなぐ前に行ってください。また、アース線を外
す場合は必ず電源プラグをコンセントから抜いてから行ってく
ださい。（WL54TEは除く）

● 長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず本商品の電
源プラグをコンセントから抜いてください。

● 本商品の電源プラグとコンセントの間のほこりは、定期的
（半年に１回程度）に取り除いてください。火災の原因となる
ことがあります。

電源
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● 本商品を安全に正しくお使いいただくために、次のような所
への設置は避けてください。
・ほこりや振動が多い場所
・気化した薬品が充満した場所や、薬品に触れる場所
・ラジオやテレビなどのすぐそばや、強い磁界を発生する装
置が近くにある場所
・高周波雑音を発生する高周波ミシン、電気溶接機などが近
くにある場所

● 電気製品・ＡＶ ・ＯＡ 機器などの磁気を帯びているところや
電磁波が発生しているところに置かないでください（電子レ
ンジ、スピーカ、テレビ、ラジオ、蛍光灯、電気こたつ、イ
ンバータエアコン、電磁調理器など）。
･ テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、
テレビ画面が乱れることがあります。

● 本商品をコードレス電話機やテレビ、ラジオなどをお使いに
なっている近くで使用すると影響を与える場合があります。

● ワイヤレス親機とワイヤレス子機間で電波の届く範囲は見通
しで180m程度（IEEE802.11a通信時は90m程度）です。
周囲の電波状況や壁の構造（鉄筋壁、防音壁、断熱壁）など
により、距離が短くなります。また、距離が近すぎるとデー
タ通信でエラーが発生する場合があります。1m以上離して
お使いください。

● 本商品とコードレス電話機や電子レンジなどの電波を放射す
る装置との距離が近すぎると通信速度が低下したり、データ
通信が切れる場合があります。また、コードレス電話機の通
話にノイズが入ったり、発信・着信が正しく動作しない場合
があります。このような場合は、お互いを数メートル以上離
してお使いください。

お願いSTOP

設置場所
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● 通信中にパソコンの電源が切れたり、本商品を取り外したり
すると通信ができなくなったり、データが壊れたりします。
重要なデータは元データと照合してください。

無線LANに関する注意

● 無線LAN接続では、通信速度がETHERNETポートに接続
した場合と比べ、遅くなることがあります。

● 無線LANの速度は、規格による速度を示すものであり、ご利
用環境や接続機器などにより、実効速度は異なります。

その他のご注意

日ごろのお手入れ

● ベンジン、シンナー、アルコールなどでふかないでください。
本商品の変色や変形の原因となることがあります。汚れがひ
どいときは、薄い中性洗剤をつけた布をよくしぼって汚れを
ふき取り、やわらかい布でからぶきしてください。

禁止事項

● 落としたり、強い衝撃を与えないでください。故障の原因と
なることがあります。

● 製氷倉庫など特に温度が下がるところに置かないでください。
本商品が正常に動作しないことがあります。

● 本商品を移動するときは、パソコンから取り外してください。
故障の原因となることがあります。

● 動作中に接続コード類が外れたり、接続が不安定になると誤
動作の原因となります。動作中は、コネクタの接続部にはに
触れないでください。

● 本商品の電源を切ったあと、すぐに電源を入れ直さないでく
ださい。10秒以上の間隔をあけてから電源を入れてください。
すぐに電源を入れると電源が入らなくなることがあります。

お願いSTOP

安全にお使いいただくために必ずお読みください
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

無線LAN製品ご使用におけるセキュリティに関するご注意
（お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！）

無線LANでは、LANケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソ
コン等と無線アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届
く範囲であれば自由にLAN接続が可能であるという利点があります。
その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場
所に届くため、セキュリティに関する設定を行っていない場合、以下のよ
うな問題が発生する可能性があります。

● 通信内容を盗み見られる
悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、IDやパスワード又
はクレジットカード番号等の個人情報、メールの内容等の通
信内容を盗み見られる可能性があります。

● 不正に侵入される
悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへア
クセスし、個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）特定
の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすま
し）傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）コン
ピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する
（破壊）などの行為をされてしまう可能性があります。

本来、無線LANカードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応
するためのセキュリティの仕組みを持っていますので、無線LAN製品の
セキュリティに関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発
生する可能性は少なくなります。
無線ＬＡＮ機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設
定がほどこされていない場合があります。
したがって、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、
無線ＬＡＮカードや無線ＬＡＮアクセスポイントをご使用になる前に、必
ず無線ＬＡＮ機器のセキュリティに関するすべての設定をマニュアルに従
って行ってください。
なお、無線ＬＡＮの仕様上、特殊な方法によりセキュリティ設定が破られ
ることもあり得ますので、ご理解のうえ、ご使用ください。
セキュリティの設定等について、ご不明な点があれば、「Atermインフォメ
ーションセンター」までお問い合わせください。
当社では、お客様がセキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題
を十分理解した上で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関
する設定を行い、製品を使用することをお勧めします。
セキュリティ対策をほどこさず、あるいは、無線LANの仕様上やむをえ
ない事情によりセキュリティの問題が発生してしまった場合、当社はこれ
によって生じた損害に対する責任はいっさい負いかねますのであらかじめ
ご了承ください。
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こんな機能が使いたい

機能一覧

■ルータ機能■
ブロードバンドルータ機能 アドバンスドNAT（IP マスカレード/NAPT）
アドバンスドNATオプション（ポートマッピング） 静的NAT
IP パケットフィルタリング ダイナミックポートコントロール機能
DHCP サーバ機能 DNS フォワーディング
不正アクセス検出機能 通信情報ログ（アクセスログ機能）
HUBモード UPnP機能
DMZホスティング機能 静的ルーティング
RIP

■WAN側機能■
PPPoE ブリッジ PPPoEマルチセッション
複数固定 IPサービス対応 シングルユーザアクセスモード
無通信監視タイマ PPPキープアライブ
VPNパススルー機能

■パソコンインターフェース■
100BASE-TX/10BASE-T 対応スイッチングHUB（4 ポート）

■無線機能■（カード装着時のみ）
IEEE802.11a 無線LAN Super A/G
IEEE802.11b 無線LAN 暗号化
IEEE802.11g 無線LAN ネットワーク名（ESS-ID）によるセキュリティ機能
IEEE802.11a 専用通信モード ワイヤレスLAN中継機能
MACアドレスセキュリティ機能 （バージョンアップで対応予定）
ESS-IDステルス機能 AirMac対応のパソコンでインターネット接続
パソコン間通信（アドホックモード） ストリーミングモードストリーミングモード
（IEEE802.11a、IEEE802.11b通信のみ）
親機同時設定機能

■その他の機能■
管理者用パスワードの設定 時刻設定
通信確認（疎通確認テスト） 情報表示（装置情報、状態表示）
ファームウェアの更新

添付CD-ROM「ユーティリティ集」には本商品の詳細な機能について説明した「機能
詳細ガイド」がHTMLファイルで収録されています。以下に記載されている項目を示
します。電子マニュアルの見かたについては、前文-17ページを参照してください。

「機能詳細ガイド」目次

目
　
次
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クイック設定Webの使い方

〈無線機能〉

無線セキュリティ

子機の使い方

サテライトマネージャの設定（Windows のみ）

WL54TEの使い方

ドライバをインストールする

Windows XPの［ワイヤレスネットワーク接続］の暗号化設定のしかた/使い方

Windows XPの［ワイヤレスネットワーク接続］で利用できるネットワークが複数存在
する場合のトラブル

ユーティリティの使いかた

らくらくウィザードで設定する

サテライトマネージャの設定

らくらくウィザードからWL54TEを設定する

〈応用機能〉

外部にサーバを公開する

ネットワーク対応アプリケーション

ファイルとプリンタの共有

R

R

R
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「機能詳細ガイド」や、「用語解説」、「お困りのときには」は、添付CD-ROM（ユー
ティリティ集）の電子マニュアルをご覧ください。

電子マニュアルの見かた

1 パソコンを起動し、添付のCD-ROM（ユーティリティ集）をCD-
ROMドライブにセットする
Windows の場合は、自動的にメニュー画面が表示されます。
Macintoshの場合は、［MENU］アイコンをダブルクリックすると、メニュー画面
が表示されます。
ユーティリティや電子マニュアルのメニューが表示されます。

R

2 読みたいファイルのボタンをクリッ
クする

※画面はWindows の例です。R

●「機能詳細ガイド」や「用語解説」、「お困りのときには」をご覧になるには、WWWブラ
ウザがインストールされている必要があります。

お知らせ 

目　次

目
　
次
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■本商品に添付のCD-ROMについて
添付のCD-ROMには下記内容のソフトウェアやファイルが収録されています。ご使用
の際には、メニュー画面に表示される「本CD-ROMについて」をクリックしてよくお
読みください。
① パソコンに表示されるガイドに従って本商品の基本的な設定やインターネット接続の
ための設定などを行う「らくらくウィザード」（Windows 版）

② 子機（無線LANカード）の無線LANのセキュリティ設定や状態表示を行う「サテラ
イトマネージャ」（Windows 版）

③ 子機（無線LANカード）用のドライバ一式（Windows 版）
④ 機能や操作の方法などを説明している取扱説明書、機能詳細ガイドなどマニュアル類
一式（PDFファイル、HTMLファイル）（Windows 版、Macintosh版）

●使用上のご注意
Windows XP/2000 Professional/Meでご使用の方
● 添付のCD-ROMをセットしてもメインメニュー画面が表示されない場合は、以下の操作
を行います。
①Windows の［スタート］をクリックし、［ファイル名を指定して実行］を選択する
②名前の欄に、CD-ROMドライブ名と¥Menu.exeと入力し、［OK］をクリックする
（例：CD-ROMドライブ名がQの場合、Ｑ：¥Menu.exe）
また、パソコンにより異なりますが、メニューを自動起動しないようにするには、「Shift」
キーを押しながらCD-ROMをセットします。

・ ご使用のパソコンの表示色数の設定によっては表示画面上の色が乱れる場合があります。
この場合はメニュー画面以外の部分（デスクトップ等）をクリックしてください。

・ CD-ROMをパソコンから取り出す時には、必ずメニューを終了させたあとに行ってくだ
さい。メニューが起動中にCD-ROMを取り出すとパソコンの動作が不安定になることが
あります。

・ Windows XP/2000 Professionalでらくらくウィザードのインストール、ドライバ
のアンインストールを実行する場合は、Administrator（権限のあるアカウント）でログ
オンしてください。

Mac OS X/9.2/9.1/8.6（日本語版）でご使用の方
・ CD-ROMをドライブにセットしてもウィンドウが開かないときには、CD-ROMのアイコ
ンをダブルクリックしてください。

R

R

R

R

R

R

R



前文-19

●PDF形式のファイルをお読みいただくためには、Acrobat Reader4.0J 以上が必要です。
メニューの「Acrobat Readerのインストール」をクリックするか、「READER」フォル
ダに含まれるファイルをダブルクリックすることでインストールすることができます。
Acrobat Readerの使用条件や最新の情報については、アドビシステムズ社のホームペー
ジをご覧ください。

●機種によっては不要またはご使用になれないファイルがありますので、ご使用にあたって
はルートにある「README」または「はじめに」をご覧ください。

●表示画面

・サイズ：800×600ピクセル以上

・色 ：High-color（24ビット）以上

上記以外の設定でも表示はできますが、画像にモアレ模様や色ずれが発生する場合があり

ます。

●メニュー画面と「らくらくウィザード」の画面がお互いの画面の背面に隠れて消えてしまっ

た場合には、次の操作で画面を切り替えることができます。

・Windows ：Altキーを押しながら、Tabキーを押すR

R

R

お知らせ 

● Windows 動作環境
・ Windows XP/2000 Professional/Meが正しく動作し、CD-ROMドライ
ブが使用できること。

・ 推奨環境
ハードディスクの空き容量：30MB以上を推奨
Windows の推奨環境以上のパーソナルコンピュータ
メモリ32MB以上
800×600 High-Color以上表示可能なビデオカードを備えたカラーモニタ

● Macintosh動作環境
・ Mac OS X/9.2/9.1/8.6（日本語版）が正しく動作し、CD-ROMドライブが
使用できること。

・ 推奨環境
ハードディスクの空き容量：10MB以上を推奨
Mac OS、Mac OS Xの推奨環境以上のパーソナルコンピュータ
800×600 32000色以上表示可能なカラーモニタ
32MB以上の空きメモリ

※WL54AGはMacintoshではご使用になれません。

R

R

R

CD-ROMの動作環境

目　次

目
　
次
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1章　お使いになる前に……………………………1-1

準
備
編

• Windows XP は、Microsoft Windows XP Home
Edition operating system および Microsoft Windows
XP Professional operating system の略です。

• Windows Meは、Microsoft Windows Millennium
Edition operating system の略です。

• Windows 2000 Professionalは、Microsoft Windows
2000 Professional operating system の略です。

• Windows 98は、Microsoft Windows 98 operating
systemの略です。

RRR

RRR

RRR

RR

RRR
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1-1 本商品でできること
準備編

お使いになる前に1
本商品は、外付けADSLモデム／CATVケーブルモデム／FTTH回線終端装置を
接続してインターネットを利用できるブロードバンドルータです。

ブロードバンド 
FTTH 
ADSL （CATV） 
接続業者 

親機 

ブロードバンド 
モデム／回線終端装置 

ETHERNETポート×4（100BASE-TX／ 
10BASE-TスイッチングHUB） 

ブロードバンド接続ポート 
（100BASE-TX／ 
10BASE-T） 

ノートパソコン 

WL54AG

WL54TE

子機（WL54AG/WL54TEなど）
から無線LAN接続をするとき
（☛ P3-3、P3-23） 

ゲーム機に接続
するとき 
（☛ P6-42） 

有線で接続する 
とき 
（☛ P3-42） 

プレイステーション 
などゲーム機 

パソコン 

パソコン 

本書の「導入編」では、親機または子機に接続したパソコンでインターネットに接
続するまでを案内しています。
本商品では、さらに本書の「応用編」および添付CD-ROMに収録されている「機能
詳細ガイド」で記載している機能をご利用になることができます。設定方法につい
ては、それぞれの参照先をご覧ください。
本書では、ADSLモデム、CATVモデムをブロードバンドモデム、FTTH回線終端
装置を回線終端装置と呼びます。
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1-1 本商品でできること

■ワイヤレスLAN通信
●無線 LANカード（WL54AG）を親機に装着することにより、子機と
IEEE802.11a、IEEE802.11b、IEEE802.11gに準拠した子機とワイ
ヤレス通信を行うことができます。

＜通信速度と電波の届く範囲＞
ワイヤレスで届く範囲は次のとおりです。環境によって異なります。

●無線LAN内のセキュリティ対策
他の無線LANパソコンから親機に接続されるのを防いだり、親子機間の通信を暗号
化して、通信の傍受を防ぎます。（☛ P6-2）
親子機間の通信が外から覗かれたり、親機に他の子機が無断で接続されるのを防ぐた
めセキュリティ対策をすることをお勧めします。

暗号化 

ノートパソコン 

他の無線LANパソコン 

WL54AG

親機 

伝送範囲・速度

IEEE802.11g

IEEE802.11b

IEEE802.11a 見通し

見通し

見通し

20m（54Mbps）～90m（6Mbps）［屋外使用禁止］

50m（11Mbps）～180m（1Mbps）

20m（54Mbps）～180m（1Mbps）

通信規格 環境

●子機を増設する（☛ P6-50）
子機として別売りの次の機器を増設できます。

IEEE802.11a通信 ：WL54TE/WL54AG/WL54AC
IEEE802.11b通信 ：WL54TE/WL54AG/WL11CB/WL11CA/

WL11C2/WL11C/WL11U/WL11E2
IEEE802.11g通信 ：WL54TE/WL54AG
※接続する子機によって通信速度が異なります。
IEEE802 . 11a 通信と IEEE802 . 11g+ I E EE802 . 11b 通信、
IEEE802.11g通信は、切り替えて使用します。
IEEE802.11aの子機と IEEE802.11bまたは IEEE802.11gの子機を同時
に使用することはできません。

また、親機が使用している通信規格と同じ通信規格の無線LAN内蔵パソコンを増設
できます。（パソコンの機種により、機能制限があったり、接続できない場合があります。）
接続できるパソコンはETHERNETポート接続のパソコンも含めて全部で32台まで
です。インターネットへの同時接続利用は、10台以下でのご使用をお勧めします。

●子機同士で通信する（アドホックモード）（ 機能詳細ガイド）
親機を経由しないで、子機同士でデータ通信ができます。
※ IEEE802.11a、IEEE802.11b通信モードのみです。IEEE802.11g通信モ
ードでは、アドホックモードはご利用になれません。

※障害物のない場合です。
※ IEEE802.11a通信と IEEE802.11g+IEEE802.11b通信は切り替えて使用します。
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■本商品を無線HUBとして使う（☛ P6-43）
●既存LANに接続する場合
既存 LANに有線・無線で接続する場合に、本商品のルータ機能を停止して
HUBや無線アクセスポイントとして使用することができます。

ノートパソコン WL54AG

パソコン 

既存のLAN
親機 

HUBモード  

●ルータに接続する場合
ルータタイプのブロードバンドモデムに接続するときには、本商品のルータ機能
を停止してHUBモードで接続します。

■ゲーム機を接続する（☛ P6-42）
“PlayStation 2”などネットワークゲーム機を接続することができます。
使用するゲーム機やゲームソフトがPPPoEでの通信を前提としている場合は、
PPPoEブリッジ機能（☛ P6-39）で接続できます。

R

※ブロードバンド接続ポートは使用できません。

※ブロードバンド接続ポートは使用できません。ブロードバンドモデムはETHERNET
ポートに接続します。

ルータタイプ 
ブロードバンド 

モデム 

ノートパソコン WL54AG

パソコン 

親機 
HUBモード 

■セキュリティ対策をする（☛ P6-2）
ブロードバンド回線側からの不正なアクセスについてセキュリティ対策をすること
ができます。（ 機能詳細ガイド）
・IPパケットフィルタリング ・アドバンスドNAT（IPマスカレード機能）
・不正アクセス検出 ・ダイナミックポートコントロール機能
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1-1 本商品でできること

●シングルユーザアクセスモード（☛ P6-40）
ゲームなどのアプリケーションを利用する場合などに、一時的に一台のパソコンでイ
ンターネット接続を占有できます。

■パソコンのネットワークゲームやTV電話を利用する
次の機能を利用して、ネットワークゲームをすることができます。（☛ P6-37）

・PPPoEブリッジ機能

・ポートマッピングの設定

・シングルユーザアクセスモード
また、UPnP機能を使用してWindows XPの“Windows Messenger”サー
ビスなどでTV電話などの機能をご利用になれます。（☛ P6-46）

R

ブリッジタイプ 
ブロードバンド 

モデム／回線終端装置 

ブロードバンド 
インターネット 

親機 

パソコン 

ブロードバンド 
インターネット 

親機 

パソコン 

パソコン 
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■ファイルやプリンタを他のパソコンと共有する
（ 機能詳細ガイド）

■インターネットの通信を切断する
・クイック設定Webの［情報］－［現在の状態］で切断できます。（ 機能詳
細ガイド）

・DISCスイッチ（☛ P5-3）
・無通信監視タイマ（☛ P5-3）

■複数のアクセス先（プロバイダ）を設定する
クイック設定Webで複数の接続先を登録できます。

Aプロバイダ 

Bプロバイダ 
親機 

パソコン 

●PPPoEマルチセッション（☛ P4-8）
1つの回線契約で複数（最大3セッション）の接続先へ同時に接続を行うことができます。
※ご利用の回線がマルチセッションに対応している必要があります。

ノートパソコン WL54AG

パソコン プリンタ 
親機 

※本商品の機能ではありません。
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1-1 本商品でできること

■SOHOで使用するときに便利な機能
●ホームページを公開するなど、外部にサーバを公開する
（ 機能詳細ガイド）
アドバンスドNATオプション（ポートマッピング）、DMZホスティング機能を利用
して外部にサーバを公開できます。

親機 

パソコン 

サーバパソコン 

インターネット 

●複数のグローバル固定IPアドレスを付与するサービスを利用する
（複数固定IPアドレス対応）（ 機能詳細ガイド）
●会社のネットワークに自宅から接続するなどVPNに接続する
（VPN（PPTP/IPsec）パススルー機能）（ 機能詳細ガイド）
VPN（Virtual Private Network：仮想閉域網）にPPTP/IPsecで接続できます。

■知っておくと便利な機能
●親機をバージョンアップする（☛ P6-47）
各種ユーティリティやファームウェアを最新のものにバージョンアップすることによっ
て、親機に新しい機能を追加したり、場合によっては親機の動作を改善します。

●親機の設定を保存する（ 機能詳細ガイド）
クイック設定Webで、現在の親機の設定内容を保存できます。親機を初期化した場
合に、保存済みのバックアップファイルから親機に設定内容を復元することができま
す。

●親機を初期化する（☛ P7-25）
親機の設定内容を工場出荷の状態に戻します。
親機がうまく動作しない場合や、もう一度初めから親機を設定したいときにお使いい
ただけます。
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1-2 箱の中身を確認しよう
準備編

お使いになる前に1
設置を始める前に、構成品がすべてそろっていることを確認してください。不足してい
るものがある場合は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

●構成品

□親機（WARPSTARベース） □縦置きスタンド □WL54AG
［無線LANカード
（WARPSTARサテラ
イト）］

□つなぎかたガイド □CD-ROM
（ユーティリティ集）

□保証書□取扱説明書（本書）

□ETHERNETケーブル（ストレート）

ワイヤレスセット（TE）の場合は2本添付されています。
ワイヤレスセット（TC）、親機（WR7600H）には1本添
付されています。

ワイヤレスセット（TC）には2
枚、ワイヤレスセット（TE）、
親機（WR7600H）には1枚添
付されています。

ワイヤレスセット（TE）のみ添
付されています。

1
2
3
4
5
6
7
8

準備編 

導入編 

応用編 

ご参考 

取扱説明書

・本書をお読みになる前に別冊「つなぎかた
ガイド」をご覧ください。インターネット
が使えるようになるまでの接続と設定の手
順をわかりやすく紹介しています。

・「ソフトウェアのご使用条件」は、前文-2
ページに記載されています。添付CD-ROM
を開封する前に必ずお読みください。

□WL54TE
［ETHRNETボックス
（WARPSTARサテライト）］

□WL54TE用スタンド

□WL54TE用壁掛け用ネジ
（2本）

□WL54TE用壁掛け用台紙

□WL54TE用横置き用ゴム足
（4個）
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1
お
使
い
に
な
る
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に

1-3 各部の名前とはたらき
準備編

お使いになる前に1

ランプの種類

WR7600H（親機）

●前面図 ①DISCスイッチ（回線切断スイッチ）
DISCランプ
プロバイダとのルータ接続を手動で
切断するときに使用します。

④DATA/AIRランプ（通信状態/無線
通信状態表示）

③PPPランプ（通信状態表示）

②POWERランプ（電源）

②POWERランプ
（電源）

ランプのつきかた（色）

緑（点灯）

緑点灯（点滅）

橙点灯（点滅）

本商品の状態

電源が入っているとき

消灯 WAN側と接続していないとき

ETHERNETポートまたは無線で接続された機
器がWAN側とデータの送受信をしているとき

消灯 ローカルルータモードで利用しているとき、ま
たはPPP未接続のとき

橙（点灯） ファームウェアをバージョンアップしているとき

赤（点滅） バージョンアップが失敗したとき※

無線通信でデータを送受信しているとき

※この状態ではご利用になれません。お近くのNEC保守サービス受付
拠点へご連絡ください。修理はすべて持ち込み修理となります。

緑（点灯） PPPoE接続でPPPリンクが確立しているとき

緑（遅い点滅） 親機の動作モードがPPPoEモードの場合にPPP
の認証が失敗したとき（1秒間隔）（☛ P7-8）

緑（速い点滅） 親機の動作モードがPPPoEモードの場合に相
手先から応答がないとき（☛ P7-8）

③PPPランプ
（通信状態表示）

④DATA/AIRランプ

①DISCランプ 緑（点灯） WAN側（ブロードバンドモデム／回線終端装
置）と接続中

赤（点灯） DISCスイッチによってWAN側との接続を不
可にしているとき

【ランプ表示】

本商品（親機）側から子機側を検索するなど、
本商品（親機）側から一方的にデータを出力
しているときも橙点滅します。（ ）
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1-3 各部の名前とはたらき

①ブロードバンド接続ポート
（100BASE-TX／10BASE-T）

②ETHERNETポート
（100BASE-TX／10BASE-
TスイッチングHUB）

③FG端子
④電源コード

⑥ブロードバンド接続
ポート状態表示LED

⑦ETHERNETポート
状態表示LED

説明

⑤ディップスイッチ 親機の初期化・自己診断をするとき、HUBモードで使用するとき、
IEEE802.11a 専用通信モードで使用するときに使用します。

ブロードバンドモデム／回線終端装置との接続に使用します。

パソコンまたはハブやゲーム機との接続に使用します。

アース線を取り付ける端子です（アース線は添付されていません）。
AC100Vの家庭用電源コンセントに接続します。

緑点灯 ブロードバンドモデムが接続され、リンクが確立しているとき
緑点滅 ブロードバンドモデムとデータ送受信中
緑点灯 パソコンまたはハブが接続され、リンクが確立しているとき
緑点滅 パソコンまたはハブとデータ送受信中

●背面図

⑦ETHERNETポート
状態表示LED

⑤ディップスイッチ
①ブロードバンド接続ポート
（100BASE-TX／
10BASE-T）

②ETHERNETポート
（100BASE-TX ／
10BASE-Tスイッチン
グHUB）

④電源コード

③FG端子

⑥ブロードバンド接続ポート
状態表示LED

名称
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1
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に

1-3 各部の名前とはたらき

WL54AG（子機）

●PCカードコネクタには手を触れないでください。故障の原因となります。

お願い 

●側面図
開閉カバー
ワイヤレスLANカードの
取り外しやリセットス
イッチを使用するときは、
このカバーを開けます。
（☛ P7-24）

外部アンテナコネクタ
カバー
外部アンテナを接続するときにカバー
を切り取って使用します。

拡張カードスロット
ワイヤレスLANカード
WL54AGが装着されて
います。

＜開閉カバー内部＞

●拡張カードスロットのWL54AG を取り外すときや装着するときは、必ず親機の電源を切

ってください。

お願い 

PWRランプ、ACTランプのつきかた WL54AG の状態

2つのランプが同時に点滅

2つのランプが同時に遅く点滅

2つのランプが交互に遅く点滅

PWRランプのみ点滅
（ACTランプ消灯）

通信中
（通信量により点滅速度が変化します）

通信待機中
（通信可能状態ですが、データ送受信が行われていません）

親機をサーチ中（無線接続が確立されていません）

電源オフ
（無線接続オフ設定時、またはドライバ無効の状態）

【ランプ表示】

リセットスイッチ
親機を再起動するときに使用します。
（☛ P7-24）

①PCカードコネクタ

①PCカードコネクタ
パソコンのPCカードスロットに差し込みます。
（注）ドライバのインストール時は、ユーティリティで指示があるまでは差し込まないでくだ

さい。
②外部アンテナコネクタ
外部アンテナを接続するときに使用します。使用するときは、キャップを外してください。

③PWRランプ（電源）／ACTランプ（通信表示）

②外部アンテナコネクタ

③PWRランプ

③ACTランプ
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WL54TE（子機）

LAN 1
LAN 2
AIR

POWER

●前面図

1-3 各部の名前とはたらき

通信状態
表示ランプ

ランプの種類 点灯状態 状　態

①POWERランプ
（電源）

緑 電源が入っているとき
消灯 電源が入っていないとき

②LAN1ランプ
（ETHERNETポート
状態表示）

ETHERNETポート（LAN1）のリンクが100Mbps確
立しているとき

【ランプ表示】

②LAN1ランプ
（ETHERNETポート状態表示）

③LAN2ランプ
（ETHERNETポート状態表示）

④AIRランプ
（無線状態表示）

①POWERランプ（電源）

点灯

緑 点灯

ETHERNETポート（LAN1）でデータ送受信中（リンク
速度100Mbps）

点滅

ETHERNETポート（LAN1）のリンクが10Mbps確立
しているとき

橙 点灯

ETHERNETポート（LAN1）のリンクが確立していないとき消灯

ETHERNETポート（LAN1）でデータ送受信中（リンク
速度10Mbps）

点滅

③LAN2ランプ
（ETHERNETポート
状態表示）

ETHERNETポート（LAN2）のリンクが100Mbps確
立しているとき

緑 点灯

ETHERNETポート（LAN2）でデータ送受信中（リンク
速度100Mbps）

点滅

ETHERNETポート（LAN2）のリンクが10Mbps確立
しているとき

橙 点灯

ETHERNETポート（LAN2）のリンクが確立していないとき消灯

ETHERNETポート（LAN2）でデータ送受信中（リンク
速度10Mbps）

点滅

④AIRランプ
（無線状態表示）

IEEE802.11b＋gモード、IEEE802.11gモードで親
機（アクセスポイント）とのリンクが確立しているとき

緑 遅点滅

IEEE802.11b＋gモード、IEEE802.11gモードで無
線データ送受信中

早点滅

IEEE802.11aモードで親機（アクセスポイント）とのリ
ンクが確立しているとき

橙 遅点滅

親機（アクセスポイント）とのリンクが確立されていないとき

WL54TEのファームウェアをバージョンアップしているとき
リセットスイッチを押しているとき

消灯

IEEE802.11aモードで無線データ送受信中早点滅

点灯



1-13

1
お
使
い
に
な
る
前
に

1-3 各部の名前とはたらき

RESET

LAN1

LAN2

②ETHERNETポート

①リセットスイッチ
③ACアダプタ接続コネクタ

名　称 説　明
①リセットスイッチ（RESET） 初期化するときに使用します。

②ETHERNETポート
（LAN1、LAN2）
（100BASE-TX/10BASE-T）

③ACアダプタ接続コネクタ

パソコンまたはゲーム機などと接続します。

添付のACアダプタを接続します。

●背面図
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1-4 あらかじめ確認してください
準備編

お使いになる前に1
本商品を接続する前に次のことを確認しておきましょう。

回線契約とプロバイダの加入について

■ADSL接続の場合
ADSL接続をご利用になる場合は、あらかじめ、ADSL接続事業者およびプロバイダ
との契約を済ませ、回線が開通していることを確認してください。
※ADSL接続事業者によっては、プロバイダ契約が不要な場合があります。

プロバイダ ADSL 
モデム 

ADSL 
接続事業者 

・既に契約していること 
・本商品の設定に必要な情報の確認 
　・IPアドレスなどの設定情報 

・既に契約していること 
・本商品の設定に必要な情報の確認 
　・接続ユーザ名 
　・接続パスワードなどの接続情報 

・ADSLモデムを別途用意 
・回線の開通を確認 
・ADSLモデムの種類（PPPoE 
　ブリッジ／ルータタイプ） 
 

親機 

■CATV（ケーブルテレビ）インターネット接続の場合
CATVインターネット接続をご利用になる場合は、あらかじめCATVインターネット
接続事業者との契約を済ませ、回線が開通していることを確認してください。

CATV接続事業者： 
プロバイダ 

CATV 
ケーブルモデム 

・CATVケーブルモデムを別途用意 
・回線の開通を確認 

・既に契約していること 
・本商品の設定に必要な情報の確認 
　・IPアドレスなどの設定情報 

親機 

■FTTH接続の場合
FTTHサービスをご利用になる場合は、あらかじめFTTHサービスの契約とプロバイダ
の契約を済ませておいてください。

FTTH 
接続事業者 

回線終端装置 

・回線終端装置を別途用意 
・回線の開通を確認 

・既に契約していること 
・本商品の設定に必要な情報の確認 
　・IPアドレスなどの設定情報 

親機 
・既に契約していること 
・本商品の設定に必要な情報の確認 
　・接続ユーザ名 
　・接続パスワードなどの接続情報 

プロバイダ 

※接続できるサービスについては、ホームページAtermStationの「接続確認済ブロー
ドバンド事業者リスト」でご確認ください。
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1
お
使
い
に
な
る
前
に

1-4 あらかじめ確認してください

パソコンの準備

お使いのパソコンが本商品をご利用になれる環境になっているか順番に確認してくださ
い。
・WWWブラウザの設定が「ダイヤルしない」になっていること（☛ P1-21）
・プロバイダから配付されるPPPoEなどの接続ツールが停止してあること
・ファイアウォールソフトの停止
本商品設定の前に、ファイアウォール、ウィルスチェック等のソフトは一旦停止
してください。停止しない（起動したままでいる）と本商品の設定ができなかっ
たり、通信が正常に行えない場合があります。（パソコンによっては、ファイアウ
ォール、ウィルスチェック等のソフトがあらかじめインストールされている場合
があります。）

〈親機に有線で接続する場合、子機（WL54TE）に接続する場合〉

・ETHERNET
イ ー サ ー ネ ッ ト

ポート（LANポート）を装備していること
お使いのパソコンにETHERNETポートがない場合は、本商品の設置を始める前
に、100BASE-TX／10BASE-T対応のLANボードまたはLANカードを取り
付けておいてください。

・TCP/IPプロトコルスタックに対応していること
必要なネットワークコンポーネントがインストールされていない場合は、パソコ
ンの取扱説明書を参照してインストールしてください。Windows の場合のイン
ストール方法は添付のCD-ROMに収録されている「機能詳細ガイド」「ファイル
とプリンタの共有」を参照してください。

・パソコンのネットワークの設定を確認すること（☛ P1-16）
・子機（WL54TE）にゲーム機を接続し、ゲームを使用するときはWL54TEと接
続機器の間にHUBなどを接続しないでください。

〈子機（WL54AG）から無線で接続する場合〉
・Card Bus（カードバス）準拠のPCカードスロットが装備されていること

R

OS等 親機（ETHERNETポート） 子機（WL54AG）

Windows R

Macintosh

○

○ ×

その他OS
（Linux等） ○ ×

ゲーム機 ○ ×

○
Windows XP/Me/2000
Professional（日本語版）のみ

R

●OSのアップグレードなどパソコンの動作環境を変更される場合は、あらかじめホーム

ページAtermStationから本商品の最新のファームウェア、ユーティリティ、マニュアル

などをダウンロードしてください。

お願い 

〈接続可能な機器〉

子機（WL54TE）

○

○

○

○
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1-4 あらかじめ確認してください

パソコンのネットワークの設定が、Windows の場合は「IPアドレスを自動的に取得
する」、Macintoshの場合は「DHCPサーバを参照」になっていることを確認してく
ださい。

Windows をご利用の場合 ☛ P1-16～P1-19
Macintoshをご利用の場合 ☛ P1-20

R

R

■Windows をご利用の場合R

1 ［スタート］－［コントロールパネル］を選択する

2 ［ネットワークとインターネット接続］をクリックし、［ネットワーク接
続］をクリックする

3 ［ローカルエリア接続］を右クリックし、［プロパティ］をクリックする

4 ［全般］タブをクリックし、［インターネットプロトコル（TCP/IP）］
を選択し、［プロパティ］をクリックする

5 ［IP アドレスを自動的に取得する］
と［DNSサーバのアドレスを自動
的に取得する］を選択する

7 ［OK］をクリックする

6 ［OK］をクリックする

パソコンのネットワークの確認

●Windows XPの設定により表示内容が異なる場合があります。
●本書では、Windows XPの通常表示モード（カテゴリー表示モード）を前提に記述して
います。

R

R

お知らせ 

Windows XPをご利用の場合R
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1-4 あらかじめ確認してください

1 ［スタート］－［設定］－［コントロールパネル］を選択する

2 ［ネットワーク］アイコンをダブルクリックする

3 リストの［TCP/IP–>（お使いの
LANカードまたはお使いのLANボー
ド）］を選択し、［プロパティ］をクリ
ックする

4 ［IP アドレス］タブをクリックし、
［IPアドレスを自動的に取得］を選
択する

5 ［ゲートウェイ］タブをクリックし、
何も指定されていないことを確認す
る

Windows Me/98SE/98をご利用の場合R

（次ページに続く）
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1-4 あらかじめ確認してください

6 ［DNS 設定］タブをクリックし、
［DNSを使わない］を選択する

7 ［OK］をクリックする

8 ［OK］をクリックする
画面の指示に従ってパソコンを再起動してください。
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1-4 あらかじめ確認してください

1 ［スタート］－［設定］－［コントロールパネル］を選択する

3 ［ローカルエリア接続］アイコンを右クリックし、［プロパティ］をクリッ
クする

4 リストの［インターネットプロトコ
ル（TCP/IP）］を選択し、［プロパ
ティ］をクリックする

2 ［ネットワークとダイヤルアップ接続］アイコンをダブルクリックする

5 ［IP アドレスを自動的に取得］と
［DNSサーバのアドレスを自動的に
取得する］を選択する

6 ［OK］をクリックする

7 ［OK］をクリックする

Windows 2000 Professionalをご利用の場合R
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1-4 あらかじめ確認してください

■Mac OSをご利用の場合

1 アップルメニューの［コントロールパネル］－［TCP/IP］を開く

2 ［経由先］を［Ethernet］にする

3 ［設定方法］を［DHCPサーバを参
照］にし、［DHCPクライアントID］
と［検索ドメイン名］を空白にし、
ウィンドウを閉じる

画面は、Mac OS 9.2を事例に記載
したものです。

4 確認のダイヤログが表示されたら［保存］をクリックする
以上でパソコンのネットワークの設定は完了です。

1 アップルメニューの［システム環境設定］を開き、［ネット
ワーク］アイコンをクリックする

2 ［表示］を［内蔵Ethernet］にし、［設定］を［DHCPサーバを参照］
にする

3 ［DHCPクライアント ID］と［検索
ドメイン］を空白にする

4 ［今すぐ適用］をクリックし、ウィンドウを閉じる
以上でパソコンのネットワークの設定は完了です。

Mac OS 9.2/9.1/8.6をご利用の場合

Mac OS Xをご利用の場合
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1-4 あらかじめ確認してください

WWWブラウザ（Internet Explorer等）の設定を「ダイヤルしない」に変更します。
以下はWindows XP/2000 Professional/MeでInternet Explorer 6.0をご利用の場
合の設定方法の一例です。お客様の使用環境（プロバイダやソフトウェア等）によっても変わ
りますので詳細はプロバイダやソフトウェアメーカーにお問い合わせください。
① Internet Explorerのアイコンをダブルクリックして、Internet Explorerを起
動する。

②［ツール］の［インターネットオプション］を選択する。
③［接続］タブをクリックする。
④ ダイヤルアップの設定の欄で、［ダイヤルしない］を選択する。

R

⑤［LANの設定］をクリックする。
⑥「設定を自動的に検出する」と［LANにプロキシサーバーを使用する］の を外
す。
プロバイダからプロキシの設定指示があった場合は、従ってください。

WWWブラウザの設定確認

●プロバイダ専用のCD-ROMやパソコンにプリインストールされているサインアッププロ
グラム（プロバイダへの申し込みソフト）は、ダイヤルアップ接続（アナログモデムやタ
ーミナルアダプタの接続）専用のものがあります。その場合、本商品にLAN接続されたパ
ソコンからは実行できません。また、専用の接続ソフトが必要なプロバイダにはルータ接
続できない場合があります。プログラムの使用方法等、詳細につきましてはプロバイダや
パソコンメーカーにご確認ください。

お知らせ 

④

⑤
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ＷＷＷブラウザ（クイック設定Web）で設定を行うにはJavaScript の設定を有効に
する必要があります。
※WWWブラウザの設定でセキュリティを「高」に設定した場合、本商品の管理者用
パスワードの設定ができないことがあります。設定ができない場合は、以下の手順で
JavaScript を「有効にする」に設定してください。

以下は、Windows XP、Mac OS Xで Internet Explorerをお使いの場合の例です。
その他のOSやNetscape での設定については「お困りのときには」（HTMLファイ
ル）を参照してください。

R

R

R

R

JavaScript の設定を確認するR

1 ［スタート］－［コントロールパネル］－［クラシック表示に切り替え
る］－［インターネットオプション］をダブルクリックする

2 ［セキュリティ］タブをクリックし、［信頼済みサイト］をクリックする

3 ［サイト］をクリックする

4 ［このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認(https:)を必要とする］
のチェックを外す

5 ［次のWebサイトをゾーンに追加する］に「http://web.setup/」を入力し
［追加］をクリックし、［OK］をクリックする
※ IPアドレス（工場出荷時は192.168.0.1）を入力して設定画面をひらく場合には、

「192.168.0.1」（または設定したIPアドレス）と入力します。

6 ［OK］をクリックする

7 ［レベルのカスタマイズ］をクリックし、下向き▼（矢印）をクリック
し、画面をスクロールする

Windows XPの場合（Internet Explorerのバージョン6.0の例です。）R
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8 ［アクティブ スクリプト］を［有効に
する］に変更し、［OK］をクリック
する

9 ［適用］をクリックする

10 ［OK］をクリックする
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1 インターネットエクスプローラを起動してメニューバーの［Explorer］
から［環境設定］をクリックする

2 ［Webブラウザ］から［セキュリティゾーン］をクリックする

4 ［サイトの追加］をクリックする

3 ［ゾーン］から［信頼済みサイトゾーン］をクリックする

6 「http://web.setup/」と入力する
※ IPアドレス（工場出荷時は192.168.0.1）を入力して設定画面をひらく場合には、

「192.168.0.1」（または設定したIPアドレス）と入力します。

5 ［追加］をクリックする

8 ［Webブラウザ］から［Webコンテンツ］をクリックする

10 ［OK］をクリックし、メニューバーの[Explorer]から[Explorer終了]を
クリックする
※WWWブラウザ（Internet Explorer）を一度終了させないと、設定は反映されません。

9 ［アクティブコンテンツ］で、［スクリプトを有効にする］にチェックを入
れる

7 ［このゾーンのサイトにはすべてサーバーの確認(https:)を必要とする］
のチェックを外す

Mac OS Xの場合（Internet Explorerのバージョン5.1の例です。）

1-4 あらかじめ確認してください
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• Windows XP は、Microsoft Windows XP Home
Edition operating system および Microsoft Windows
XP Professional operating system の略です。

• Windows Meは、Microsoft Windows Millennium
Edition operating system の略です。

• Windows 2000 Professionalは、Microsoft Windows
2000 Professional operating system の略です。

• Windows 98は、Microsoft Windows 98 operating
system の略です。

RRR

RRR

RRR

RR

RRR



導入-1

設定方法について
導入編

本商品を設定するには、次の2つの設定方法があります。初めて設定する場合には、らく
らくウィザードが便利です。

●Windows パソコンで子機のドライバをインストールする場合やイン
ターネット接続までの基本設定をする場合

R

らくらくウィザード（ユーティリティ）
で設定する
パソコンの接続→回線の設定→インターネッ
ト接続までの設定がステップに従って簡単に
行えます。
また、子機（WL54AG）のドライバのイン
ストールおよび無線LANの設定が簡単に行え
ます。

＜らくらくウィザードが利用できるパソコン＞
Windows XP/2000 Professional/Me（日本語版）
音声ガイドを再生するには、パソコンにWAVファイルが再生可能なサウンドデバイ
スが必要になります。

R

●MacintoshやLinuxなどWindows 以外のパソコンやゲーム機など
から設定する場合

●本商品の詳細な設定を変更する場合

R

クイック設定Web（WWWブラウザ）
で設定する
本商品のすべての設定が行えます。
＜設定できるWWWブラウザ＞
Windows XP/2000 Professional/Me/
98SE/98の場合
Microsoft Internet Explorer Ver.5.5以上に
対応
Netscape 6.1以上に対応
Mac OS X/9.2/9.1/8.6の場合
Microsoft Internet Explorer Ver.5.0以上に
対応
Netscape 6.01以上に対応
NetFront for ⊿（デルタ）（株式会社ACCESS）（“PlayStation 2”用ブラウザ）（基本
設定のみ）
※クイック設定Webからの設定では、子機（WL54AG）のドライバのインストー
ルが行えません。子機（WL54AG）から設定を行う場合は、らくらくウィザードで子
機（WL54AG）のドライバのインストール後、親機との通信が確立してからクイック設
定Webでの設定を行ってください。

R

R

R

R

R

R

＜画面例＞

＜画面例＞



●パソコンを接続する
※ゲーム機を接続する場合はP6-42を参照してください。

パソコンと接続する（☛ P3-42）

親機のETHERNETポートを使用
する。（有線LAN）子機を使用する（無線LAN）

Macintoshパソコンの場合Windows  パソコンの場合

ブロードバンドモデム／回線終端装置を接続して電源を入れる（☛ P2-4）

親機に無線LANカード（WL54AG）を取り付ける（☛ P2-3）

親機を設置する（☛ P2-2）

導入-2

セットアップの流れ
導入編

本商品を接続してインターネットに接続できるようになるまでの基本的な流れです。

R

※子機（WL5 4 T E /
WL54AG）は指示が
あるまで、パソコンに
接続しないでください。

※Windows
以外または
詳細設定を
する場合

R

※Windows の場合R

（Step 1）WARPSTARの接続方法の確認
（☛ P3-6、P3-28、P3-46）

●らくらくウィザードで設定する

（Step 2）無線カードのドライバインストール
と無線設定（☛ P3-7、P3-29、
P3-46）

（Step 3）WARPSTARのインターネット接続基
本設定（☛ P3-16、P3-35、P3-47）

※2台目以降のパソコンでは、Step3を行う
必要はありません。

インターネットに接続する（☛ P5-2）

管理者用パスワードの設定

設定パターンの設定

接続先設定

●クイック設定Webで設定す
る（☛ P4-3）

らくらくウィザードをインストールする
（☛ P3-4、P3-26、P3-43）
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2 WARPSTARに接続しよう

導入編

2-1
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2-1 親機を設置する
導入編

WARPSTARに
接続しよう2

親機の置き場所を決めよう

縦置きスタンドを取り付ける

親機には電源、回線、パソコンなどを接続します。ケーブルの長さが決まっているもの
もあるので、ポイントとなる点をいくつかあげます。

●親機はブロードバンドモデム／回線終端装置のそばに置こう

●親機用の電源コンセントはありますか？
親機用の電源コンセントを確保しましょう。

●子機は親機から無線で電波の届く距離に置こう
設定するときは親機のそばで設定しましょう。

図のように親機に縦置きスタンドを取り付けます。

●親機は絶対に横置きに設置しないでください。内部に熱がこもり、破損したり、火災にな
る可能性があります。また、せまい場所や壁などに近づけて設置しないでください。

お願い 

●ワイヤレスで届く範囲は見通し（間に障害物が何もない状態）で次のとおりです。壁や家

具、什器など周囲の環境により利用できる範囲は短くなります。

お知らせ 

伝送範囲（参考値）

IEEE802.11g

IEEE802.11b

IEEE802.11a 見通し

見通し

見通し

20m（54Mbps）～90m（6Mbps）［屋外使用禁止］

50m（11Mbps）～180m（1Mbps）

20m（54Mbps）～180m（1Mbps）

通信規格 環境
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2-2 親機に無線LANカード
（WL54AG）を取り付ける

導入編

WARPSTARに
接続しよう2
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同梱されているWL54AGを取り付けることでワイヤレスLANがご利用になれます。

1 親機側面の開閉カバーを開く

2 無線LANカード（WL54AG）を拡張カードスロットに装着する

3 開閉カバーを閉める

■拡張カードスロットに無線カードを取り付ける

●親機の電源を切った状態で取り付けてください。

お願い 
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2-1 設置・接続の流れWARPSTARに
接続しよう2 2-3 接続して電源を入れる
導入編

WARPSTARに
接続しよう2

あらかじめブロードバンドモデム／回線終端装置に直接パソコンを接続してインターネ
ット接続できることを確認しておくことをお勧めします。

ブロードバンド接続ポート 

ブロードバンドモデム 
／回線終端装置 

ETHERNETケーブル 
（添付品） 

1 アース線を接続する
親機のFG端子と壁のアース端子をアース線で接続します。
アース線は添付されていませんので、別途購入してください。
アース線は漏電や落雷などが起こった場合に人身への傷害や機器の損傷を防止するための
ものです。

2 ブロードバンドモデム／回線終端装置に接続する
本商品のブロードバンド接続ポートとブロードバンドモデム／回線終端装置を
ETHERNETケーブルで接続します。

3 親機の電源プラグを壁の電源コンセントに接続する
POWERランプが点灯します。

アース線 

アース端子 

FG端子 
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2-2 接続して電源を入れる

ブロードバンド接続ポート状態表示LEDが緑点灯しないときは？
ブロードバンド接続ポート状態表示LEDが緑点灯しないときは、親機とブロードバ
ンドモデム／回線終端装置が正しく接続できていません。次の手順で誤りがないかど
うか確認してください。
①ETHERNETの接続を確認する
親機のブロードバンド接続ポートがブロードバンドモデムまたは回線終端装置
にETHERNETケーブルで正しく接続されているか確認してください。
ブロードバンド接続ポートにカチッと音がするまで差し込み、ケーブルを軽く
引いて、ロックがかかっていることを確認してください。
ケーブルによってはあまり強く差し込んだり、強く引っ張ると、接触不良や断
線の原因になる場合があります。

②ETHERNETケーブルの規格が正しいか確認する
接続に使用しているケーブルが「ETHERNETケーブル（カテゴリ－5）」であ
ることを確認してください。（☛ P8-5）

③ブロードバンドモデム／回線終端装置の電源が入っているか確認する
④親機の電源が入っているか確認する

①～④を行っても問題が解決しない場合は、以下の確認をしてください。
本商品のブロードバンド接続ポートと本商品のETHERNETポート（PC1）を添
付のETHERNETケーブルで接続してみる。
ポート状態表示LEDが
点灯する場合 ………親機は、問題ありません。

ブロードバンドモデム/回線接続装置が故障している可能性が
あります。

点灯しない場合 ……親機を初期化してみてください。
それでも解決しない場合は親機の故障の可能性があります。
最寄りのNEC保守サービス受付拠点（☛ P8-13）へお問い
合わせください。

●親機の電源を切ったあと、すぐに電源を入れ直さないでください。10秒以上の間隔をあけ
てから電源を入れてください。すぐに電源を入れると電源が入らないことがあります。

お願い 

4 背面のブロードバンド接続ポート状態表示LEDが緑点灯していること
を確認する
ランプが正しく点灯しない場合は、下記を参照してください。

ブロードバンド接続ポート
状態表示LED（緑点灯）

ブロードバンドモデム／
回線終端装置へ
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2-2 接続して電源を入れる

！ ブロードバンドモデムの種類と本商品の動作モードについて
ブロードバンドモデムによって設定する本商品の動作モード（PPPoEモード、ローカ

ルルータモード、無線HUBモード）が異なりますので、あらかじめ確認しておきましょ

う。実際の設定は、らくらくウィザード、クイック設定Webの設定の中で行います。

●ブロードバンド接続ポートは、ストレート、クロスタイプのETHERNETケーブルを自動
認識できます。（Auto MDI-X対応）

●パソコンにADSLモデムに添付されていたPPPoE接続専用ソフトや、Windows XPの
PPPoE機能を使用している場合、ADSLサービスによっては、パソコンを1台しかイン
ターネットに接続できません。
複数のパソコンを同時に接続できるADSLサービスを契約せずに、同時に2台以上接続し
たい場合は、ADSL モデム用のPPPoE 接続専用ソフトウェアやWindows XPの
PPPoE機能の使用は止めて、本商品のPPPoEモードを使用してお使いください。

R

R

お知らせ 

＜回線種別と動作モード＞

※1 PPPoE接続の場合、不明な時はFTTH事業者に確認してください。
※2プロバイダまたはADSL事業者によっては、ブロードバンドモデムがPPPoE

によるブリッジタイプまたは、PPPoEによるブリッジ動作へ変更可能な場合が
あります。ブロードバンドモデムをPPPoEによるブリッジ動作でご使用の場合
は、本商品の動作モードはPPPoEモードを選択してください。

※3ルータタイプのADSLモデムにローカルルータモードで接続すると一部のルー
タ機能が正しく動作しない場合があります。この場合は、無線HUBモードでご
利用ください。（☛ P3-18）

FTTH・光ファイバ
に接続

ADSL回線に接続

CATV回線に接続

社内 L A N などの
ネットワークに接続

NTT東日本／西日本
Bフレッツ
東京電力
TEPCOひかり
ケイ・オプティコム
eoメガファイバー（ホームタイプ）

NTT東日本／西日本
フレッツ・ADSL

有線ブロードネットワークス
（IP接続で接続する事業者の場合）

イー・アクセス（※2）

アッカ・ネットワークス（※2）

その他のADSL接続業者（※2）

Yahoo! BB

－

－

PPPoEモード（※1）

ローカルルータモード

PPPoEモード
ただし、ルータタイプの
ADSL モデムを利用す
る場合は、無線HUBモ
ードでの利用をお勧めし
ます。

ローカルルータモードま
たは、無線HUBモード
（※3）

ローカルルータモード
ローカルルータモード

ローカルルータモード

接続事業者（例）（敬称略） 本商品の動作モード回線の種別
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●パソコンを接続する
※ゲーム機を接続する場合はP6-42を参照してください。

パソコンと接続する（☛ P3-42）

親機のETHERNETポートを使用
する。（有線LAN）子機を使用する（無線LAN）

Macintoshパソコンの場合Windows  パソコンの場合

ブロードバンドモデム／回線終端装置を接続して電源を入れる（☛ P2-4）

親機に無線LANカード（WL54AG）を取り付ける（☛ P2-3）

親機を設置する（☛ P2-2）

3-2

設定の流れ
導入編

らくらくウィザードで
WARPSTARを設定する3

（Step 1）WARPSTARの接続方法の確認
（☛ P3-6、P3-28、P3-46）

●らくらくウィザードで設定する

（Step 2）無線カードのドライバインストール
と無線設定（☛ P3-7、P3-29、
P3-46）

（Step 3）WARPSTARのインターネット接続基
本設定（☛ P3-16、P3-35、P3-47）

※2台目以降のパソコンでは、Step3を行う
必要はありません。

インターネットに接続する（☛ P5-2）

らくらくウィザードをインストールする
（☛ P3-4、P3-26、P3-43）

3章では、らくらくウィザードを使用して設定する場合を説明しています。
クイック設定Webを使用して設定する場合は、4章を参照してください。
どちらの方法で設定するかは「設定方法について」（☛ P導入-1）を参照してください。

R

※子機（WL54TE/WL54AG）
は指示があるまで、パソコン
に接続しないでください。

※Windows 以
外または詳細設
定をする場合

R※Windows の場合R

管理者用パスワードの設定

設定パターンの設定

接続先設定

●クイック設定Webで設定す
る（☛ P4-3）



3-3

3
ら
く
ら
く
ウ
ィ
ザ
ー
ド
で

W
A
R
P
S
T
A
R
を
設
定
す
る

導入編

らくらくウィザードで
WARPSTARを設定する3

3-1 子機（WL54AG など）
から無線LAN接続する

子機（WL54AG）をパソコンに接続するときは、①子機のドライバのインストール→
②パソコンに子機を挿入する→③無線LANの設定の順で設定を行っていきます。これ
らは、すべてらくらくウィザードで行います。まず最初に、お使いのパソコンにらくら
くウィザードをインストールしてください。
子機（WL54AG）を接続できるのはWindows XP/2000 Professional/Meのみ
です。Macintoshではご利用になれません。
子機（WL54AG）は、Card Bus準拠のPCカードスロットがあるパソコンに取り付
けることができます。

R

●子機はパソコンからの給電のみで動作しますが、パソコンによっては、サスペンド機能等

により給電が停止した場合、通信を行う前にカードを差し直す必要がある場合があります。

あらかじめサスペンド機能を無効にしてご使用いただくことをお勧めします。

●ETHERNETインタフェースを搭載したパソコンの場合、LANカードおよびLANボード

機能を停止させないと子機のドライバが正しくインストールできない場合があります。

LANカードおよびLANボード機能を停止させてから、らくらくウィザードで設定を行って

ください。（☛ P3-14、P3-15）
●らくらくウィザードを起動する前に誤って、子機をパソコンに挿入して、ハードウェアウィ

ザードが起動した場合は、［キャンセル］をクリックしてください。

お願い 

子機で無線LAN接続する場合

注意！
子機（WL54AG）は、らくらくウィザードの「インストール時の設定」の「Step2
無線カードのドライバインストールと無線設定」で指示があるまで挿入しないでくださ
い。
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3-1 子機（WL54AGなど）から無線LAN接続する

1 Windows XP/2000 Professional/Meを起動する
Windows XP/2000 Professionalの場合は、Administrator（権限のあるアカ
ウント）でログオンしてください。

R

R

2 添付のCD-ROM（ユーティリティ集）をCD-ROMドライブにセット
する
メニュー画面が表示されます。

メニューが表示されないときは（☛ P3-6）

4 ［次へ］をクリックする

3 ［WARPSTARのセットアップの開
始］をクリックする

本商品を設定するために必要なユーティリティ「らくらくウィザード」をパソコンにイ
ンストールします。（既にインストールが完了している場合は、P3-6に進みます。）

らくらくウィザードをインストールする

5 ［次へ］をクリックする
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（次ページに続く）

6 画面の同意書を読み、同意できる場合
は［次へ］をクリックする

7 ［すべて］を選択し［次へ］をクリッ
クする
［サテライト］を選択するとサテライトマ
ネージャのみをインストールします。

9 ［はい］をクリックする
インストールが開始されます。

8 表示されたインストール先へ
インストールする場合は、［次へ］を
クリックする
インストール先を変更する場合は、［参照］を
クリックして変更してください。

10 ［はい］をクリックする

11 ［READMEの表示］にチェックが入っ
ている（ ）ことを確認し、［完了］
をクリックする

らくらくウィザード、サテライトマネージャ
がインストールされました。
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3-1 子機（WL54AGなど）から無線LAN接続する

12 READMEをよく読み、［README］画面を閉じる
インストールが完了し、らくらくウィザードが起動します。

13 CD-ROMのメニュー画面の［終了］をクリックする
CD-ROMのメニュー画面の後ろにらくらくウィザード画面が隠れている場合があり
ます。その場合は、メニューを終了すると表示されます。

らくらくウィザードを起動するには？
らくらくウィザードを終了させたあとに、再度らくらくウィザードを起動するときは、

［スタート］をクリックし、［プログラム］—［Aterm WARPSTARユーティリティ］—

［らくらくウィザード］をクリックします。

メインメニュー画面が表示されない場合には？

らくらくウィザードの音声ガイダンスについて？
らくらくウィザードでは音声で説明がされます。音声ガイダンスは画面左下の をク

リックして、再生か再生禁止の切り替えができます。

「Step1 WARPSTARの接続方法の確認」（☛ 下記）に進みます。

Step1 WARPSTARの接続方法の確認

1 らくらくウィザードを起動する（☛ 上記）

2 ［次へ］をクリックする

添付のCD-ROMをセットしてもメインメニュー画面が表示されない場合は、以下の
操作を行います。
①Windows の［スタート］をクリックし、［ファイル名を指定して実行］を選択する
②名前の欄に、CD-ROMドライブ名と¥Menu.exeと入力し、［OK］をクリックする
（例：CD-ROMドライブ名がQの場合、Q:¥Menu.exe）

R
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3-1 子機（WL54AGなど）から無線LAN接続する

1 ［インストール時の設定］の［Step2
無線カードのドライバインストールと
無線設定］をクリックする

●子機は、手順2の画面が表示されるまでパソコンのカードスロットに取り付けないでくだ
さい。

●Step2をはじめる前に親機の電源が入っていることを確認してください。

お願い 

Step2 無線カードのドライバインストールと無線設定

（次ページに続く）

3 ［ イ ン ス ト ー ル 時 の 設 定 ］の
［Step1:WARPSTARの接続方法の
確認］をクリックし、接続方法を確認
する
本取扱説明書の2章の操作で接続が完了し
ている場合は［Step2 無線カードのドラ
イバインストールと無線設定］に進みます。

子機の取り外しかた（☛ P3-11）

2 次の画面が表示されたら、子機をパ
ソコンに取り付ける
自動的にドライバのインストールが開始さ
れます。
ドライバ自動インストール中は、さまざま
な画面が表示されますが、次の項目の画面
が表示されるまで操作しないでください。

パソコンのカードスロットに子機を取り付
けます。コネクタの向きに注意して、しっ
かりと奥まで差し込んでください。

ノートパソコン 

子機 
ドライバをアンインストールしたいときは（☛ P3-13）
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3 ［実行］をクリックする

4 接続する親機のネットワーク名をク
リックする
※複数の親機がある場合は、ネットワーク
名も複数表示されます。

※親機の無線LAN設定で「ESS-IDステル
ス機能」が有効になっていると、ネット
ワークの一覧にネットワーク名が表示さ
れません。利用できるネットワークに接
続する親機がみつからない場合は、［新
規登録］を選択して［次へ］をクリック
してください。手順7へ進みます。

工場出荷時のネットワーク名は、
「WARPSTAR－XXXXXX」（XXXXXX
は親機の側面に記載されているMACアド
レスの下6桁）です。

5 親機の無線設定も変更する場合は［親機の無線設定も設定する］に す
る

6 ［次へ］をクリックする
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7 次の画面で、親機の設定に合わせて
無線LANカードの設定を行い、［次
へ］をクリックする
■親機も同時に設定する場合
手順5で［親機の無線設定も設定する］
にチェックした場合は次のように設定し
ます。

［ネットワーク名］
使用するネットワークの名称を入力しま
す。手順4で使用するネットワーク名を
選択した場合は、そのままにしておきま
す。

［無線動作モード］
ネットワーク内で使用する無線モードを選
択します。

［チャネル番号］
親機と通信するチャネルを選択します。

［暗号化モード］
「暗号化モード」で暗号化の方法を選択し
て、設定したい「暗号強度」や「暗号化
キー」などを入力します。
■子機のみ設定する場合
手順5で［親機の無線設定も設定する］
にチェックしていない場合は使用する親
機にあわせて次のように設定します。

［ネットワーク名］
使用するネットワークの名称を入力しま
す。手順4で使用するネットワーク名を
選択した場合は、そのままにしておきま
す。

［通信モード］
アクセスポイント通信を選択します。

［暗号化モード］
親機の設定にあわせて「暗号化モード」
で暗号化の方法を選択して、設定したい
「暗号強度」や「暗号化キー」などを入力
します。

802.11a･･････電波が届く範囲であ
れば他の無線モード
より高速な通信が可
能です。

802.11g･･････802.11aよりも広
い範囲で高速な通信
を行うことができま
す。

802.11g+b ･･･802.11bにしか対
応していない子機と
の混在環境での利用
に適しています。

無線動作モードの選び方

（次ページに続く）



3-10

3-1 子機（WL54AGなど）から無線LAN接続する

9 ［設定終了］をクリックする

8 次の画面が表示された場合は、親機
に設定した管理者用パスワードを入
力し、［OK］をクリックする
親機に管理者用パスワードを登録していな
い場合や、子機のみ設定する場合は表示さ
れません。手順9へ進みます。

10 らくらくウィザード画面に戻り、
Step2に がつくことを確認する

これで子機のドライバのインストールと無線設定が完了です。「Step3
WARPSTARのインターネット接続基本設定」（☛ P3-16）に進みます。

が表示されたときは（☛ P3-12）
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■子機の取り扱いについて
〈取り付けるとき〉
・子機のコネクタ部分に手を触れないようにしてください。
・コネクタの向きに注意して、無理に押し込まないようにしてください。
〈取り外すとき〉
・子機を取り外すときは、以下の操作でPCカードを取り外せる状態にしてから取り外
してください。
①タスクトレイのPCカードアイコンをクリックする
②［NEC Aterm WL54AG（PA-WL/54AG）Wireless Network Adapterの停
止］をクリックする（Windows XPの場合は［NEC Aterm WL54AG（PA-
WL/54AG）Wireless Network Adapterを安全に取り外します］をクリック
する）

③「NEC Aterm WL54AG（PA-WL/54AG）Wireless Network Adapterは安
全に取り外すことができます。」が表示されたら、［OK］をクリックする
（Windows XPの場合は をクリックして画面を閉じる）

④WL54AGを取り外す

R

R

●子機の取り付け位置はパソコンにより異なりますので、必ずパソコンの取扱説明書を参照

し、各メーカーの定める手順に従って取り付けてください。

お願い 

らくらくウィザードで設定を行った場合！
Windows XPの「ワイヤレスネットワークの設定」は無効に設定されます。
Windows XPの「ワイヤレスネットワークの設定」で無線の設定を行いたい場合は、
「ワイヤレスネットワークの設定」を「有効」に設定する必要があります。（☛ P6-16）
ただし、「ワイヤレスネットワークの設定」では、暗号化モードは、暗号化無効または
WEP（64bit、128bit）のみご利用いただけます。WEP（152bit）、AES、TKIP、
ESS-IDステルス機能は、ご利用になれません。

R

R

●以降の設定をクイック設定Webで行うこともできます。（「4章　クイック設定Webで

WARPSTARの設定を行う」☛ P4-1）

お知らせ 
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こんなときは？

①［ネットワーク診断］―［LAN側（PC→WARPSTARベース）のネットワーク
診断］をクリックする

②［IPアドレス情報（LAN）］の［アダプタ］のプルダウンウィンドウの をク
リックし、［WL54AG（PA-WL/54AG）］を選択する

③［解放］をクリックする
④［再取得］をクリックする
⑤ IPアドレスが［192.168.0.×××］になることを確認する
⑥［OK］をクリックする
⑦［システムの状態］をクリックする
⑧［最新の状態に更新］をクリックする

マークが消えない場合は、「7-1 トラブルシューティング」の「c.らくらくウィザード
で「WARPSTAR ベース（親機）との通信が確立されていません」または
「WARPSTARに接続できませんでした」と表示されている」（☛ P7-4）を参照してく
ださい。
※お使いのパソコンにプロキシが設定されていたり、ファイアウォール、ウィルス
チェック等のソフトがインストールされている場合に、本商品の設定ができなかっ
たり、通信が正常に行えない場合があります。ファイヤウォールなどの働きによっ
て、本商品との通信に必要なポートが止められている可能性があるためです。本商
品設定の際には、プロキシの設定や、ファイヤウォール、ウィルスチェック等のソ
フトをいったん停止してください。

らくらくウィザードのメニュー画面Step2に マークが表示された場合は、下記①～
⑥を確認してしてください。

電波が届かない場合は！
親機から電波の届く場所へ子機を移動してください。（電波の状態はサテライトマ
ネージャ（☛ P6-14）とランプの状態（☛ P1-11）で確認できます。）
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子機のドライバをアンインストールするには？
①らくらくウィザードを起動する

②［各種ドライバの設定と削除］をクリックし、［各種ドライバのアンインストール］

をクリックする

③［はい］をクリックする

④画面の指示が出たら、タスクバーのカードアイコンをクリックして、

"NEC Aterm WL54AG（PA-WL54/AG）Wireless Network Adapterを安全

に取り外します"をクリックする

⑤取り外し可能のメッセージが表示されたら［OK］（Windows XPの場合

は ）をクリックする
⑥子機（WL54AG）を取り外す
⑦［OK］をクリックする
⑧ アンインストールするドライバを選択し、［実行］をクリックする

⑨ 画面の指示に従ってアンインストールを行う

※CD-ROMのメニュー画面から［ドライバのアンインストール］をクリックして

もドライバのアンインストールが行えます。

R



3-14
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⑥［全般］タブの［このハードウェアプロファイルで使用不可にする］をチェック
し、［OK］をクリックする

LANカードまたはLANボード機能を停止させるには
ETHERNETインタフェースを搭載したノートパソコンの場合、LANカードおよび
LANボード機能を停止させないと子機が使用できない場合があります。以下の操作
でLANカードまたはLANボード機能を停止させてから、らくらくウィザードで設定
を行ってください。以下の手順は例です。パソコンによって異なる場合があります。
詳細はパソコンメーカーにお問い合わせください。
〈Windows XPの場合〉
①［スタート］―［コントロールパネル］をクリックする
②［パフォーマンスとメンテナンス］をクリックする
③［システム］アイコンをダブルクリックする
④［ハードウェア］タブをクリックする
⑤［デバイスマネージャ］をクリックする
⑥［ネットワークアダプタ］をダブルクリックする
⑦ 不要なネットワークアダプタを選択して右クリックし、［無効］を選択する

⑧［はい］をクリックする
〈Windows Meの場合〉
①［スタート］―［設定］―［コントロールパネル］をクリックする
②［システム］アイコンをダブルクリックする
③［デバイスマネージャ］タブをクリックする
④［ネットワークアダプタ］をダブルクリックする
⑤ 不要なネットワークアダプタを選択し、［プロパティ］ボタンをクリックする

R

R

？
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LANカードまたはLANボード機能を停止させるには？
〈Windows 2000 Professionalの場合〉
①［スタート］―［設定］―［コントロールパネル］をクリックする
②［システム］アイコンをダブルクリックする
③［ハードウェア］タブをクリックする
④［デバイスマネージャ］をクリックする
⑤［ネットワークアダプタ］をダブルクリックする
⑥ 不要なネットワークアダプタを選択して右クリックし、［無効］を選択する

R

⑦［はい］をクリックする

●本商品は、無線データ通信を行ううえで必要なセキュリティ機能として暗号化とMACア

ドレスフィルタリングおよびESS-IDステルス機能を搭載しています。（「6-1 セキュリ

ティ対策をする」☛ P6-2）

お知らせ 
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1 ［インストール時の設定］の［Step3
WARPSTARのインターネット接続基
本設定］をクリックする

接続回線を選択し、インターネット接続のための基本設定を行います。

Step3 WARPSTARのインターネット接続基本設定

2 セキュリティの設定を入力する
①［管理者用パスワード］に親機の設定を変
更するためのパスワードを入力する。
パスワードには任意の半角英数字64文
字まで入力できます。

②［装置名］には、親機の名称を入力する。
通常は、お買い上げ時の設定のままでか
まいません。

●管理者用パスワードは、親機を設定する
場合に必要となりますので、控えておい
てください。

3 ［次へ］をクリックする

4 利用している接続回線を選択し、
［次へ］をクリックする
ADSL接続、FTTH・光ファイバ接続を選
択した場合は手順5に進みます。
CATV接続、LAN接続を選択した場合は
手順6に進みます。

管理者用パスワードメモ欄
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5 利用している接続事業者（動作モー
ド）を選択し、［次へ］をクリック
する
お使いの接続事業者が画面に表示されてい
ない場合は、［その他］を選択し、［次へ］
をクリックします。（☛ 下記）
※画面はADSL接続の場合の例です。

●［その他］を選択し、［次へ］をクリックした場合

※次の画面が表示された場合、本

商品のブロードバンド接続ポー

ト側にルータなどのDHCPサー

バを検出しています。［OK］を

クリックして、ローカルルータ

モードに設定してください。

●ご使用の環境に合わせて動作モ

ードを選択し、［次へ］をクリッ

クする

※回線種別と動作モードについ

ては、次ページのお知らせを

参照してください。

［ご利用事業者と動作モードに

ついて］をクリックしても確

認できます。

●［NTT東日本／NTT西日本フレッツADSL］を選択し、

［次へ］をクリックした場合
※次の画面が表示された場合は、

ADSLモデムの種類を確認して

ください。

・ブリッジタイプのADSLモデム

の場合は、［はい］をクリックし

ます。

・ルータタイプのADSLモデムの

場合は、［いいえ］をクリックし、

ローカルルータモードに設定し

てください。

（次ページに続く）
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●ルータタイプのブロードバンドモデムご使用時の、無線HUBモードとローカルル
ータモードの使い分け
無線HUBモードとローカルルータモードでは次のような違いがあります。
ルータタイプのブロードバンドモデムをお使いの場合は、お使いの環境に合わせて、
それぞれのモードをお使いください。

●WAN側に接続するルータの IPアドレスが「192.168.0.1」の場合は、本商品の
IPアドレスを変更する必要があります。（☛ P7-10）

●本商品の動作モードについて
PPPoEモード ：フレッツ・ADSL、BフレッツなどPPPoEブリッジタイ

プのブロードバンドモデムと接続する場合に設定します。
ローカルルータモード ：PPPoEモードを使用しない場合に設定してください。

お知らせ 

お勧めの環境

制限事項など

ルータ機能（パ
ケットフィルタ、
ポートマッピン
グなど）

UPnP機能

本商品の設定
（クイック設定
Webやサテライ
トマネージャの
親機同時設定な
ど）

ルータを多重化することにより
回線がもつスループットを十分
に引き出せない場合。

本商品のルータ機能は停止され
ます。ブロードバンドモデムの
ルータ機能をご利用いただけま
す。

ブロードバンドモデムのUPnP
機能をご利用いただけます。

設定は行えません。ローカルル
ータモードに戻して設定してく
ださい。

ルータを多重化接続して
セキュリティを高めたい
場合。
無線LANのモードやセキ
ュリティを頻繁に切り替
えたい場合。

本商品のルータ機能をご
利用いただけますが、ブ
ロードバンドモデムと設
定が競合するため、正し
く動作しない場合があり
ます。

UPnP機能は使用でき
ません。

設定を行えます。

ブロードバンド
モデムの接続

ブロードバンド接続ポートは使
用できません。ブロードバンド
モ デ ム は 、 本 商 品 の
ETHERNET ポート（PC1 ～
PC4）に接続してください。

ブロードバンド接続ポー
トに接続します。

無線HUBモード ローカルルータモード
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＜回線種別と動作モード＞

※1 PPPoE接続の場合、不明な時はFTTH事業者に確認してください。
※2プロバイダまたはADSL事業者によっては、ADSLモデムがPPPoEによるブ

リッジタイプまたは、PPPoEによるブリッジ動作へ変更可能な場合があります。
ADSLモデムをPPPoEによるブリッジ動作でご使用の場合は、本商品の動作モ
ードはPPPoEモードを選択してください。

※3ルータタイプのADSLモデムにローカルルータモードで接続すると一部のルー
タ機能が正しく動作しない場合があります。この場合は、無線HUBモードでご
利用ください。（☛ P3-18）

FTTH・光ファイバ
に接続

ADSL回線に接続

CATV回線に接続

社内 L A N などの
ネットワークに接続

NTT東日本／西日本
Bフレッツ

東京電力
TEPCOひかり

ケイ・オプティコム
eoメガファイバー（ホームタイプ）

NTT東日本／西日本
フレッツ・ADSL

有線ブロードネットワークス
（IP接続で接続する事業者の場合）

イー・アクセス（※2）

その他のADSL接続業者（※2）

アッカ・ネットワークス（※2）

Yahoo! BB

－
－

PPPoEモード（※1）

ローカルルータモード

PPPoEモード
ただし、ルータタイプの
ADSL モデムを利用す
る場合は、無線HUBモ
ードでの利用をお勧めし
ます。

ローカルルータモードま
たは、無線HUBモード
（※3）

ローカルルータモード

ローカルルータモード
ローカルルータモード

接続事業者（例）（敬称略） 本商品の動作モード回線の種別

6 表示される画面にあわせて、インター
ネット接続に必要な情報を入力し、
［次へ］をクリックする

●PPPoEモードの場合
「利用するプロバイダの情報を設定しま
す」画面が表示されます。

①［接続先名］にプロバイダの名称など接
続先としてわかる名称を入力する。
好きな名称でかまいません。

（次ページに続く）
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●ローカルルータモードの場合
「インターネット接続に必要な基本情報
を設定します」画面が表示されます。
ご加入の接続事業者の案内に従って入力
してください。接続事業者の案内に何も
記載されていない場合は何も設定する必
要はありません。

DHCPクライアント機能：
WAN側のIPアドレスを自動で取得する場
合は［WAN側をDHCPクライアントと
して扱う］に します。接続事業者から固
定の IPアドレスを指定されている場合は
チェックを外してください。

IPアドレス/ネットマスク：
接続事業者から固定 IPアドレスを指定
されている場合は、その IP アドレス、
ネットマスクを入力します。WAN側を
DHCPクライアントとして使用する場
合は特に指定する必要はありません。

ゲートウェイアドレス：
接続事業者から指定されている場合は入
力します。特に指定されていない場合は
空欄のままでかまいません。

プライマリ／セカンダリDNS：
サーバから自動で取得する場合は、［サー
バから自動取得した値を使用する］に
します。接続事業者から指定されている場
合は、そのアドレスを入力します。

ドメイン名／ホスト名：
接続事業者からドメイン名、ホスト名を
指定されている場合は、その名前を入力
します。特に指定がない場合は、空欄の
ままでかまいません。

②接続事業者／プロバイダからの情報に
従って「ログインID」（接続ユーザー名）
（例：XXXXX@biglobe.ne.jpなど）と
「ログインパスワード」を入力する。
［プライマリDNS］、［セカンダリDNS］
をプロバイダなどから指定されている場
合は、半角英数字で入力します。
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7

8

設定内容を確認し、［実行］をクリッ
クする

親機の設定が自動的に行われ、親機が再起
動します。

※画面はローカルルータモードの例
です。

●PPPoEモードの場合
［設定終了］をクリックする。

●ローカルルータモードの場合
①次の画面が表示されるので、親機との接
続を確認して［OK］をクリックする。
※「WAN側 IPとLAN側 IPが競合して
います。」という画面が表示される場
合は、［OK］をクリックしてください。
LAN側（本商品）の IPアドレスが自
動的に変更になります。クイック設定
Webを本商品の IPアドレスで起動す
るときは、変更された IPアドレスで
起動してください。

②WAN側 IPアドレスの欄に IPアドレスが
表示されていることを確認し、［設定終了］
をクリックする。
WAN側 IP アドレスの欄が空欄または
「0.0.0.0」の場合は、ブロードバンドモ
デム／回線終端装置と正しく接続されて
いません。接続を確認してStep3をや
り直してください。

（次ページに続く）
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10 ［ウィザード終了］をクリックし、らくらくウィザードを終了する

これでインターネットに接続する設定は完了です。「5章　インターネットに接
続する」（☛ P5-1）に進みます。

●管理者用パスワードを忘れた場合は、ディップスイッチを使って親機の設定を初期化して
ください。（☛ P7-26）
初期化すると全ての設定がクリアされます。最初から設定をやり直してください。

お知らせ 

3-1 子機（WL54AGなど）から無線LAN接続する

ローカルルータモードでWAN側 IPアドレスが正し
く設定されていない場合

？
●WAN側 IPアドレスが正しく設定されていない場合、ブロードバンド接続がエラー

終了します。らくらくウィザードの［ネットワーク診断］をクリックし、［イン

ターネット接続（PC→インターネット）の診断］をクリックします。

［IPアドレス情報（WAN）］タブで IPアドレスが表示されているか確認してくだ

さい。［再取得］でも IPアドレスが表示されない場合は、ブロードバンドモデム／

回線終端装置がエラー表示していないか、または親機の背面のブロードバンド接続

ポート状態表示LEDが緑点灯しているか確認してください。（☛ P1-10、P2-4）
それでも IP アドレスがとれない場合は、「7-1 トラブルシューティング」の

「h.WAN側 IPアドレスが正しく表示されない」（☛ P7-9）を参照してください。

〈IPアドレスがとれているとき〉 〈IPアドレスがとれていないとき〉

9 らくらくウィザード画面に戻り、
Step3に マークがつくことを確
認する
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導入編

らくらくウィザードで
WARPSTARを設定する3

3-2 子機（WL54TE）から無
線LAN接続する

子機（WL54TE）をパソコンに接続するときは、①子機（WL54TE）の設置→②パソ
コンに子機と子機の接続→③無線LANの設定の順で設定を行っていきます。これらは、
すべてらくらくウィザードで行います。まず最初に、お使いのパソコンにらくらくウィ
ザードをインストールしてください。

子機（WL54TE）で無線LAN接続する場合

縦置きの場合

壁掛けの場合

横置きの場合

図のように縦置きスタンドを取り付けます。
設置の際は無線状態を最適にするため、アンテナが垂直になるように設置してください。
※スタンドと本体の向きを合わせてください。

図のように壁に取り付けます。
※壁に取り付ける際は、あらかじめ壁掛け用台紙に合わせて添付のネジで取り付けてく
ださい。

添付の横置き用のゴム足を取り付け、図のように設置します。

横置き用ゴム足 



3-2 子機（WL54TE）から無線LAN接続する

3-24

1 ACアダプタをWL54TEに取り付ける

子機（WL54TE）の電源を接続する

3 WL54TEのPOWERランプが緑点灯することを確認する
※親機（WARPSTARベース／ワイヤレスLANアクセスポイント）と無線接続され
ていると、しばらくしてAIRランプが点滅します。セット品以外は本章の無線設定
（P3-34まで）が完了するまで点灯しません。（☛ P1-12）

LAN 1
LAN 2
AIR

POWER

2 WL54TEのACアダプタを電源コンセントに接続する

注意！
子機（WL54TE）とパソコンは、らくらくウィザードの「インストール時の設定」の
「Step2 無線カードのドライバインストールと無線設定」で指示があるまで接続しない
でください。

無線設定がされていないとAIRランプが点滅しません。この場合は、以下の接続を
してWL54TEの電源を入れ直したあと、以降の設定を行ってください。

子機（WL54TE） 親機（WR7600H）

WL54TEのAIRランプが点滅しない場合
のみ接続し、「Step2 無線カードのドライ
バインストールと無線設定」（☛ P3-29）が
完了したら接続を外してください。
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ゲーム機のMACアドレスを必要とするゲームアプリケーションをご利用の際に、複数台の

機器を接続する場合は、以下の手順で接続してください。

①親機（WR7600H）とWL54TEの無線接続を確立する

②ゲーム機をWL54TEのETHERNETポートに接続する

（接続はLAN1、LAN2どちらでもかまいません。もう片方のETHERNETポートには、

他の機器を接続しないでください。）

③WL54TEの電源をいれ直す

この手順後は、空いているETHERNETポートにパソコンやゲーム機を接続することができ

ます。

お願い 
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3-2 子機（WL54TE）から無線LAN接続する

1 Windows XP/2000 Professional/Meを起動する
Windows XP/2000 Professionalの場合は、Administrator（権限のあるアカ
ウント）でログオンしてください。

R

R

2 添付のCD-ROM（ユーティリティ集）をCD-ROMドライブにセット
する
メニュー画面が表示されます。

メニューが表示されないときは（☛ P3-28）

4 ［次へ］をクリックする

3 ［WARPSTARのセットアップの開
始］をクリックする

本商品を設定するために必要なユーティリティ「らくらくウィザード」をパソコンにイ
ンストールします。（既にインストールが完了している場合は、P3-28に進みます。）

らくらくウィザードをインストールする

5 ［次へ］をクリックする
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6 画面の同意書を読み、同意できる場合
は［次へ］をクリックする

7 ［すべて］を選択し［次へ］をクリッ
クする
［サテライト］を選択するとサテライトマ
ネージャのみをインストールします。

9 ［はい］をクリックする
インストールが開始されます。

8 表示されたインストール先へ
インストールする場合は、［次へ］を
クリックする
インストール先を変更する場合は、［参照］を
クリックして変更してください。

10 ［はい］をクリックする

11 ［READMEの表示］にチェックが入っ
ている（ ）ことを確認し、［完了］
をクリックする

らくらくウィザード、サテライトマネージャ
がインストールされました。

（次ページに続く）
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12 READMEをよく読み、［README］画面を閉じる
インストールが完了し、らくらくウィザードが起動します。

13 CD-ROMのメニュー画面の［終了］をクリックする
CD-ROMのメニュー画面の後ろにらくらくウィザード画面が隠れている場合があり
ます。その場合は、メニューを終了すると表示されます。

らくらくウィザードを起動するには？
らくらくウィザードを終了させたあとに、再度らくらくウィザードを起動するときは、

［スタート］をクリックし、［プログラム］—［Aterm WARPSTARユーティリティ］—

［らくらくウィザード］をクリックします。

メインメニュー画面が表示されない場合には？

らくらくウィザードの音声ガイダンスについて？
らくらくウィザードでは音声で説明がされます。音声ガイダンスは画面左下の をク

リックして、再生か再生禁止の切り替えができます。

「Step1 WARPSTARの接続方法の確認」（☛ 下記）に進みます。

Step1 WARPSTARの接続方法の確認

1 らくらくウィザードを起動する（☛ 上記）

2 ［次へ］をクリックする

添付のCD-ROMをセットしてもメインメニュー画面が表示されない場合は、以下の
操作を行います。
①Windows の［スタート］をクリックし、［ファイル名を指定して実行］を選択する
②名前の欄に、CD-ROMドライブ名と¥Menu.exeと入力し、［OK］をクリックする
（例：CD-ROMドライブ名がQの場合、Q:¥Menu.exe）

R



3-29

3
ら
く
ら
く
ウ
ィ
ザ
ー
ド
で

W
A
R
P
S
T
A
R
を
設
定
す
る

3-2 子機（WL54TE）から無線LAN接続する

1 ［インストール時の設定］の［Step2
無線カードのドライバインストールと
無線設定］をクリックする

●子機は、手順 2 の画面が表示されるまでパソコンの ETHERNET ポートに子機
（WL54TE）を接続しないでください。

お願い 

Step2 無線カードのドライバインストールと無線設定

3 ［ イ ン ス ト ー ル 時 の 設 定 ］の
［Step1:WARPSTARの接続方法の
確認］をクリックし、接続方法を確認
する
本取扱説明書の2章の操作で接続が完了し
ている場合は［Step2 無線カードのドラ
イバインストールと無線設定］に進みます。

注意！
WL54TEのAIRランプが点灯している場合は、パソコンのETHERNETポートと
WL54TEを接続して、［システムの状態］→［最新の情報に更新］をクリックしてく
ださい。
Step2は になればStep2の設定は必要ありません。Step3に進みます。

（次ページに続く）
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2 次の画面が表示されたら、子機をパ
ソコンに取り付ける
①WL54TEのETHERNETポートとパソ
コ ン の E T H E R N E T ポ ー ト を
ETHERNETケーブルで接続する

②WL54TEのLANランプが緑または橙点
灯することを確認する

3 次の画面が出たら［OK］をクリッ
クする
※WL54TEを接続しても1分以上、手順
3の画面が表示されない場合は、次のこ
とを確認してください。
①WL54TEのAIRランプが点滅していま
すか？
はい： WL54TE と WR7600H を

ETHERNETケーブルで接続し
ていませんか？
AIRランプが点滅している場合
は、WL54TEとWR7600H
はETHERNETケーブルで接続
しないでください。

いいえ： WL54TE と WR7600H を
ETHERNETケーブルで接続し
ていますか？
AIRランプが消灯している場合
は、WL54TEとWR7600H
を ETHERNET ケーブルで接
続してください。

②WL54TEの電源を入れ直してから、パソ
コンの IPアドレスを確認してください。
192.168.0.XXXになっていますか？
はい： 再度STEP2の設定を行ってく

ださい。
いいえ： IPアドレスを再取得してくださ

い。(☛ P1-16)

WL54TE

パソコン
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4 次の画面で［接続対象］確認し、
［接続設定］をクリックする
親機の接続対象がWR7600Hに、子機の
接続対象がWL54TEになっていることを
確認してください。（MACアドレスで確認
してください。）

！
ワイヤレスセット（TE）は、すでに
WR7600H（親機）とWL54TE
（子機）の無線設定がされた状態で
出荷していますので、通常はここで
の無線設定は必要ありません。設定
を変更する場合は、「子機の通信の
設定をする」（☛ P6-9）を参照して
ください。

5 ［ネットワーク名（ESS-ID）］にネ
ットワーク名を入力する

（次ページに続く）
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7 [詳細設定]で次の設定を行う
ESS-IDステルス機能を利用する場合は
［ESS-ID ステルス機能を有効にする］
に を入れます。
※親機の設定も行う場合に表示されま
す。

6 暗号化を設定する
■暗号化モードでWEPを使用する場合
①［暗号化モード］で［WEP］を選択する
②暗号強度を「64bit」「128bit」「152bit」
から選択する
「64bit」（弱）＜「128bit」＜「152bit」（強）
の順で強い暗号がかかります。

③［指定方法］で［英数字］または［16進］
を選択する

④［使用キー番号］を［キー1番～キー4
番］から選択する

⑤④で指定したキー番号に③で指定した方法
で任意の暗号を入力する

■暗号化モードで［WPA-PSK（TKIP）］、
または［WPA-PSK（AES）］を使用する
場合

①［暗号化モード］で［WPA-PSK（TKIP）］、
または［WPA-PSK（AES）］を選択する

②WPA暗号化キーを入力する
WPA暗号化キーは、8～63桁の英数記
号、または、64桁の16進数で入力します。

[親機＆子機設定]をクリックする
※[親機のみ設定]または、［子機のみ設定］をクリックして、親機または子機のみの設
定を変更することもできます。

8
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11

9 次の画面が表示されたら親機の管理
者パスワードを入力し、［OK］をク
リックする

10 次の画面が表示されたら子機
（WL54TE）のパスワードを入力し、
［OK］をクリックする

12 ［設定終了］をクリックする

3-2 子機（WL54TE）から無線LAN接続する

WL54TEのETHERNETポートと親機のETHERNETポートを接続し
ていた場合は、画面の指示に従って、ETHERNETケーブルを取り外し、
［OK］をクリックする

ETHERNET 
ポート 

ETHERNET 
ポート 

ETHERNETケーブル 

（次ページに続く）
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これで子機の無線設定が完了です。「Step3 WARPSTARのインターネット
接続基本設定」（☛ P3-35）に進みます。

●以降の設定をクイック設定Webで行うこともできます。（「4章　クイック設定Webで

WARPSTARの設定を行う」☛ P4-1）

お知らせ 

13 らくらくウィザード画面に戻り、
Step2に がつくことを確認する
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1 ［インストール時の設定］の［Step3
WARPSTARのインターネット接続基
本設定］をクリックする

接続回線を選択し、インターネット接続のための基本設定を行います。

Step3 WARPSTARのインターネット接続基本設定

2 セキュリティの設定を入力する
①［管理者用パスワード］に親機の設定を変
更するためのパスワードを入力する。
パスワードには任意の半角英数字64文
字まで入力できます。

②［装置名］には、親機の名称を入力する。
通常は、お買い上げ時の設定のままでか
まいません。

●管理者用パスワードは、親機を設定する
場合に必要となりますので、控えておい
てください。

3 ［次へ］をクリックする

4 利用している接続回線を選択し、
［次へ］をクリックする
ADSL接続、FTTH・光ファイバ接続を選
択した場合は手順5に進みます。
CATV接続、LAN接続を選択した場合は
手順6に進みます。

管理者用パスワードメモ欄

（次ページに続く）
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5 利用している接続事業者（動作モー
ド）を選択し、［次へ］をクリック
する
お使いの接続事業者が画面に表示されてい
ない場合は、［その他］を選択し、［次へ］
をクリックします。（☛ 下記）
※画面はADSL接続の場合の例です。

●［その他］を選択し、［次へ］をクリックした場合

※次の画面が表示された場合、本

商品のブロードバンド接続ポー

ト側にルータなどのDHCPサー

バを検出しています。［OK］を

クリックして、ローカルルータ

モードに設定してください。

●ご使用の環境に合わせて動作モ

ードを選択し、［次へ］をクリッ

クする

※回線種別と動作モードについ

ては、次ページのお知らせを

参照してください。

［ご利用事業者と動作モードに

ついて］をクリックしても確

認できます。

●［NTT東日本／NTT西日本フレッツADSL］を選択し、

［次へ］をクリックした場合
※次の画面が表示された場合は、

ADSLモデムの種類を確認して

ください。

・ブリッジタイプのADSLモデム

の場合は、［はい］をクリックし

ます。

・ルータタイプのADSLモデムの

場合は、［いいえ］をクリックし、

ローカルルータモードに設定し

てください。
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●ルータタイプのブロードバンドモデムご使用時の、無線HUBモードとローカルル
ータモードの使い分け
無線HUBモードとローカルルータモードでは次のような違いがあります。
ルータタイプのブロードバンドモデムをお使いの場合は、お使いの環境に合わせて、
それぞれのモードをお使いください。

●WAN側に接続するルータの IPアドレスが「192.168.0.1」の場合は、本商品の
IPアドレスを変更する必要があります。（☛ P7-10）

●本商品の動作モードについて
PPPoEモード ：フレッツ・ADSL、BフレッツなどPPPoEブリッジタイ

プのブロードバンドモデムと接続する場合に設定します。
ローカルルータモード ：PPPoEモードを使用しない場合に設定してください。

お知らせ 

お勧めの環境

制限事項など

ルータ機能（パ
ケットフィルタ、
ポートマッピン
グなど）

UPnP機能

本商品の設定
（クイック設定
Webやサテライ
トマネージャの
親機同時設定な
ど）

ルータを多重化することにより
回線がもつスループットを十分
に引き出せない場合。

本商品のルータ機能は停止され
ます。ブロードバンドモデムの
ルータ機能をご利用いただけま
す。

ブロードバンドモデムのUPnP
機能をご利用いただけます。

設定は行えません。ローカルル
ータモードに戻して設定してく
ださい。

ルータを多重化接続して
セキュリティを高めたい
場合。
無線LANのモードやセキ
ュリティを頻繁に切り替
えたい場合。

本商品のルータ機能をご
利用いただけますが、ブ
ロードバンドモデムと設
定が競合するため、正し
く動作しない場合があり
ます。

UPnP機能は使用でき
ません。

設定を行えます。

ブロードバンド
モデムの接続

ブロードバンド接続ポートは使
用できません。ブロードバンド
モ デ ム は 、 本 商 品 の
ETHERNET ポート（PC1 ～
PC4）に接続してください。

ブロードバンド接続ポー
トに接続します。

無線HUBモード ローカルルータモード

（次ページに続く）
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＜回線種別と動作モード＞

※1 PPPoE接続の場合、不明な時はFTTH事業者に確認してください。
※2プロバイダまたはADSL事業者によっては、ADSLモデムがPPPoEによるブ

リッジタイプまたは、PPPoEによるブリッジ動作へ変更可能な場合があります。
ADSLモデムをPPPoEによるブリッジ動作でご使用の場合は、本商品の動作モ
ードはPPPoEモードを選択してください。

※3ルータタイプのADSLモデムにローカルルータモードで接続すると一部のルー
タ機能が正しく動作しない場合があります。この場合は、無線HUBモードでご
利用ください。（☛ P3-37）

FTTH・光ファイバ
に接続

ADSL回線に接続

CATV回線に接続

社内 L A N などの
ネットワークに接続

NTT東日本／西日本
Bフレッツ

東京電力
TEPCOひかり

ケイ・オプティコム
eoメガファイバー（ホームタイプ）

NTT東日本／西日本
フレッツ・ADSL

有線ブロードネットワークス
（IP接続で接続する事業者の場合）

イー・アクセス（※2）

その他のADSL接続業者（※2）

アッカ・ネットワークス（※2）

Yahoo! BB

－
－

PPPoEモード（※1）

ローカルルータモード

PPPoEモード
ただし、ルータタイプの
ADSL モデムを利用す
る場合は、無線HUBモ
ードでの利用をお勧めし
ます。

ローカルルータモードま
たは、無線HUBモード
（※3）

ローカルルータモード

ローカルルータモード
ローカルルータモード

接続事業者（例）（敬称略） 本商品の動作モード回線の種別

6 表示される画面にあわせて、インター
ネット接続に必要な情報を入力し、
［次へ］をクリックする

●PPPoEモードの場合
「利用するプロバイダの情報を設定しま
す」画面が表示されます。

①［接続先名］にプロバイダの名称など接
続先としてわかる名称を入力する。
好きな名称でかまいません。
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●ローカルルータモードの場合
「インターネット接続に必要な基本情報
を設定します」画面が表示されます。
ご加入の接続事業者の案内に従って入力
してください。接続事業者の案内に何も
記載されていない場合は何も設定する必
要はありません。

DHCPクライアント機能：
WAN側のIPアドレスを自動で取得する場
合は［WAN側をDHCPクライアントと
して扱う］に します。接続事業者から固
定の IPアドレスを指定されている場合は
チェックを外してください。

IPアドレス/ネットマスク：
接続事業者から固定 IPアドレスを指定
されている場合は、その IP アドレス、
ネットマスクを入力します。WAN側を
DHCPクライアントとして使用する場
合は特に指定する必要はありません。

ゲートウェイアドレス：
接続事業者から指定されている場合は入
力します。特に指定されていない場合は
空欄のままでかまいません。

プライマリ／セカンダリDNS：
サーバから自動で取得する場合は、［サー
バから自動取得した値を使用する］に
します。接続事業者から指定されている場
合は、そのアドレスを入力します。

ドメイン名／ホスト名：
接続事業者からドメイン名、ホスト名を
指定されている場合は、その名前を入力
します。特に指定がない場合は、空欄の
ままでかまいません。

②接続事業者／プロバイダからの情報に
従って「ログイン ID」（接続ユーザー名）
（例：XXXXX@biglobe.ne.jpなど）と
「ログインパスワード」を入力する。
［プライマリDNS］、［セカンダリDNS］
をプロバイダなどから指定されている場
合は、半角英数字で入力します。

（次ページに続く）
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7

8

設定内容を確認し、［実行］をクリッ
クする

親機の設定が自動的に行われ、親機が再起
動します。

※画面はローカルルータモードの例
です。

●PPPoEモードの場合
［設定終了］をクリックする。

●ローカルルータモードの場合
①次の画面が表示されるので、親機との接
続を確認して［OK］をクリックする。
※「WAN側 IPとLAN側 IPが競合して
います。」という画面が表示される場
合は、［OK］をクリックしてください。
LAN側（本商品）の IPアドレスが自
動的に変更になります。クイック設定
Webを本商品の IPアドレスで起動す
るときは、変更された IPアドレスで
起動してください。

②WAN側 IPアドレスの欄に IPアドレスが
表示されていることを確認し、［設定終了］
をクリックする。
WAN側 IP アドレスの欄が空欄または
「0.0.0.0」の場合は、ブロードバンドモ
デム／回線終端装置と正しく接続されて
いません。接続を確認してStep3をや
り直してください。

（次ページに続く）
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10 ［ウィザード終了］をクリックし、らくらくウィザードを終了する

これでインターネットに接続する設定は完了です。「5章　インターネットに接
続する」（☛ P5-1）に進みます。

●管理者用パスワードを忘れた場合は、ディップスイッチを使って親機の設定を初期化して
ください。（☛ P7-26）
初期化すると全ての設定がクリアされます。最初から設定をやりなおしてください。

お知らせ 

3-2 子機（WL54TE）から無線LAN接続する

ローカルルータモードでWAN側 IPアドレスが正し
く設定されていない場合

？
●WAN側 IPアドレスが正しく設定されていない場合、ブロードバンド接続がエラー

終了します。らくらくウィザードの［ネットワーク診断］をクリックし、［イン

ターネット接続（PC→インターネット）の診断］をクリックします。

［IPアドレス情報（WAN）］タブで IPアドレスが表示されているか確認してくだ

さい。［再取得］でも IPアドレスが表示されない場合は、ブロードバンドモデム／

回線終端装置がエラー表示していないか、または親機の背面のブロードバンド接続

ポート状態表示LEDが緑点灯しているか確認してください。（☛ P1-10、P2-4）
それでも IP アドレスがとれない場合は、「7-1 トラブルシューティング」の

「h.WAN側 IPアドレスが正しく表示されない」（☛ P7-9）を参照してください。

〈IPアドレスがとれているとき〉 〈IPアドレスがとれていないとき〉

9 らくらくウィザード画面に戻り、
Step3に マークがつくことを確
認する
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導入編

らくらくウィザードで
WARPSTARを設定する3

1 親機の ETHERNET ポートとパソコンの ETHERNET ポートを
ETHERNETケーブルで接続する
ETHERNETポートにカチッと音がするまで差し込み、ケーブルを軽く引いて、ロッ
クがかかっていることを確認してください。
ケーブルによってはあまり強く差し込んだり、強く引っ張ると、接触不良や断線の原
因になる場合があります。

※添付ケーブルは1本のみです。ブロードバンドモデム／回線終端装置との接続に使
用した場合や2台目以降を接続する場合は、市販のETHERNETケーブルをご購
入ください。

2 親機とパソコンの電源が入っていることを確認して、ETHERNETポー
ト状態表示LEDが緑点灯することを確認する

親機のETHERNETポートにパソコンを接続するときは、①パソコンの接続→②インタ
ーネット接続の設定の順で設定を行っていきます。インターネット接続の設定は、［ク
イック設定Web］または［らくらくウィザード］で行います。パソコンを接続したら、
設定を行ってください。

ETHERNETポート 

ETHERNET 
ケーブル 

ETHERNETポート 

ノートパソコン 

デスクトップ 
パソコン 

親機 

親機のETHERNETポートにパソコンを接続する

●あらかじめ、お使いのパソコンにLANカード／LANボードの組み込みとネットワークコ

ンポーネントのインストールをしておく必要があります。LANカード／LANボードの組

み込みは、それぞれの取扱説明書を参照してください。

お願い 

WAN

PC1

PC2
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1 Windows XP/2000 Professional/Meを起動する
Windows XP/2000 Professionalの場合は、Administrator（権限のあるアカウン
ト）でログオンしてください。

R

R

2 添付のCD-ROM（ユーティリティ集）をCD-ROMドライブにセット
する
メニュー画面が表示されます。

メニューが表示されないときは（☛ P3-6）

4 ［次へ］をクリックする

3 ［WARPSTARのセットアップの開
始］をクリックする

本商品を設定するために必要なユーティリティ「らくらくウィザード」をパソコンにイ
ンストールします。

らくらくウィザードをインストールする

●Windows 以外のOS（Macintosh、Linuxなど）の場合は、「クイック設定Web（ブラ

ウザ設定）」から設定してください。（☛ P4-3）

R

お願い 

（次ページに続く）
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6 画面の同意書を読み、同意できる場合
は［次へ］をクリックする

5 ［次へ］をクリックする

7 ［すべて］を選択し［次へ］をクリッ
クする
［サテライト］を選択するとサテライトマ
ネージャのみをインストールします。

8 表示されたインストール先へ
インストールする場合は、［次へ］を
クリックする
インストール先を変更する場合は、［参照］を
クリックして変更してください。

9 ［はい］をクリックする
インストールが開始されます。

10 ［はい］をクリックする
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12 READMEをよく読み、［README］画面を閉じる
インストールが完了し、らくらくウィザードが起動します。

13 CD-ROMのメニュー画面の［終了］をクリックする
CD-ROMのメニュー画面の後ろにらくらくウィザード画面が隠れている場合がありま
す。その場合は、メニュー画面を終了すると表示されます。

らくらくウィザードを起動するには？
らくらくウィザードを終了させたあとに、再度らくらくウィザードを起動するときは、

［スタート］をクリックし、［プログラム］—［Aterm WARPSTARユーティリ

ティ］—［らくらくウィザード］をクリックします。

「Step1 WARPSTARの接続方法の確認」（☛ P3-46）に進みます。

11 ［README の表示］にチェックが
入っている（ ）ことを確認し、［完
了］をクリックする

らくらくウィザード、サテライトマネージャ
がインストールされました。

らくらくウィザードの音声ガイダンスについて？
らくらくウィザードでは音声で説明がされます。音声ガイダンスは画面左下の をク

リックして、再生か再生禁止の切り替えができます。
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Step1 WARPSTARの接続方法の確認

1 らくらくウィザードを起動する（☛ P3-43）

2 ［次へ］をクリックする

3 ［ イ ン ス ト ー ル 時 の 設 定 ］ の
［Step1:WARPSTARの接続方法の
確認］をクリックし、接続方法を確認
する
本取扱説明書の2章の操作で接続が完了し
ている場合は［Step2 無線カードのドラ
イバインストールと無線設定］に進みます。

Step2 無線カードのドライバインストールと無線設定

1 Step2に がついていることを確認す
る

が表示されたときは（☛ P3-12）

「Step3 WARPSTARのインターネット接続基本設定」（☛ P3-47）に進みま
す。

ここでは設定の必要はありません。
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3-3 有線で接続する

1 ［インストール時の設定］の［Step3
WARPSTARのインターネット接続基
本設定］をクリックする

接続回線を選択し、インターネット接続のための基本設定を行います。

Step3 WARPSTARのインターネット接続基本設定

2 セキュリティの設定を入力する
①［管理者用パスワード］に親機の設定を変
更するためのパスワードを入力する。
パスワードには任意の半角英数字64文
字まで入力できます。

②［装置名］には、親機の名称を入力する。
通常は、お買い上げ時の設定のままでか
まいません。

●管理者用パスワードは、親機を設定する
場合に必要となりますので、控えておい
てください。

3 ［次へ］をクリックする

4 利用している接続回線を選択し、
［次へ］をクリックする
ADSL接続、FTTH・光ファイバ接続を選
択した場合は手順5に進みます。
CATV接続、LAN接続を選択した場合は
手順7に進みます。

管理者用パスワードメモ欄

（次ページに続く）
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5 利用している接続事業者（動作モー
ド）を選択し、［次へ］をクリック
する
お使いの接続事業者が画面に表示されてい
ない場合は、［その他］を選択し、［次へ］
をクリックします。（☛ 下記）
※画面はADSL接続の場合の例です。

●［その他］を選択し、［次へ］をクリックした場合

※次の画面が表示された場合、本

商品のブロードバンド接続ポー

ト側にルータなどのDHCPサー

バを検出しています。［OK］を

クリックして、ローカルルータ

モードに設定してください。

●ご使用の環境に合わせて動作モ

ードを選択し、［次へ］をクリッ

クする

※回線種別と動作モードについ

ては、次ページのお知らせを

参照してください。

［ご利用事業者と動作モードに

ついて］をクリックしても確

認できます。

●［NTT東日本／NTT西日本フレッツADSL］を選択し、

［次へ］をクリックした場合
※次の画面が表示された場合は、

ADSLモデムの種類を確認して

ください。

・ブリッジタイプのADSLモデム

の場合は、［はい］をクリックし

ます。

・ルータタイプのADSLモデムの

場合は、［いいえ］をクリックし、

ローカルルータモードに設定し

てください。
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3-3 有線で接続する

●ルータタイプのブロードバンドモデムご使用時の、無線HUBモードとローカルル
ータモードの使い分け
無線HUBモードとローカルルータモードでは次のような違いがあります。
ルータタイプのブロードバンドモデムをお使いの場合は、お使いの環境に合わせて、
それぞれのモードをお使いください。

●WAN側に接続するルータの IPアドレスが「192.168.0.1」の場合は、本商品の
IPアドレスを変更する必要があります。（☛ P7-10）

●本商品の動作モードについて
PPPoEモード ：フレッツ・ADSL、BフレッツなどPPPoEブリッジタイ

プのブロードバンドモデムと接続する場合に設定します。
ローカルルータモード ：PPPoEモードを使用しない場合に設定してください。

お知らせ 

お勧めの環境

制限事項など

ルータ機能（パ
ケットフィルタ、
ポートマッピン
グなど）

UPnP機能

本商品の設定
（クイック設定
Webやサテライ
トマネージャの
親機同時設定な
ど）

ルータを多重化することにより
回線がもつスループットを十分
に引き出せない場合。

本商品のルータ機能は停止され
ます。ブロードバンドモデムの
ルータ機能をご利用いただけま
す。

ブロードバンドモデムのUPnP
機能をご利用いただけます。

設定は行えません。ローカルル
ータモードに戻して設定してく
ださい。

ルータを多重化接続して
セキュリティを高めたい
場合。
無線LANのモードやセキ
ュリティを頻繁に切り替
えたい場合。

本商品のルータ機能をご
利用いただけますが、ブ
ロードバンドモデムと設
定が競合するため、正し
く動作しない場合があり
ます。

UPnP機能は使用でき
ません。

設定を行えます。

ブロードバンド
モデムの接続

ブロードバンド接続ポートは使
用できません。ブロードバンド
モ デ ム は 、 本 商 品 の
ETHERNET ポート（PC1 ～
PC4）に接続してください。

ブロードバンド接続ポー
トに接続します。

無線HUBモード ローカルルータモード

（次ページに続く）
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6 表示される画面にあわせて、インター
ネット接続に必要な情報を入力し、
［次へ］をクリックする

●PPPoEモードの場合
「利用するプロバイダの情報を設定しま
す」画面が表示されます。

①［接続先名］にプロバイダの名称など接続先
としてわかる名称を入力する。
好きな名称でかまいません。

＜回線種別と動作モード＞

※1 PPPoE接続の場合、不明な時はFTTH事業者に確認してください。
※2プロバイダまたはADSL事業者によっては、ADSLモデムがPPPoEによるブ

リッジタイプまたは、PPPoEによるブリッジ動作へ変更可能な場合があります。
ADSLモデムをPPPoEによるブリッジ動作でご使用の場合は、本商品の動作モ
ードはPPPoEモードを選択してください。

※3ルータタイプのADSLモデムにローカルルータモードで接続すると一部のルー
タ機能が正しく動作しない場合があります。この場合は、無線HUBモードでご
利用ください。（☛ P3-49）

FTTH・光ファイバ
に接続

ADSL回線に接続

CATV回線に接続

社内 L A N などの
ネットワークに接続

NTT東日本／西日本
Bフレッツ

東京電力
TEPCOひかり

ケイ・オプティコム
eoメガファイバー（ホームタイプ）

NTT東日本／西日本
フレッツ・ADSL

有線ブロードネットワークス
（IP接続で接続する事業者の場合）

イー・アクセス（※2）

その他のADSL接続業者（※2）

アッカ・ネットワークス（※2）

Yahoo! BB

－
－

PPPoEモード（※1）

ローカルルータモード

PPPoEモード
ただし、ルータタイプの
ADSL モデムを利用す
る場合は、無線HUBモ
ードでの利用をお勧めし
ます。

ローカルルータモードま
たは、無線HUBモード
（※3）

ローカルルータモード

ローカルルータモード
ローカルルータモード

接続事業者（例）（敬称略） 本商品の動作モード回線の種別



3-51

3
ら
く
ら
く
ウ
ィ
ザ
ー
ド
で

W
A
R
P
S
T
A
R
を
設
定
す
る

3-3 有線で接続する

●ローカルルータモードの場合
「インターネット接続に必要な基本情報
を設定します」画面が表示されます。
ご加入の接続事業者の案内に従って入力
してください。接続事業者の案内に何も
記載されていない場合は何も設定する必
要はありません。

DHCPクライアント機能：
WAN側のIPアドレスを自動で取得する場
合は［WAN側をDHCPクライアントと
して扱う］に します。接続事業者から固
定の IPアドレスを指定されている場合は
チェックを外してください。

IPアドレス/ネットマスク：
接続事業者から固定 IPアドレスを指定
されている場合は、その IP アドレス、
ネットマスクを入力します。WAN側を
DHCPクライアントとして使用する場
合は特に指定する必要はありません。

ゲートウェイアドレス：
接続事業者から指定されている場合は入
力します。特に指定されていない場合は
空欄のままでかまいません。

プライマリ／セカンダリDNS：
サーバから自動で取得する場合は、［サー
バから自動取得した値を使用する］に
します。接続事業者から指定されている場
合は、そのアドレスを入力します。

ドメイン名／ホスト名：
接続事業者からドメイン名、ホスト名を
指定されている場合は、その名前を入力
します。特に指定がない場合は、空欄の
ままでかまいません。

② 接続事業者／プロバイダからの情報に
従って「ログイン ID」（接続ユーザー名）
（例：XXXXX@biglobe.ne.jp など）と
「パスワード」を入力する。
［プライマリDNS］、［セカンダリDNS］を
プロバイダなどから指定されている場合
は、半角英数字で入力します。

（次ページに続く）
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7 設定内容を確認し、［実行］をクリッ
クする

親機の設定が自動的に行われ、親機が再起
動します。

※画面はローカルルータモードの例
です。

8

●PPPoEモードの場合
［設定終了］をクリックする。

●ローカルルータモードの場合
①次の画面が表示されるので、親機との接
続を確認して［OK］をクリックする。
※「WAN側 IPとLAN側 IPが競合して
います。」という画面が表示される場
合は、［OK］をクリックしてください。
LAN側（本商品）の IPアドレスが自
動的に変更になります。クイック設定
Webを本商品の IPアドレスで起動す
るときは、変更された IPアドレスで
起動してください。

②WAN側 IPアドレスの欄に IPアドレスが
表示されていることを確認し、［設定終了］
をクリックする。
WAN側 IP アドレスの欄が空欄または
「0.0.0.0」の場合は、ブロードバンドモ
デム／回線終端装置と正しく接続されて
いません。接続を確認してStep3をや
り直してください。
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●管理者用パスワードを忘れた場合は、ディップスイッチを使って親機の設定を初期化して
ください。（☛ P7-26）
初期化すると全ての設定がクリアされます。最初から設定をやり直してください。

お知らせ 

3-3 有線で接続する

10 ［ウィザード終了］をクリックし、らくらくウィザードを終了する

これでインターネットに接続する設定は完了です。「5章　インターネットに接
続する」（☛ P5-1）に進みます。

ローカルルータモードでWAN側 IPアドレスが正し
く設定されていない場合

？
●WAN側 IPアドレスが正しく設定されていない場合、ブロードバンド接続がエラー

終了します。らくらくウィザードの［ネットワーク診断］をクリックし、［イン

ターネット接続（PC→インターネット）の診断］をクリックします。

［IPアドレス情報（WAN）］タブで IPアドレスが表示されているか確認してくだ

さい。［再取得］でも IPアドレスが表示されない場合は、ブロードバンドモデム／

回線終端装置がエラー表示していないか、または親機の背面のブロードバンド接続

ポート状態表示LEDが緑点灯しているか確認してください。（☛ P1-10、P2-4）
それでも IP アドレスがとれない場合は、「7-1 トラブルシューティング」の

「h.WAN側 IPアドレスが正しく表示されない」（☛ P7-9）を参照してください。

〈IPアドレスがとれているとき〉 〈IPアドレスがとれていないとき〉

9 らくらくウィザード画面に戻り、
Step3に マークがつくことを確
認する
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らくらくウィザードで
WARPSTARを設定する3

3-4 無線LAN内蔵パソコン
から接続する

無線LAN内蔵のパソコンからWARPSTAR（親機）にワイヤレスで接続してブロード
バンドインターネット接続することができます。接続できるNEC製ワイヤレス機器に
ついてはホームページAtermStation（「動作検証情報」－「無線LAN相互接続確認情
報」）にて公開しています。

無線LAN内蔵パソコンの設定

ご使用の無線LAN内蔵パソコンと親機との無線通信を確立する設定を行います。
ご使用の無線LAN内蔵パソコンの機種やOSによって設定方法が異なります。ここでは、
Windows XPの場合を例に説明しています。R

1 パソコンの電源を入れ、ワイヤレスランプが点灯していることを確認する
・点灯していない場合は、ワイヤレス機能をONにしてください。
・ワイヤレススイッチには「ホットキー」タイプと「プッシュ式トグルスイッチ」タ
イプと「スライド式スイッチ」タイプがあります。それぞれのワイヤレススイッチ
のオン／オフのしかたはご使用になっているパソコンの取扱説明書をご覧ください。

2 ［スタート］ー［すべてのプログラム］ー［アクセサリ］ー［通信］ー［ネッ
トワーク接続］をクリックする
「ネットワーク接続」ウィンドウが表示されます。

3 ［ワイヤレスネットワーク接続］を右クリックして、［プロパティ］をク
リックする
「ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ」ウィンドウが表示されます。

●設定に利用するユーティリティや設定方法は、パソコンやOSによって異なります。設定

方法の詳細については、パソコン等のメーカーにお問い合わせください。

●パソコンに内蔵されている無線モジュールのタイプによりWARPSTAR（親機）の無線動

作モードを変更する必要があります。ディップスイッチまたはクイック設定Webで変更し

ます（☛ P6-51、 ）。

・ IEEE802.11b、IEEE802.11gの無線規格に対応している場合

IEEE802.11g+IEEE802.11bモード（初期値）

・ IEEE802.11aの無線規格に対応している場合

IEEE802.11a専用通信モード

お願い 
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3-4 無線LAN内蔵パソコンから接続する

4 ［ワイヤレスネットワーク］タブをク
リックする
①「Windows を使ってワイヤレスネッ

トワークの設定を構成する」にチェック

が入っていることを確認する。

②「最新の情報に更新」ボタンをクリック

し、「利用できるネットワーク」欄から

接続する親機「WARPSTAR-XXXXXX」

をクリックし、「構成」ボタンをクリッ

クする。

「ワイヤレスネットワークのプロパティ」

が表示されます。

本商品（親機）の出荷時のネットワーク

名は、「WARPSTAR -XXXXXX」

（XXXXXXは親機の側面に記載されてい

るMACアドレスの下6桁）です。

R

5 ネットワーク名（ESS-ID）と暗号
化（WEP）設定を確認して［OK］
をクリックする
「ワイヤレスネットワークのプロパティ」

が表示されセキュリティの設定ができます

が、出荷状態のままWARPSTARをご使

用の際は、暗号化が設定されていないので、

そのままOKを押してください。

●一覧を更新しても本商品（親機）のネットワーク名が表示されない場合は、一度本

商品（親機）の電源を切り、再び電源を入れた後で、本商品（親機）前面ランプの

点滅が終わるのを待ってから、再度「最新情報に更新」ボタンをクリックしてくだ

さい。

●ESS-IDステルス機能が有効となっている場合は、「利用できるネットワーク一覧」

に本商品（親機）のネットワーク名が表示されません。ESS-IDステルス機能を解

除してやり直してください。

お知らせ 

（次ページに続く）
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6 ［OK］ボタンをクリックする
しばらくすると、画面右下の通知領域に「ワイヤレスネットワーク接続に接続しまし

た」と表示されます。

●セキュリティの設定を行うことで、ワイヤレスネットワークの外部からの不正なア

クセスを防止することができます。

●セキュリティの設定を行う場合、本商品（親機）で暗号キーが設定されている場合

は、「ネットワークキー」に親機と同じ暗号キーを入力してください。本商品（親機）

の暗号キーの設定方法、確認方法については、P6-7を参照してください。ただし、

親機の暗号化の設定が152bitWEPやAES、TKIPを使用している場合は、接続

できません。

キーのインデックス（詳細）では0～3が選択できます。

これは、本商品（親機）の［暗号キー/番号］の1番～4番に相当します。

数字が1つずれていますので注意してください。

（Windows XP SP1の場合は本商品（親機）と同じ1～4が選択できます。）R

お知らせ 

WARPSTARの設定

らくらくウィザードまたは、クイック設定WebでWARPSTARの設定を行います。

「3-3 有線で接続する」（☛ P3-42）と同じ手順で設定を行ってください。

■らくらくウィザードで設定する

「4章　クイック設定WebでWARPSTARの設定を行う」（☛ P4-1）を参照して設定
を行ってください。

■クイック設定Webで設定する
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4

4 クイック設定Webで
WARPSTARの設定を行う

4-1

導入編



親機に無線LANカード（WL54AG）を取り付ける（☛ P2-3）

●パソコンを接続する
※ゲーム機を接続する場合はP6-42を参照してください。

パソコンと接続する（☛ P3-42）

親機のパソコンの ETHERNET
ポートを使用する。（有線LAN）子機を使用する（無線LAN）

Macintoshパソコンの場合Windows  パソコンの場合

ブロードバンドモデム／回線終端装置を接続して電源を入れる（☛ P2-4）

親機を設置する（☛ P2-2）

4-2

設定の流れ
導入編

クイック設定Webで
WARPSTARの設定を行う4

4章では、親機のクイック設定Webでインターネットに接続するまでの設定を説明して
います。Windows 以外のOSのパソコンを接続する場合や、ネットワーク対応のゲー
ム機を接続して設定する場合は、クイック設定Webで設定します。
また、WARPSTARの各種機能の詳細設定をする場合もクイック設定Webで設定します。
※ワイヤレス子機（WL54AG/WL54TE）を接続する場合やWindows パソコンで
インターネット接続のための基本設定をする場合は、3章を参照してください。

※子機（WL54TE）のクイック設定Web での設定方法については「6-3 子機
（WL54TE）の設定をする（☛ P6-22）を参照してください。

R

R

（Step 1）WARPSTARの接続方法の確認
（☛ P3-6、P3-28、P3-46）

●らくらくウィザードで設定する

（Step 2）無線カードのドライバインストール
と無線設定（☛ P3-7、P3-29、
P3-46）

（Step 3）WARPSTARのインターネット接続基
本設定（☛ P3-16、P3-35、P3-47）

※2台目以降のパソコンでは、Step3を行う
必要はありません。

インターネットに接続する（☛ P5-2）

らくらくウィザードをインストールする
（☛ P3-4、P3-25、P3-42）

R

※子機（WL54TE/WL54AG）
は指示があるまで、パソコン
に接続しないでください。

※Windows 以
外または詳細設
定をする場合

R

※Windows の場合R

管理者用パスワードの設定

設定パターンの設定

接続先設定

●クイック設定Webで設定す
る（☛ P4-3）
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4-1 クイック設定Webで設定を行
うには

導入編

クイック設定Webで
WARPSTARの設定を行う4

クイック設定Webを利用するための準備

親機と接続できているかどうかは、IPアドレスが正しく取得できるかどうかで確認する
ことができます。

■Windows XP/2000 Professionalの場合
①［スタート］－［（すべての）プログラム］－［アクセサリ］－［コマンドプロンプ
ト］をクリックする

②“ipconfig /renew”を入力して［Enter］キーを押す

③ IPアドレスが“192.168.0.XXX”になることを確認する

R

■Windows Me/98SE/98の場合（WL54AGはWindows Me のみ）
①［スタート］－［ファイル名を指定して実行］をクリックする

②“winipcfg”を入力して［OK］をクリックする

③ Ethernetアダプタ情報のプルダウンウィンドウの をクリックして親機と接続し
ているネットワークアダプタ名を選択する

④［すべて解放］をクリックする

⑤［再取得］をクリックする

⑥ IPアドレスが“192.168.0.XXX”になることを確認する

⑦［OK］をクリックする

RR

■Mac OS 9.x/8.x の場合
① アップルメニューから［コントロールパネル］－［TCP/IP］を選択する

② IPの設定画面が表示されたら、IPアドレスが「192.168.0.XXX」になっている
ことを確認する

■Mac OS X の場合
① アップルメニューから［システム環境設定］－［ネットワーク］アイコンを選択する

② IPの設定画面が表示されたら、IPアドレスが「192.168.0.XXX」になっている
ことを確認する

親機を接続する

クイック設定Webで設定を行うには、あらかじめ親機とパソコンとの通信ができる状
態にしておく必要があります。
親機のETHERNETポートに接続する場合 ☛ P3-42
ゲーム機を接続する場合 ☛ P6-42
子機（WL54AGなど）から設定を行う場合は、「3-1 子機（WL54AGなど）から無
線LAN接続する」の「Step2 無線カードのドライバのインストールや接続確認」を行
った後、設定を行ってください。
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導入編

クイック設定Webで
WARPSTARの設定を行う4

4-2 インターネット接続のため
の基本設定

WARPSTARに接続した回線ごとに動作モードを設定し、インターネットの接続先を
登録します。

●説明に使用している画面表示は、お使いのWWWブラウザやお使いのOSによって異なります。
●クイック設定Webの画面のデザインは変更になることがあります。
●PPPoEの外付けブロードバンドモデムを使用するとき、ブロードバンドモデムに付属の
ユーティリティでは、パソコンを同時に1台しかインターネットに接続できません。複数
台のパソコンを接続する場合はブロードバンドモデムに付属のユーティリティは使用しな
いでください。インターネット接続の設定は本商品にらくらくウィザードまたはクイック
設定Webで設定をしてください。

●NetFront for⊿を使ってクイック設定Webで設定を行えるのは、「4-2 インターネット
接続のための基本設定」のみです。それ以外の設定は正しく動作しない場合があります。

お知らせ 

●クイック設定Webが起動しない場合は、パソコンのネットワークの設定を見直してくださ
い。（☛ P1-16）

お願い 

FTTH・光ファイバ
に接続

ADSL回線に接続

CATV回線に接続

社内 L A N などの
ネットワークに接続

NTT東日本／西日本
Bフレッツ
東京電力
TEPCOひかり
ケイ・オプティコム
eoメガファイバー（ホームタイプ）

NTT東日本／西日本
フレッツ・ADSL

有線ブロードネットワークス
（IP接続で接続する事業者の場合）

イー・アクセス（※2）

アッカ・ネットワークス（※2）

その他のADSL接続業者（※2）

Yahoo! BB

－

－

PPPoEモード（※1）

ローカルルータモード

PPPoEモード
ただし、ルータタイプの
ADSL モデムを利用す
る場合は、無線HUBモ
ードでの利用をお勧めし
ます。

ローカルルータモードま
たは、無線HUBモード
（※3）

ローカルルータモード
ローカルルータモード

ローカルルータモード

※1PPPoE接続の場合、不明な時はFTTH事業者に確認してください。
※2プロバイダまたはADSL事業者によっては、ADSLモデムがPPPoEによるブ
リッジタイプまたは、PPPoEによるブリッジ動作へ変更可能な場合があります。
ADSLモデムをPPPoEによるブリッジ動作でご使用の場合は、本商品の動作モ
ードはPPPoEモードを選択してください。

※3ルータタイプのADSLモデムにローカルルータモードで接続すると一部のルー
タ機能が正しく動作しない場合があります。この場合は、無線HUBモードでご
利用ください。（☛ P3-18）

接続事業者（例）（敬称略） 本商品の動作モード回線の種別
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4-2 インターネット接続のための基本設定

1 パソコンなどを起動する

2 WWWブラウザを起動し、
「http://web.setup/」と入力し、ク
イック設定Webのページを開く
親機の IPアドレスを入力して開くこともで
きます。
（工場出荷時は192.168.0.1です。）
例：http://192.168.0.1/

3 管理者用パスワードの初期設定を行
う
画面に従ってパスワードを設定してくださ
い。
一度設定すると、次回からは、この画面は
出なくなります。

4 ［設定］をクリックする

（次ページに続く）

●管理者用パスワードは、親機を設定する
場合に必要となりますので、控えておい
てください。

お知らせ 

●以下の手順は既にらくらくウィザードやク
イック設定Webで本商品の設定が完了
している場合は表示されません。
この場合のクイック設定Web での設定
の方法については添付CD-ROMに収録
されている「機能詳細ガイド」を参照し
てください。

管理者用パスワードメモ欄



設定2

4-2 インターネット接続のための基本設定

4-6

7 入力が完了したら、［設定］をクリックする

6 ［接続先の設定］をする
手順5で「設定2」を選択した場合は、接
続事業者（プロバイダ等）の資料に従って
設定してください。
「設定1」を選択した場合は「接続先の設定」
を行う必要はありません。そのまま手順7
へお進みください。
①［接続先名］にプロバイダの名称など接
続先としてわかる名称を入力する。
好きな名称でかまいません。

②接続事業者／プロバイダからの情報に従
って「ユーザー名」（ログイン ID接続ユ
ーザー名）
（例：XXXXX@biglobe.ne.jpなど）と
「パスワード」を入力する。

5 設定パターンを選択する

設定1 ・CA T V でご使用の方など、
PPPoE利用指定の無い場合

ローカルルータモード

・フレッツご利用の方など、
PPPoEご利用の場合

PPPoE利用モード

※P4-4の表で接続事業者と動作モードを
確認してください。

●CATVインターネット接続サービスの中には、固定 IPアドレスを使用する場合や、DNS／ゲ
ートウェイサーバ／ドメイン名／ホスト名等をプロバイダから指定される場合があります。この
場合は、上記の手順だけではインターネット接続できません。P4-7の手順でクイック設定
Webを起動し、［基本設定］の［接続先設定］から設定を変更してください。

お願い 

これでインターネット接続のための基本設定は完了です。「5-1 インターネッ
トに接続する」（☛ P5-2）に進みます。
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4-2 インターネット接続のための基本設定

■クイック設定Webの起動のしかた
クイック設定Webで設定を行う場合は、次の手順で起動します。
設定方法については、添付CD-ROMに収録されている「機能詳細ガイド」「クイッ
ク設定Webの使い方」を参照してください。
①パソコンなどを起動する
②WWWブラウザを起動し、「http://web.setup/」と入力し、クイック設定Web
のページを開く
親機の IPアドレスを入力して開くこともできます。
（工場出荷時は192.168.0.1です。）例：http://192.168.0.1/

③ユーザ名とパスワードを入力する
ユーザ名には「admin」と入力し、パスワードには手順3で設定した管理者用
パスワードを入力してください。
らくらくウィザードですでに管理者用パスワードを入力しているときは管理者用
パスワードを入力します。
ユーザ名は、すべて半角小文字で入力してください。
※パスワード入力画面が表示されないときには（「WWWブラウザで設定画面が
表示されない」☛ P7-7）

④［OK］をクリックする

●クイック設定Webの設定は、［登録］をクリックして親機を再起動してからでないと有効にな
りません。

お願い 
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導入編

クイック設定Webで
WARPSTARの設定を行う4

PPPoEマルチセッションとは、1つの回線契約で複数の接続先へ同時に接続を行う機
能です。
接続先の登録数は最大5箇所、同時接続可能セッション数は最大3箇所です。
本機能は、プロバイダや接続事業者のサービス内容をご確認の上ご使用ください。

接続先は、「優先する接続先（優先接続）」1箇所とその他の接続先として4箇所までを
設定します。
また、優先する接続先以外の接続先には、それぞれの「静的ルーティング設定」で、
LAN側からWAN側へのパケット振り分けルールを設定します。
LAN側からWAN側へのパケットのうち、上記の「静的ルーティング設定」で設定し
た条件と一致するパケットおよびその応答パケットは、条件の一致した「その他の接続
先」のアカウントを使って接続します。
上記の「静的ルーティング設定」で設定した条件と一致しなかった パケットおよびその
応答パケットは、「優先接続」に指定されている接続先のアカウントを使って接続しま
す。

－制限事項－

●PPPoEマルチセッションで本商品のUPnP機能をご利用になる場合は、 UPnP機能をご

利用になる接続先を「優先接続」に指定してください。

UPnP機能をご利用になる接続先が「優先接続」に指定されていない場合は、正常に通信

できなくなることがあります。

※本商品の初期状態では、［接続設定1］がUPnP機能の優先接続先になっています。

お知らせ 

4-3 PPPoEマルチセッション
の設定

親機 

192.168.0.2

192.168.0.3

192.168.0.4

インターネット 
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4-3 PPPoEマルチセッションの設定

1 「基本設定」の をクリックし、「接続先設定」で、それぞれの接続先を
設定する
※ここで複数の接続先を登録しておくと、接続先を切り替えて利用できます。(複数接続
先切替機能)

2 「基本設定」の をクリックし、「接続先の選択設定」で、「接続可」
の接続先と「優先接続」する接続先を選択する
ここで選択した「接続可」の接続先で、PPPoEマルチセッションを行うことができます。

3 「詳細設定」の をクリックし、
「静的ルーティング設定」で、パケッ
トの振り分けルールを設定する

1 下記を参考にして各項目を設定する
[エントリ番号]
編集するエントリ番号を選択します。
[指定方法]
ルーティングエントリの指定方法を選択します。
宛先ドメイン名指定 ：宛先のドメイン名で指定します。
宛先 IPアドレス指定：宛先の IPアドレスで指定します。
送信元アドレス指定 ：送信元のアドレスで指定します。
[宛先ドメイン名]
ルーティング対象の宛先ドメイン名を指定します。
例：接続先のURLが、”http://www.aaa.bbb.co.jp”の場合

・宛先ドメイン名に「www.aaa.bbb.co.jp」を指定
→「www.aaa.bbb.co.jp」だけを見ることができます。

・宛先ドメイン名に「.bbb.co.jp」または「*.bbb.co.jp」を指定
→「.bbb.co.jp」に該当するところをすべて見ることができます。
（例：ZZZ.bbb.co.jp、XXX.bbb.co.jp、yyy.bbb.co.jpなどのURL）
この場合は、「静的ルーティング設定」で設定した接続先で 接続されます。
ただし、見ることができたホームページのリンク先で ドメイン(IPアド
レス)が変わった場合、そのドメイン名が設定されていなければ、正常な
ルーティングはできません。

〈静的ルーティングの設定例〉

クイック設定Webで設定する

（次ページに続く）



4-3 PPPoEマルチセッションの設定

4-10

[宛先 IPアドレス]
ルーティング対象の宛先IPアドレスを指定します。
[ネットマスク]
ネットマスクを指定します。
[送信元アドレス]
ルーティング対象の送信元アドレスを指定します。
IPアドレス、またはMACアドレスが指定可能です。
ただし、MACアドレスは、DHCPサーバ機能が有効時のみ適用されます。
[インタフェース]
「WAN側」を選択します。
[ゲートウェイ]
ここでは指定しません。
インタフェースが［LAN側］、［仮想DMZ側］のときゲートウェイを指定します。
[接続先]
接続先を選択します。

2 [編集]をクリックする

3 [最新状態に更新]をクリックする

4 [静的ルーティングエントリ]欄で設定したエントリ番号に する

5 [静的ルーティングエントリ]欄で［適用］をクリックする

6 [登録]をクリックする

●「静的ルーティングエントリ」は、下記に示すような順番で優先されます。

①指定方法が「送信元アドレス指定」で、なおかつエントリ番号順

↓

②指定方法が「宛先ドメイン名指定」または「宛先 IPアドレス指定」で、なおかつエント

リ番号順

お知らせ 
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5

5 インターネットに接続する

5-1

導入編
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5-1 インターネットに接続する
導入編

インターネットに接続する5

1 ＷＷＷブラウザを起動する

2 外部のホームページを開く
例）ホームページAtermStation：http://121ware.com/aterm/

3 前面のDISCランプが緑点灯してい
ることで接続を確認する
クイック設定Webで［現在の状態］をク
リックして、接続状態の欄で接続されてい
ることを確認することもできます。

インターネットに接続できないときは
（「7-1 トラブルシューティング」
☛ P7-2）

DISCランプ 

らくらくウィザードまたは、クイック設定Webで接続設定が完了したら、インターネッ
トに接続できるか確認してみましょう。

●回線を強制的に切断する場合は、「5-2インターネットを切断する」の「DISCスイッチで

回線を切断する」を参照してください。（☛ P5-3）

お知らせ 
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5-2 インターネットを切断する
導入編

インターネットに接続する5

DISCスイッチで回線を切断する
親機前面のDISCスイッチを使ってインターネット接続を切断し、ブロードバンド網な
どのWAN側との接続を不可にすることができます。
すべてのパソコンからの接続が切断されますのでご注意ください。

1 インターネット接続中に、5秒以上
前面のDISCスイッチを押し続ける
インターネット接続中はDISCランプが緑点
灯しています。

2 インターネットが切断される（2回
ピッピッと鳴ります。）
DISCランプが赤点灯します。

■回線を切断する
DISCスイッチ 

DISCランプ 
（赤点灯） 

無通信監視タイマ
インターネットへのアクセスが一定時間ないときに通信を切断し、セキュリティを守り
ます。切断忘れを防止できます。
ホームページを見たり、メールをやりとりする場合には、何らかのデータがやりとりさ
れます。データのやりとりのない状態が一定時間以上続いた場合に、通信を自動的に切
断します。ただし、「複数固定 IPサービス」や「常時接続モード」使用時には、設定で
きません。

〈クイック設定Webで設定する〉

1 「基本設定」の をクリックし、
「接続先設定」の「接続先の切断」で
設定する
監視時間（60～86,400秒（24時間））を
1 秒きざみで設定します。その時間内に
データのやりとりがなければ、通信を切断し
ます。
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1 DISCランプが赤点灯している状態で、DISCスイッチを1秒間押す
（ピッと鳴ります。）
DISCランプが消灯し、通常状態に戻ります。（接続モードが「常時接続」の場合は、
緑点灯します。「要求時接続」の場合は消灯になり、インターネットに接続すると緑
点灯になります。）

■通常状態に戻すには

●DISCランプが赤点灯しているときはインターネットに接続できません。再接続する場合

は、DISCスイッチをもう1度押して通常状態に戻してください。

お知らせ 

5-2 インターネットを切断する



応用編 本商品をさらに使いこなそう

6章　WARPSTARを活用しよう ………………6-1

応
用
編

• Windows XP は、Microsoft Windows XP Home
Edition operating system および Microsoft Windows
XP Professional operating system の略です。

• Windows Meは、Microsoft Windows Millennium
Edition operating system の略です。

• Windows 2000 Professionalは、Microsoft Windows
2000 Professional operating system の略です。

• Windows 98は、Microsoft Windows 98 operating
system の略です。

RRR

RRR

RRR

RR

RRR
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6-1 セキュリティ対策をする
応用編

WARPSTARを
活用しよう6

本商品には、ブロードバンド（FTTH/ADSL/CATV網）からの不正なアクセスを防ぐ
「WAN側セキュリティ機能」と、無線ネットワーク内のデータのやりとりを他人に見ら
れたり、不正に利用されないための「ワイヤレスLAN内ネットワークセキュリティ機
能」があります。必要に応じてセキュリティの設定を行ってください。
WAN回線側のセキュリティ対策については、 「機能詳細ガイド」（HTMLファイル）
を参照してください。

ノートPC

ブロードバンド 
インターネット 

　・暗号化 
　・MACアドレスセキュリティ機能 
　・ESS-ID（ネットワーク名）ステルス 
 機能 

ワイヤレスLAN内ネットワークセキュリティ機能 

ブロードバンドモデム/回線終端装置 

子機 

・IPパケット 
　フィルタリング 
・IPマスカレード機能 
　（アドバンスドNAT） 
・不正アクセス検出機能 
・ダイナミックポート 
　コントロール機能 

WAN回線側セキュリティ機能 

CD-ROMの 
機能詳細ガイド 
（HTMLファイル） 

親機 

セキュリティ対策を行うことの重要性について？
●インターネットに接続すると、ホームページを閲覧したり、電子メールで情報をや
りとりすることができ、とても便利です。しかし、同時に、お使いのパソコンはイ
ンターネットからの不正なアクセスの危険にさらされることになります。悪意のあ
るものから、パソコンやルータに不正にアクセスされることによって、大事なデー
タを盗まれたり、ブロードバンド回線を無断利用されたりすることも考えられます。
特にインターネットに常時接続したり、サーバなどを公開したりする場合にはその
危険性を考慮して、必要なセキュリティ対策を行う必要があります。
本商品の機能を利用してセキュリティ対策を行ってください。
また、ウィルス対策ソフトウェアの導入など、パソコン側のセキュリティ対策もあ
わせて行っていただくことをお勧めします。

●ワイヤレス子機による無線通信を行う場合は、無線LAN内のセキュリティを行う
ことをお勧めします。無線LAN内のセキュリティがない状態では、離れた場所か
ら、お使いの無線ネットワークに入り込まれる危険性があります。
無線ネットワーク内に入り込まれると、パソコンのデータに不正にアクセスされた
り、あなたになりすましてブロードバンド回線を使用し、インターネット上で違法
行為などを行われる危険性があります。

セキュリティ機能について
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6-1 セキュリティ対策をする
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本商品は、他の無線LANパソコンから親機や自分のパソコンに不正アクセスされない
ようにする機能として、ESS-IDステルス機能、無線データ暗号化機能、MACアドレ
スセキュリティ機能を搭載しています。子機が複数台ある場合は、それぞれの子機につ
いてセキュリティの設定を行う必要があります。

ノートPC子機 

親機 

・ESS-ID ステルス設定 
・暗号化設定 
・MACアドレスフィルタ設定 

・ネットワーク名 
（ESS-ID）設定 
・暗号化設定 

無線LAN機器が、通信するお互いを識別するIDとしてネットワーク名（ESS-IDとも呼
びます）があります。このネットワーク名が一致しないと無線通信ができません。
一般にネットワーク名は検索することができますが、他のパソコンからのアクセスに対し、
ネットワークの参照に応答しないようにすることができます。
※本商品独自の機能です。子機（WL54AGなど）側では、サテライトマネージャをお
使いください。
子機（WL54TE）の場合は「6-3 子機（WL54TE）を設定する」を参照して設定
してください。

他の無線LANパソコンから親機に接続できないようにする

ESS-IDステルス機能を設定する

1 パソコンを起動する

2 WWWブラウザを起動し、「http://web.setup/」を入力し、クイック
設定Webのページを開く
親機の IPアドレスを入力しても開きます。
（工場出荷時は192.168.0.1です。）
例：http://192.168.0.1/

3 ユーザー名に「admin」と入力し、管理者用パスワードを入力し、［OK］
をクリックする
ユーザー名は、すべて半角小文字で入力してください。

4 ［詳細設定］の をクリックし、［無線LAN側設定］を選択する

（次ページに続く）
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6-1 セキュリティ対策をする

6 ［設定］をクリックする

7 ［登録］をクリックする
親機前面の各ランプが点滅して、親機が再起動します。

5 ［ESS-IDステルス機能］を［使用す
る］に する
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6-1 セキュリティ対策をする
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MACアドレスが登録された子機とのみデータ通信できるようにする機能です。これに
より、MACアドレスが登録されていない子機からLANやインターネットへ接続される
のを防ぐことができます。

1 パソコンを起動する

2 WWWブラウザを起動し、「http://web.setup/」を入力し、クイック
設定Webのページを開く
親機の IPアドレスを入力しても開きます。
（工場出荷時は192.168.0.1です。）
例：http://192.168.0.1/

3 ユーザー名に「admin」と入力し、管理者用パスワードを入力し、［OK］
をクリックする
ユーザー名は、すべて半角小文字で入力してください。

＜クイック設定Webで設定する＞

（次ページに続く）

MAC アドレスセキュリティ機能

5 ［接続を許可するMACアドレス編
集］欄で設定する
①エントリ番号を選択する
②指定方法を選択する
手動設定：MACアドレスに直接無線接

続を許可する子機のMACア
ドレスを入力します。

選択設定：フィルタ無効時は、MACア
ドレス（接続履歴）から選択
し登録をします。
フィルタ有効時は、MACア
ドレス（接続拒否履歴）から
選択し登録をします。

4 ［詳細設定］の をクリックし、［MACアドレスフィルタ設定］を選
択する

③手動設定の場合は、登録する子機のMACアドレスを入力する
MACアドレスは2文字ずつコロンで区切って入力してください。
例）MACアドレスがxx-xx-xx-xx-xx-xxと入力する場合は、xx:xx:xx:xx:xx:xxと
入力します。

子機のMACアドレスは子機の裏に記載されています。
選択設定の場合は、「接続履歴」または「接続拒否履歴」から登録する子機の
MACアドレスを選択します。
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11 ［登録］をクリックする
親機前面の各ランプが点滅して、親機が再起動します。

9 ［詳細設定］の をクリックし、
［無線 LAN側設定］で、［MACア
ドレスフィルタ機能］を［使用する］
に する

10 ［OK］をクリックする

8 ［設定］をクリックする

6 ［編集］をクリックする
続けて設定する場合は、手順5にもどってエントリ番号を変えて設定してください。

7 ［最新状態に更新］をクリックする
設定内容にまちがいがないか確認してください。
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ユーザが指定した任意の文字列（暗号化キー）を親機と子機（子機を使用するパソコン）
に登録することによって、暗号化キーが一致した場合のみ通信ができるようになる機能で
す。これにより、親機と子機との間で送受信される無線通信データを暗号化して保護しま
すので、第三者からの傍受や盗聴から守ります。

●暗号化の設定は必ず親機と子機（子機を使用するパソコン）で同じ設定にしてください。
（☛ P6-11、P6-18、P6-25）
●暗号化キーは無線アクセスポイント1つにつき1つだけ使用します。複数の子機を使用す
る場合、全ての子機に無線アクセスポイントと同じ暗号化キーを設定してください。
らくらくウィザードで暗号化の設定を行った場合、暗号化キーは1番に設定されています。

●1つのネットワークで使用できる暗号化方式は、1つです。混在はできません。また、
AES、TKIPの暗号化方式をご利用になるには、対応した子機が必要です。

お願い 

＜暗号化方式について＞
●WEP（Wired Equivalent Privacy）
IEEE802.11で定められた暗号化方式。

●TKIP（Temporal Key integrity Protocol）
Wi-Fi Allianceの新セキュリティプロトコル（WPA）に採用の暗号化方式。
パケットごとに暗号化キー（WEP）を変更する機能やメッセージごとに改ざんを
防ぐ機能があるため、WEPよりさらに強固なガードを実現します。

●AES（Advanced Encryption Standard)
米商務省技術標準局（NIST）が選定した次世代の暗号化方式。
WEPよりさらに強固な暗号化を行うことができます。

無線暗号化を設定する

＜暗号化の設定（親機）＞
親機の暗号化の設定は、クイック設定Webで行います。
子機から、らくらくウィザードやサテライトマネージャを使用して親機の設定を同時に
変更することができます。（☛ P3-8、P3-32、P6-13）

（次ページに続く）

1 パソコンを起動する

2 WWWブラウザを起動し、「http://web.setup/」を入力し、クイック
設定Webのページを開く
親機の IPアドレスを入力しても開きます。
（工場出荷時は192.168.0.1です。）
例：http://192.168.0.1/

3 ユーザー名に「admin」と入力し、管理者用パスワードを入力し、［OK］
をクリックする
ユーザー名は、すべて半角小文字で入力してください。
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6-1 セキュリティ対策をする

4 ［詳細設定］の をクリックし、［無線LAN側設定］を選択する

6 ［設定］をクリックする

7 ［登録］をクリックする
親機前面の各ランプが点滅して、親機が再起動します。（暗号化キーを設定していな
い子機から接続できなくなります。子機の暗号化の設定を行ってください。）

5 ［暗号化］の項目で設定する
■暗号化モードでWEPを使用する場合
①［暗号化モード］で［WEP］を選択する
②暗号化強度を「64b i t」「128b i t」
「152bit」から選択し、指定方法を選択す
る
「64b i t」（弱）＜「128b i t」＜
「152bit」（強）の順で強い暗号がかかり
ます。

③［指定方法］から暗号化キーの種類を［英
数字］または［16進数］のどちらかを選
択する

※［英数字］→英数字（0～9、a～ z、A
～Z）の組み合わせで暗号を作成します。
［16進］→16進（0～9、a～f、A～F）
の組み合わせで暗号を作成します。

※指定した暗号化強度によりそれぞれの入力
桁数は異なります。
④［使用する暗号化キー番号］を［暗号化キ
ー1番号～4番号］で選択する

⑤指定した番号（1番～4番）に③で指定し
た方法で任意の暗号を入力する
※152bitWEPを使用する場合
子 機 を 使 用 す る パ ソ コ ン が
Windows XPの場合、サテライト
マネージャで設定する必要がありま
す。

R

■暗号化モードで［WPA-PSK（TKIP）］、または［WPA-PSK（AES）］を使用する場
合

①［暗号化モード］で［WPA-PSK（TKIP）］、または［WPA-PSK（AES）］を選択する
②［WPA暗号化キー］を入力する
暗号化キーは、8～63桁の英数記号、または、64桁の16進数で入力します。

③［暗号化更新時間］で暗号化の更新時間を入力する
更新時間は、0（更新なし）、1～1440分の間で設定できます。
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6-2 子機の通信の設定をする
応用編

WARPSTARを
活用しよう6

子機の無線通信モードの変更、ネットワーク名の変更、無線LANのデータ保護（暗号化）
の設定はサテライトマネージャで行います。
子機（WL54TE）を設定する場合は、「6-3 子機（WL54TE）を設定する」（☛ P6-
22）を参照してください。

サテライトマネージャは、「らくらくウィザードをインストールする」を参照してインス
トールしてください。（☛ P3-4）

■サテライトマネージャを起動する

1 ［スタート］ー［プログラム］ー［AtermWARPSTARユーティリティ］ー
［サテライトマネージャ］をクリックする

2 タスクトレイの［サテライトマネー
ジャ］のアイコンを右クリックする

3 ［プロパティ］を選択すると、サテ
ライトマネージャの設定画面が表示
される

■サテライトマネージャをインストールする

サテライトマネージャの使い方

6
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詳細設定
無線機能のON/OFF
設定やサテライトマ
ネージャから設定す
るか、Windows
XPのワイヤレスネッ
トワーク設定から設
定するかの切り替え
を行います。

R

状態
接続中の無線通信の
状態を表示します。

ネットワーク一覧
利用できる親機（ア
クセスポイント）の
一覧を表示し、無線
接続のための設定や
接続切り替えができ
ます。

グラフ表示
接続中の無線通信の
通信速度や、通信強
度（信号強度）をグ
ラフで表示します。
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■サテライトマネージャで設定する

1 サテライトマネージャを起動する

［スタート］－［プログラム］－［AtermWARPSTARユーティリ
ティ］－［サテライトマネージャ］をクリックする
通知領域（タスクトレイ）に［サテライトマネージャ］が表示されます。

2 通知領域（タスクトレイ）にあるサ
テライトマネージャのアイコンを右
クリックし、［プロパティ］を選択
する

3 ［ネットワーク一覧］タブをクリックする

4 接続先のネットワーク名をク
リックして、［設定］または［親子
同時設定］をクリックする
親機の出荷時設定は
WARPSTAR-XXXXXX（XXXXXXは親
機の側面に記載されているMACアドレス
の下6桁）です。
新しく接続先を登録する場合は、［新規登録］
をクリックしてください。
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6-2 子機の通信の設定をする

5

802.11a ････電波が届く範囲であれ
ば他の無線モードより
高速な通信が可能で
す。

802.11g ････802.11aよりも広い
範囲で高速な通信を行
うことができます。

802.11g+b･･802.11bにしか対応
していない子機との混
在環境での利用に適し
ています。

無線モードの選び方

無線LANの設定を行う
■親機も同時に設定する場合
手順4で[親子同時設定]をクリックした
場合は次のように設定します。

［ネットワーク名］
使用するネットワークの名称を入力しま
す。手順4で使用するネットワーク名を
選択した場合は、そのままにしておきま
す。

［無線動作モード］
ネットワーク内で使用する無線モードを選
択します。

［チャネル番号］
親機と通信するチャネルを選択します。

［暗号化モード］
●暗号化モードでWEP を使用する場合
①暗号化モード］で［WEP］を選択する
②暗号化強度を「6 4 b i t 」「1 2 8 b i
t 」「152bit」から選択し、指定方法を
選択する
「6 4 b i t 」（ 弱） ＜ 「1 2 8 b i t」＜
「152bit」（強）の順で強い暗号がかか
ります。

③暗号化キーを入力する
英数字は0 ～ 9、a ～ z、A ～ Z で構
成されている文字列を指定できます。
16 進は0 ～ 9、a ～ f、A ～ F で構成
されている文字列を指定できます。

●暗号化モードで［WPA-PSK（TKIP）］、

または［WPA-PSK（AES）］を使用する

場合
①［暗号化モード］で［WPA-PSK
（TKIP）］、または［WPA-PSK（AES）］
を選択する
②親機に設定した暗号化キーを入力する
暗号化キーは、8 ～ 63 桁の英数記号、
または、64 桁の16 進数で入力します。
暗号化の設定を行う場合は必ず親機側
を先に設定してください。

（次ページに続く）
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・省電力モード
ノートパソコンなどのバッテリーを長く持たせた
いときに設定します。ただし、「有効」や「最大」
に設定するとスループットが低下します。
・送信出力
他のネットワークへの干渉を減らしたいときや、
ノートパソコンなどのバッテリーを長く持たせた
いときに設定します。

・ストリーミングモード
無線通信状態を監視するために子機が行っている、
無線LANネットワークの参照（スキャン）動作を
制限して、スキャン動作の影響で発生するストリ
ーミング映像の一時的な乱れなどをおさえます。
「自動」で動画や音声の途切れなどが発生する場合
は「ON」に設定してください。

●［詳細設定］タブをクリックすると、［詳細設定］で次の設定が行えます。

お知らせ 

●同じネットワーク名（ESS-ID）を設定した複数の親機（アクセスポイント）間をローミン
グ接続する場合、サテライトマネージャの［ネットワーク一覧］のチャネル表示が［状態］
の表示と異なる場合があります。［状態］表示の値を参照してください。

●2台目以降の子機を追加する場合は、1台目と同じ暗号化キーを入力してください。
●親機で「WPA-TKIPモード」使用している場合、子機側は暗号化キーが一致していれば、
「WPA-TKIPモード」または「WPA-AESモード」のどちらの暗号化モードでも親機に接
続できます。

お願い 

6-2 子機の通信の設定をする

6 ［登録］をクリックする

■子機のみ設定する場合
手順4で「設定」をクリックした場合は、使
用する親機にあわせて次のように設定します。

［ネットワーク名］
親機の設定にあわせてネットワーク名を入力
します。手順4で使用するネットワーク名を
選択した場合は、そのままにしておきます。

［通信モード］
アクセスポイント通信を選択します。

［暗号化モード］
親機の設定にあわせて「暗号化モード」で暗
号化の方法を選択して、設定したい「暗号強
度」や「暗号化キー」などを入力します。
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6-2 子機の通信の設定をする

サテライトマネージャの使い方!
通知領域（タスクトレイ）にあるサテライトマネージャのアイコンを右クリックすると、
ポップアップメニューが表示されます。ポップアップメニューでは次のことができます。
詳細は添付CD-ROMに収録されている「機能詳細ガイド」を参照してください。

［プロパティ］：
通信モードの設定、暗号化、子機のデータ保護設定をすることができます。
［状態］タブで親機との通信状態を詳細に確認することができます。
無線の通信状態が「普通」または「強い」となることを確認してください。「普通」
または「強い」と表示されないときは、「普通」または「強い」と表示される位置ま
でパソコンを移動してください。アクセスポイント名が正しく表示されていること
も確認してください。

［接続先切替］：
サテライトマネージャで設定した接続先（親機）を切り替えて使用できます。

［タスクバーに常駐する］：
［タスクバーに常駐する］にチェックをつけるとパソコンを起動したときにタスクバー
にサテライトマネージャが表示されます。

［終了］：
サテライトマネージャを終了します。

■サテライトマネージャから親機と子機の無線設定を同時に行う
親機がWR7600Hのときは、サテライトマネージャで親機と子機の無線設定を同時に
変更できます。

1 サテライトマネージャを起動する

2 通知領域（タスクトレイ）にあるサテライトマネージャのアイコンを右
クリックし、［プロパティ］を選択する

3 ［ネットワーク一覧］タブをクリックする

4 ［ネットワーク名］欄で接続する親機を選択する

6 無線LANカードと親機の設定を行う（☛ P6-11）

5 ［親子同時設定］をクリックする
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6-2 子機の通信の設定をする

サテライトマネージャを起動すると、親機と子機の通信状態を確認することができます。

1 通知領域（タスクトレイ）の［サテ
ライトマネージャ］アイコンを右ク
リックし、［プロパティ］を選択す
る

2 ［状態］タブをクリックする
親機と子機の通信状態が表示されます。

子機が正しく接続されていません。

親機がみつかりません。

親機が正しく検出できています。

■親機との接続状態を確認する

親機との電波の状態は次のとおりです。

青3本

強い

青2本

普通

黄2本

弱い

赤1本

限界
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6-2 子機の通信の設定をする

3 通信状態を確認し、［閉じる］をク
リックする
無線の通信状態が「普通」または「強い」
と表示されることを確認してください。
「普通」または「強い」と表示されないと
きは、「普通」または「強い」と表示され
る位置までパソコンを移動してください。

【状態】－【チャネル状況】
近くのアクセスポイント（親機など）が、どのチャネルで使われているかを表示します。
同じ無線チャネルを使うと、他の無線通信と干渉し、スループットが低下する場合があ
ります。空いているチャネルをチェックして切り替えることができます。
現在、接続中のチャネルは赤で表示されます。

■サテライトマネージャで確認できる接続状態について
【グラフ表示】
通信中の無線の受信信号強度やリンク速度をリアルタイムにグラフ表示しています。



Windows XPの「ワイヤレスネットワークの設定」は無効に設定されます。
Windows XPの「ワイヤレスネットワークの設定」で無線の設定を行いたい場合は、
「ワイヤレスネットワークの設定」を「有効」に設定する必要があります。

①サテライトマネージャを起動する
②通知領域（タスクトレイ）にあるサテライトマネージャのアイコンを右クリックし、
［プロパティ］をクリックする
③「詳細設定」タブをクリックする
④「Windows XPのワイヤレスネットワーク設定を無効にする」のチェックを外す

⑤「閉じる」をクリックする

R

R
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6-2 子機の通信の設定をする

Windows XPの場合は、Windows XPに内蔵されている「ワイヤレスネットワー
クの設定」で設定できます。
ただし、「ワイヤレスネットワークの設定」では、WEP（152bit）、TKIP、AES、
ESS-ID ステルス機能は、ご利用になれません。暗号化無効またはWEP（64bit、
128bit）のみご利用いただけます。通常はWindows XPの「ワイヤレスネットワー
クの設定」を無効にして、サテライトマネージャで設定してください。

R

RR

ワイヤレスネットワークの設定（Windows XPの場合）R

らくらくウィザードで設定を行った場合！

●暗号化設定されていない親機に接続する場合（☛ P6-17）
●暗号化設定されている親機に接続する場合（☛ P6-18）
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6-2 子機の通信の設定をする

2 パソコンの画面右下の通知領域に表示されているワイヤレスネットワー
ク接続アイコンを右クリックし、［利用できるワイヤレスネットワーク
の表示］をクリックする

1 パソコンの画面右下の通知領域に下
図のようなバルーンが表示される

3 「利用できるネットワーク」を選択
する
・工場出荷時のネットワーク名は、
「WARPSTAR-xxxxxx」（xxxxxxは、親
機の側面に記載されているラベルの
MACアドレスの下6桁）です。

・［利用できるネットワーク］に使用する親
機が表示されていない場合には、親機の電
源を入れ直し、手順1からやり直してくだ
さい。

●次の画面が表示されたときは、「セキュ
リティで保護されていなくても、選択し
たワイヤレスネットワークへ接続する」
にチェックを入れて［接続］をクリック
してください。

■親機に接続する（親機が暗号化設定されていないとき）

表示されないときは（☛ P7-5）

5 パソコンの画面右下の通知領域で正
しく接続されたことを確認する

4 ［接続］をクリックする
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6-2 子機の通信の設定をする

■暗号化を設定して親機に接続する（親機が暗号化設定されているとき）

以下の設定はWindows XPのワイヤレスネットワークを使用して64bitWEP/128bitWEP
をご利用になる場合の説明です。親機に152bitWEP、TKIP、AESが設定されている場合、
Windows XPのワイヤレスネットワークの設定を停止してサテライトマネージャで設定を行う
必要があります。
※暗号化の設定を行う場合は必ず親機側を先に設定してください。

R

R

2 パソコンの画面右下の通知領域に表示されているワイヤレスネットワー
ク接続アイコンを右クリックし、［利用できるワイヤレスネットワーク
の表示］をクリックする

1 パソコンの画面右下の通知領域に下
図のようなバルーンが表示される

3 「利用できるネットワーク」を選択
する
・工場出荷時のネットワーク名は、
「WARPSTAR-xxxxxx」（xxxxxxは、親
機の側面に記載されているMACアドレ
スの下6桁）です。

・［利用できるネットワーク］に使用する親
機が表示されていない場合には、親機の電
源を入れ直し、手順1からやり直してくだ
さい。

<Windows XP Service Pack 1のとき>R

●［このネットワークで IEEE802.1xを

有効にする］の は必ず外してくださ

い。

お願い 

4 親機の暗号化キー番号が1番の場合、［ネットワークキー］に暗号化キ
ーを入力し、［接続］をクリックする
※キー番号に2番～4番を使っている場合や、一度設定した暗号化設定を変更する
場合は手順5に進みます。

表示されないときは（☛ P7-5）
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6-2 子機の通信の設定をする

6 接続する親機のネットワーク名をク
リックし、［構成］をクリックする
すでに接続する親機のネットワーク名が
［優先するネットワーク］に表示されてい
る場合は、［優先するネットワーク］欄か
らネットワーク名を選択し、［プロパティ］
をクリックします。

7

5 ［詳細設定］をクリックする

①～⑤の設定を行う
①[データの暗号化]にチェックする
画面に［ネットワークアソシエーシ
ョン］が表示されている場合は、［開
いています］を選択し、データの暗
号化は、［WEP］を選択する

②[キーは、自動的に提供される]のチェッ
クを外す
③[ネットワークキー]を入力し、同じもの
を[ネットワークキーの確認入力]に再入
力する
ASCII文字/16進数の別は入力された文
字列の長さを元に自動識別されます。
・ASCII文字の場合：英数字5文字、また
は 13文字で指定（13文字は親機に
128bitWEPを設定している場合のみ）
・16進数の場合：0～9・A～Fで10
文字、または26文字で指定（26文字
は親機に128bitWEPを設定している
場合のみ）

④親機の設定に合わせてキーのインデック
ス番号は、1のままご利用ください。
⑤[OK]をクリックする

画面は例です

（ ）
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6-2 子機の通信の設定をする

①［データの暗号化］にチェックする
②［キーは、自動的に提供される］のチェック
を外す
③［ネットワークキー］は、親機に入力した暗
号化キーを入力する
キーの形式：
親機で「指定方法」を英数字と設定した場合
は、ASCII文字を選択してください。
親機で「指定方法」を16進数と設定した
場合は、16進数を選択してください。
キーの長さ：
親機で「暗号強度」を標準（64bit）と設定し
た場合は、40bitを選択してください。
親機で「暗号強度」を拡張（128bit）と設定し
た場合は、104bitを選択してください。
キーのインデックス：
特に使いません。
0～3がありますが、0のままご使用くださ
い。
（1～ 3に別の暗号化キーを登録しておき、
［キーのインデックス］を切り替えて、別の
暗号化キーを使うことができます。）

※親機側は、クイック設定Web の［無線
LAN側設定］－［暗号化（WEP）］で使
用する暗号化キーを確認してください。

④［OK］をクリックする

暗号化設定＜Windows XP Service Pack1以外の場合＞R!
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6-2 子機の通信の設定をする

■親機との通信状態を確認するには
Windows XPの場合は次の手順で通信状態を確認できます。R

3 無線設定が正しく行われていること
を確認する
・［状態］は「接続」になっていること
・［速度］が「1～54Mbps」になっている
こと

1 パソコン画面右下の通知領域に表示されているワイヤレスネットワーク
接続アイコンを右クリックする

2 ［状態］をクリックし、［全般］タブで確認する
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WL54TEとパソコンを接続する

ここでは、WL54TEのクイック設定WEBで子機（WL54TE)のみの設定を行う場合
の設定方法を説明しています。
親機と子機の設定をらくらくウィザードで行う場合は、「3-2 子機（WL54TE）から
無線LAN接続する」（☛ P3-23）を参照してください。
ゲーム機から設定する場合は、P6-34を参照してください。
※お使いのWWWブラウザによっては表示される画面が異なる場合があります。

2 ETHERNETケーブルでWL54TEのETHERNETポートとパソコンや
ゲーム機のETHERNETポートを接続する

6-3 子機（WL54TE）を設定する
応用編

WARPSTARを
活用しよう6

1 親機の電源コンセントを取り外す

3 パソコンのIPアドレスを固定に設定する
「パソコンのネットワークの確認」（☛ P1-16）を参照して次のように設定してくだ
さい。
IP アドレス：192.168.0.XXX

（XXX は2 ～ 199、211 ～ 254 の数字で同一ネットワーク
内で使用していないIP アドレス）
サブネットマスク： 255.255.255.0

※AIRランプが消灯していることを確認する。
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WWWブラウザで親機との通信ができるようにするための設定を行います。
※らくらくウィザードが使える機器（Windows XP/2000 Proffessinal/
Me）ではらくらくウィザードでの設定をお勧めします。
お使いのWWWブラウザによっては、表示される画面が異なる場合があります。

R

1 パソコンなどを起動する

3 ユーザー名には「admin」と入力し、
パスワードは空欄のまま［OK］を
クリックする
（「admin」は、半角小文字で入力してくだ
さい。）

また、パスワードはあとで変更してくださ
い。（☛ P6-32）

4 ［無線LAN設定］をクリックする

2 WWWブラウザを起動し、本商品の IPアドレスを入力し、設定画面を
開く（工場出荷時は192.168.0.205です）
例：http://192.168.0.205/

WWWブラウザの設定画面が表示されない（☛ P7-17）
※WL54TEの IPアドレスを変更した場合はそのアドレスを入力してください。（装
置 IPアドレスの設定方法 ☛ P6-31）

親機に接続するための設定を行う

（次ページに続く）
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6-3 子機（WL54TE）を設定する

6 ［接続ネットッワーク名（ESS-ID）］に
無線ネットワーク内で使用するネット
ワーク名を入力する
使用する親機のネットワーク名を確認して
おいてください。
※WARPSTAR親機を使う場合、ネットワー
ク名の初期値はWARPSTAR-xxxxxx
（xxxxxxは接続するWARPSTAR親機の
MACアドレス下6桁）です。

※Aterm WR7600Hワイヤレスセット
（TE）の場合、工場出荷時のネットワーク
名は、無線LAN設定ラベル（WL54TE底
面に貼付のラベル）に設定済みになってい
ます。
ただし、初期化した場合は初期値の
［WARPSTAR-xxxxxx（xxxxxxはMAC
アドレスの下6桁）］になりますので、無
線LAN設定ラベルのネットワーク名に
書き換えてください。

※［アクセスポイント検索］をクリックして
選択することもできます。

無線LAN設定ラベル 

7 ［設定］をクリックする

8 ［OK］をクリックする

9 ［再起動］をクリックする

5 通信モードで［インフラストラク
チャ］を選択する
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10 ［暗号化設定］をクリックし、親機の
暗号化設定にあわせて暗号化の設定
を行う
■暗号化モードでWEPを使用する場合
①［暗号化モード］で［WEP］を選択する
②［暗号強度］を「64bit［弱い］」「128bit
［普通］」「152bit［強い］」から選択する
③［暗号指定方法］で暗号化キーの種類を
［英数字］または［16進表記］を選択する
※［英数字］→英数字（0～9、a～ z、A
～Z）の組み合わせで暗号を作成します。
［16進表記］→16進表記（0～9、a～
f、A～F）の組み合わせで暗号を作成しま
す。

※指定した暗号強度によりそれぞれの入力桁
数は異なります。

④［使用する暗号化キー］を［1番～4番］
から選択する

⑤［暗号化キー］は④で指定した番号に③で
指定した方法で任意の暗号を入力する

※Aterm WR7600HワイヤレスLANセ
ット（TE）の場合は、暗号化キー1番
が設定済みになっています。
ただし、初期化した場合は設定がクリア
されますので無線 LAN 設定ラベル
（WL54TE底面に貼付のラベル）の暗号
化キーに設定し直してください。

■暗号化モードで［WPA-PSK（TKIP）］、
または［WPA-PSK（AES）］を使用する
場合

①［暗号化モード］で［WPA［推奨］］を選
択する

②［暗号化方式］で［PSK（TKIP）］または
［PSK（AES）［推奨］］を選択する
③［WPA暗号化キー］を入力する
WPA暗号化キーは、8～63桁の英数字、
または、64桁の16進表記で入力します。

無線LAN設定ラベル 

暗号化キーの入力例： 
［64bit］の場合（16進数／10桁） 

 0123abcdef

［128bit］の場合（16進数／26桁） 

0123456789abcdef9876543210

（次ページに続く）
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6-3 子機（WL54TE）を設定する

12 ［OK］をクリックする

！重要
WL54TEの設定を終了したあとは、パソコンの IPアドレスの設定をお使いのネット

ワーク環境（ルータなど）に合わせて戻してください。

●Mac OS Xで Internet Explorerをご利用の場合、WWWブラウザでの設定が反映されな

いことがあります。その場合にはキャッシュの設定を行ってください。（キャッシュの設定

☛ P6-30）

お知らせ 

11 ［設定］をクリックする

13 ［再起動］をクリックする

14 親機の電源コンセントを接続する
無線通信ができているか、WWL54TEのAIRランプが点滅することを確認してくだ
さい。
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■暗号化について
ユーザが指定した任意の文字列（暗号化キー）を親機と子機（子機を使用するパソコン）
に登録することによって、暗号化キーが一致した場合のみ通信ができるようになる機能
です。これにより、親機と子機との間で送受信される無線通信データを暗号化して保護
しますので、第三者からの傍受や盗聴から守ります。

●暗号化の設定は必ず親機と子機（子機を使用するパソコン）で同じ設定にしてください。
●暗号化キーは無線アクセスポイント1つにつき1つだけ使用します。複数の子機を使用す
る場合、すべての子機に無線アクセスポイントと同じ暗号化キーを設定してください。
らくらくウィザードで暗号化の設定を行った場合、暗号化キーは1番に設定されています。

●1つのネットワークで使用できる暗号化方式は、1つです。混在はできません。また、
AES、TKIPの暗号化方式をご利用になるには、対応した子機が必要です。

お願い 

＜暗号化方式について＞
●WEP（Wired Equivalent Privacy）
IEEE802.11で定められた暗号化方式。

●TKIP（Temporal Key integrity Protocol）
Wi-Fi Allianceの新セキュリティプロトコル（WPA）に採用の暗号化方式。
パケットごとに暗号化キー（WEP）を変更する機能やメッセージごとに改ざんを
防ぐ機能があるため、WEPよりさらに強固なガードを実現します。

●AES（Advanced Encryption Starndard)
米商務省技術標準局（NIST）が選定した次世代の暗号化方式。
WEPよりさらに強固な暗号化を行うことができます。
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設定が完了したら実際にインターネットに接続するなどしてWL54TEに接続したパソ
コンから親機へ通信ができることを確認してください。

ここでは次のような構成でインターネットに接続する場合を例に説明します。

1 WWWブラウザを起動する

インターネット 

パソコン 

ETHERNET 
ケーブル接続 

WARPSTAR 
親機 
 

ブロードバンド 
（ADSL/CATV） 

モデム 

 

WL54TE

2 外部のホームページを開く
例）ホームページAtermStation：http://121ware.com/aterm/

●WL54TEに接続するパソコンは、使用するネットワーク体系にあわせたIPアドレス／ネッ

トマスクの設定を行ってください。

お知らせ 

通信する
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クイック設定Webが表示されます。

WWWブラウザでクイック設定Webを起動し、WL54TEの設定ができます。

クイック設定Webは次の方法で起動します

1 パソコンなどを起動する

3 ユーザー名には「admin」と入力し、
パスワードは空欄のまま［OK］を
クリックする
（「admin」は、半角小文字で入力してくだ
さい。）

また、パスワードはあとで変更してくださ
い。（☛ P6-32）

2 WWWブラウザを起動し、本商品の IPアドレスを入力し、設定画面を
開く（工場出荷時は192.168.0.205です）
例：http://192.168.0.205/

WWWブラウザの設定画面が表示されない（☛ P7-17）
※WL54TEの IPアドレスを変更した場合はそのアドレスを入力してください。（装
置 IPアドレスの設定方法 ☛ P6-31）

起動のしかた

▼

WWWブラウザでの設定について

6-3 子機（WL54TE）を設定する
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！設定の登録のしかた
それぞれのページで［設定］をクリックしたあと、［再起動］をクリックして、

WL54TEを再起動することにより設定内容をWL54TEに書き込みます。

●Mac OS Xで Internet Explorerをご利用の場合、WWWブラウザでの設定が反映されな
いことがあります。その場合には、以下の手順でキャッシュの設定を行ってください。
① Internet Explorerを起動し、メニューバーの［Explorer］－［環境設定］をクリッ
クします。

②［Webブラウザ］の［詳細設定］をクリックします。
③［キャッシュ］－［ページの更新］を［常に］
にチェックします。

④［OK］をクリックします。

お知らせ 
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【基本設定】
■無線LAN設定
接続ネットワーク名（ESS-ID）や、通信モードを設定します。
詳細については、P6-23を参照してください。

■暗号化設定
暗号化の設定をします。
詳細については、P6-25を参照してください。

【詳細設定】
■ネットワークの設定

現在のネットワークの状態 ：WL54TEの現在の「IPアドレス」「サブネットマスク」
を表示しています。

ネットワークの設定
装置 IPアドレスの設定方法 ：WL54TEの IPアドレスを、親機などのDHCPサーバか

ら自動的に取得するか、手動で設定するかを選択します。
手動設定 ：IPアドレス、サブネットマスクを手動で設定する場合に

入力します。

設定項目について
ここではそれぞれの項目で何が設定できるのかを説明しています。
設定の変更が必要な場合は、それぞれの画面で設定を行ってください。
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管理者 ID ：管理者名（ユーザー名）を変更できます。（初期値：admin）
パスワード ：管理者パスワード（パスワード）を設定できます。

（初期値：空欄）
使用できる文字は英数半角文字と半角記号で最大15文字ま
で設定できます。

■設定値の初期化

装置の初期化 ：［装置の初期化］をクリックするとWL54TEの設定が初期
値に戻ります。

【メンテナンス】
■管理者IDの設定



6-33

6-3 子機（WL54TE）を設定する

6
W
A
R
P
S
T
A
R
を

活
用
し
よ
う

【リンク】
ホームページAtermStation、お客様登録のページにリンクしています。
AtermStation では商品情報、資料請求、バージョンアップ、サポート情報など、
Atermについて役立つ情報を掲載しています。
※お使いのモデムやルータ、およびパソコンの設定環境によってはリンク先に接続でき
ない場合があります。

5 ［OK］をクリックする

6 ［OK］をクリックする

7 ［再起動］をクリックする

4 ［更新］をクリックする

1 最新のファームウェアをホームページAtermStationからダウンロー
ドする

2 ［参照］をクリックする

3 ダウンロードしたファームウェアのファイルを指定する

■ファームウェア更新
次の手順で、本商品のバージョンアップができます。
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ゲーム機 PlayStation 2 用「NetFront for ⊿」で
WL54TEの設定を行う場合について

R

WL54TEの設定は、らくらくウィザードで簡単に行えます。らくらくウィザードをお
使いになれるパソコン（Windows XP/2000 Professional/Me）をお持ちの場合は、
いったんWL54TEにパソコンを接続して設定することをお勧めします。（☛ P3-23）
パソコンによる設定環境がない場合は、以下の方法で、ゲーム機（PlayStation 2）
「NetFront for ⊿」から設定を行うことができます。
なお、WL54TEの設定を行う前に、無線LANアクセスポイントの無線LAN使用チャ
ネルや暗号化設定などの設定を完了させておいてください。（無線LANアクセスポイン
トの設定については、その製品の取扱説明書をご確認ください。）

R

R

WR7600Hワイヤレスセット（TE）をお買い求めの場合？
WR7600Hワイヤレスセット（TE）では無線LANの設定は設定済で出荷しております

ので、通常WL54TEの設定を変更する必要はありません。設定を変更される場合は、以

下の手順に従ってください。

1 設定環境を確認する
WL54TEに接続して設定を行う機器には以下の条件が必要です。
・ETHERNETポートが装備されていること
・TCP/IPによる通信環境が装備されていること
・TCP/IPのネットワーク設定で、固定 IPアドレスの設定が可能であること
・ WL54TE のクイック設定 Web を開くことができる WWW ブラウザ機能
（“PlayStation 2”用の「NetFront for ⊿」）が用意されていること
・ＷＷＷブラウザソフトの画面を表示できる出力（テレビ出力など）が装備されてい
ること

R

2 WL54TEとゲーム機を接続する
WL54TEのETHERNETポートと、接続機器のETHERNETポートをETHERNET
ケーブルで直接接続します。
・WL54TEと接続機器の間にHUBなどを接続しないでください。
・設定が完了するまでもうひとつのETHERNETポートには他の機器を接続しないで
ください。
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3 接続機器のネットワーク設定
設定を行う機器のネットワーク設定画面を開き、以下のとおり設定を行ってください。
機器の IPアドレス：192.168.0.100
サブネットマスク：255.255.255.0
※DHCPから自動的に IPアドレスを取得せず、手動設定としてください。
※デフォルトゲートウェイ、DNSサーバなど、それ以外の設定は空欄のままにします。

5 必要な設定を行う
（☛ P6-23）を参照して、必要な無線LANの設定を行ってください。

4 WL54TEのクイック設定Webを開く
・次のアドレスを入力します。
http://192.168.0.205/

クイック設定Webを開けない場合は．．．？
「サーバが見つかりません」等のエラーメッセージが出て設定画面を開けない場合

は、WL54TEが無線LAN通信などにより、DHCPサーバの存在するネットワ

ークに接続されていて、WL54TEの IPアドレスが書き換わってしまっている可

能性があります。

この場合は、ネットワーク内のDHCPサーバ（無線LANアクセスポイントやル

ータ、ADSLモデムなど）の電源を切り、WL54TEを再起動したうえで、上記

操作を行ってください。

DHCPサーバが存在しない状態で、WL54TEを再起動すれば、WL54TEの IP

アドレスは、工場出荷時の設定（192.168.0.205）に戻ります。

！ご注意

もし、Web設定画面を開く際に、無線LANアクセスポイントの電源を切っ
ていた場合は、Web設定画面が開けることを確認した後に、無線LANアク
セスポイントの電源を入れ直してください。
また、その後は、必要なすべての設定が完了するまで、WL54TEの再起動は
行わないようにご注意願います。設定途中で再起動を行うと、再度無線LAN
アクセスポイントから IPアドレスを取得してしまい、設定画面に戻ってくる
ことができなくなる可能性があります。

（WR7600Hワイヤレスセット（TE）をご使用の場合も該当します）

（WR7600Hワイヤレスセット（TE）をご使用の場合も該当します）

（次ページに続く）
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インターネットへの接続や、オンラインゲームの動作チェックなどにより、通信が正し
く行われていることをご確認ください。無線LANアクセスポイント側のインターネッ
ト接続が正しく行われている必要があります。

もし正しく通信が行えない場合は、無線LANアクセスポイントの設定画面などに接続
できるかどうかを、接続機器のＷＷＷブラウザソフトを用いて確認してみてください。

WR7600Hワイヤレスセット（TE）をご利用の場合は、WR7600Hのクイック設定
Web（http://web.setup/）を開くことにより、無線LANの通信確認が行えるとと
もに、あわせてWR7600Hのインターネット接続設定を行うことが可能です。詳しく
は、WR7600Hの取扱説明書をご覧ください。

6 WL54TEの電源を入れ直す
すべての設定が終わったら、WL54TEの電源を入れ直します。

7 無線LANの通信を確認する
WL54TEのAIRランプが点滅することを確認します。

！重要
WL54TEの設定を終了したあとは、ゲーム機の IPアドレスの設定をお使いのネット
ワーク環境（ルータなど）に合わせて戻してください。
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6-4 ネットワーク対応アプリケーション
（ネットワークゲームなど）を利用する

ネットワーク対応アプリケーション（ネットワークゲームなど）を利用する場合、ネッ
トワークゲームによっては設定が必要な場合があります。あらかじめゲームのWebサイ
トなどでご確認ください。設定方法には次の方法があります。

1.アドバンスドNAT（ポートマッピング）を使う
2.PPPoEブリッジを使う
3.シングルユーザアクセスモードを使う

アドバンスドNAT（ポートマッピング）を設定する
ポートマッピングを設定し、ゲームなどで使用するポートの設定を行います。
該当ゲームは該当のパソコン1台でのみ利用できます。

1 パソコンを起動する

2 WWWブラウザを起動し、「http://web.setup/」を入力し、クイック
設定Webのページを開く
親機の IPアドレスを入力しても開きます。
（工場出荷時は192.168.0.1です。）

3 ユーザー名に［admin］と入力し、管理者用パスワードを入力する
ユーザー名は、すべて半角小文字で入力してください。

4 ［詳細設定］の をクリックし、［ポートマッピング設定］をクリッ
クする

5 ［編集する接続先］の をクリックし、編集する接続先を選択する

応用編

WARPSTARを
活用しよう6

（次ページに続く）
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6 ［NATエントリ編集］欄で設定する
①［エントリ番号］で空いている番号を選
択する
最大50個設定できます。

②［変換対象プロトコル］で「TCP/
UDP/ESP/AH」から選択する

③［変換対象ポート］でポート番号を指定
する

④［宛先アドレス］に上で設定したポート
に対して固定的に割りあてるクライアン
トパソコンの IPアドレスを入力する
親機のDHCPサーバ機能を使い、クラ
イアントパソコンに IPアドレスを自動
割り当てしている場合は
「connectuser」またはMACアドレス
を指定します。

9 ［NATエントリ］欄で設定したエントリ番号を にする

8 ［最新状態に更新］をクリックする

10 ［NATエントリ］欄で［適用］をクリックする

11 ［登録］をクリックする
親機前面の各ランプが点滅して、親機が再起動します。

7 ［編集］をクリックする

●ポート、プロトコルについてはアプリケーションの提供元に確認してください。

お願い 
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●アプリケーションの操作方法は、パソコンのサポート窓口でお問い合わせください。

●「PPPoEブリッジ機能」では、外部からのアクセスが可能になり、セキュリティが低下し

ます。セキュリティ対策ソフト等をお使いになることをお勧めします。

お願い 

6-4 ネットワーク対応アプリケーション（ネットワークゲームなど）を利用する

パソコンやゲーム機などでPPPoE（PPP over Ethernet）プロトコルの利用が必要
な場合やグローバルIPアドレスが必要なアプリケーションを利用する場合は、PPPoE
ブリッジ機能を使用して、接続できます。
親機がPPPoEモードのときに使用することができます。本機能を使用した場合、LAN
側に接続されているパソコンやゲーム機のうち使用できるのは最大 8台までです。
PPPoEブリッジで接続できるパソコンやゲーム機の台数は接続事業者によって異なり
ます。接続事業者にご確認ください。
※ PPPoEプロトコルの利用やグローバル IPアドレスの利用が必要ではなく、複数の
セッションで通信したい場合は、PPPoEマルチセッションでご利用いただけます。
（☛ P4-8）

PPPoEブリッジ機能

ルータ 
PPPoE

ブロードバンド 
接続事業者 

ブロードバンド 
モデム/ 

回線終端装置 

ノートPC

ゲーム機など 

親機 

インター 
　　ネット 

PPPoE 
接続ソフト 

ルータを介さずPPPoE 
パケットを転送する 

（1）Windows XPでサポートされている次のアプリケーションなどをご利用いた
だけます。
〈利用確認アプリケーション〉

リモートデスクトップ
リモートアシスタンス

（2）PPPoE対応のゲーム機（PlayStation 2など）を接続できます。
（3）PPPoEブリッジ機能を用いることにより、ご利用のパソコンは、親機のルータ

機能やNAT機能を介さずに、直接親機に接続しているブロードバンドモデム/回
線終端装置とPPPoEの処理を行うため、パソコンにグローバルIPアドレスを取
得することができます。

R

R

■PPPoEブリッジ機能でできること
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シングルユーザアクセスモード

シングルユーザアクセスモードとは、一時的に全ポートを独占利用することで、チャッ
トやゲームなどのネットワークアプリケーションを利用する際簡単に利用を可能とする
モードです。シングルユーザアクセスモードに設定することで、具体的なTCP／UDP
ポートの設定をすることなく、また、他の人からの相乗りを禁止（排他利用）したい時
などでも利用することができます。
※自動接続において、「常時接続」設定では、「シングルユーザアクセス」を利用するこ
とができません。かならず、「要求時接続」に変更してください。なお、「要求時接続」
では、「通常動作」「シングルユーザアクセス」ともに利用が可能です。

※「シングルユーザアクセスモード」では、外部からのアクセスが可能な状態になり、
セキュリティが低下します。

シングルユーザアクセスモードは、各メーカから提供されているTCP／UDPポート
の設定情報で動作しないゲームやアプリケーションがある場合のみ使用し、利用時以外
は切断することをお勧めします。

PPPoEブリッジとシングルユーザアクセスモードの違いと使い分け!
PPPoEブリッジとシングルユーザアクセスモードには次のような違いがあります。特
定のポート番号を固定できないアプリケーションを使う場合や、外部からの接続が必
要なアプリケーションを使う場合は、お使いの環境に合わせて、PPPoEブリッジ機
能または、シングルユーザアクセスモードをお使いください。

PPPoEモードでお使いの場合は、PPPoEブリッジをお勧めします。ローカルルー
タでお使いの場合は、シングルユーザアクセスモードをお勧めします。

PPPoEブリッジ機能 シングルユーザアクセスモード

利用条件 PPPoEモードの場合のみ PPPoEモード/ローカルルータモード

IPアドレス グローバルIPアドレスを取得可 ローカル IPアドレスのみ

自分以外の利用 利用可（※） 利用不可

専用ソフト 必要 不要

※ご契約の接続事業者によって異なります。
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6-4 ネットワーク対応アプリケーション（ネットワークゲームなど）を利用する

＜クイック設定Web＞
■設定方法

4 インターネット接続先を設定する
「3章　らくらくウィザードでWARPSTARの設定を行う」または、「4章　クイッ
ク設定WebでWARPSTARの設定を行う」を参照してください。

5 ［基本設定］の をクリックし［基本設定］を選択し、［自動接続］欄
の接続モードは「要求時接続」を選択する

6 ［設定］をクリックする

7 自動接続をシングルユーザアクセス
モードにしたいときは、「詳細設定」
の をクリックし「高度な設定」
を選択し、「NATモード」は「シン
グルユーザアクセス」を選択する

8 すでに「複数固定 IPサービス」を選択していた場合は、［複数固定 IP
サービスを無効にした・・・］画面が表示されるので、［OK］をクリッ
クする

9 ［設定］をクリックする

●シングルユーザアクセスモードに設定した場合、「DMZホスティング機能」、「複数固定 IP

サービス」、「UPnP機能」、「PPPoEマルチセッション」との併用はできません。

お知らせ 

1 パソコンを起動する

2 WWWブラウザを起動し、「http://web.setup/」を入力し、クイック
設定Webのページを開く
親機の IPアドレスを入力しても開きます。
（工場出荷時は192.168.0.1です。）

3 ユーザー名に「admin」と入力し、管理者用パスワードを入力する
ユーザー名は、すべて半角小文字で入力してください。
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6-5親機にゲーム機を接続する
応用編

WARPSTARを
活用しよう6

親機のETHERNETポートにゲーム機を接続することができます。

WARPSTARの設定

WARPSTARの設定は、WARPSTARに接続された別のパソコンから行うか、ゲーム
機でWWWブラウザが使用できる場合には、クイック設定Webで設定します。

3-1 子機（WL54AGなど）から無線LAN接続をする（☛ P3-3）
3-3 有線で接続する（☛ P3-42）

■別のパソコンから、らくらくウィザードで設定する

4章　クイック設定WebでWARPSTARの設定を行う（☛ P4-1）

■クイック設定Webで設定する

添付のETHERNETケーブル 

ETHERNETポート 

ゲーム機など 

1 親機のETHERNETポートとゲーム機をETHERNETケーブルで接続
する
ETHERNETポートにカチッと音がするまで差し込み、ケーブルを軽く引いて、ロッ
クがかかっていることを確認してください。
ケーブルによってはあまり強く差し込んだり、強く引っ張ると、接触不良や断線の原
因になる場合があります。

2 ETHERNETポート状態表示LEDが緑点灯することを確認する

●WL11E2（別売り）を子機として使用するとワイヤレスでゲーム機を接続することができ

ます。その場合の設定方法については、WL11E2の取扱説明書をご覧ください。

●子機（WL54TE）にゲームを接続する場合の設定方法については、「ゲーム機

PlayStation 2 用「NetFront for ⊿」でWL54TE の設定を行う場合について」

（☛ P6-34）を参照してください。

R

お知らせ 
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6-6 HUBとして使う
（ルータ機能を停止する）

応用編

WARPSTARを
活用しよう6

本商品では、HUB（ハブ）モードを利用して、既存のLANに無線のアクセスポイントと
して接続したり、ルータタイプのブロードバンドモデムや、下記のような構成でネットワ
ークを拡張することができます。
本モードは「無線HUBモード」と同じです。
本モード設定によりルータ機能が停止し、HUBおよびワイヤレスアクセスポイントと
して動作します。

パソコン 

パソコン 

パソコン 

HUBモード 

E
T
H
E
R
N
E
T
ポ
ー
ト
 

ノートPC

親機 

WL54AG

× ブロードバンド接続ポートは 使用できません 

ADSLルータタイプ 
ブロードバンドモデム WL54TE

パソコン 

●親機をHUBモードに設定すると、全てのルータ機能が利用できなくなります。また、ら

くらくウィザードやクイック設定Webによる各種設定、サテライトマネージャからの親機

同時設定もできなくなります。設定変更する場合は、ブロードバンドモデムの接続を外し

て、ディップスイッチの2を［OFF］にし、HUBモードを解除してから、らくらくウィ

ザードやクイック設定Webで設定を変更してください。

●HUBモードをご利用になる場合は、あらかじめらくらくウィザードやクイック設定Web

で無線通信に関する設定を行った後、HUBモードに変更してください。

●ブロードバンドモデム等を接続する場合はETHERNETポートに接続してください。

（ブロードバンド接続ポートは使用できません。）

お願い 

●外付けルータタイプのブロードバンドモデムと接続する場合で、次のような場合には本商

品のルータ機能を止めて使用するHUB（無線HUB）モードをご利用ください。

・本商品の持つルータ機能を使用しないとき

・ルータ機能を持つ装置を多重した接続になり、回線が持つスループットを十分に引き出

すことができないとき

お知らせ 

6
W
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HUBモード設定

HUBモードを設定するときは次の手順で行います。

無線の設定を変更する場合は、あらかじめクイック設定Webの「詳細設定」－「無
線LAN側設定」でネットワーク名、暗号化などを変更しておきます。（☛ P6-3）
ブロードバンドモデムを接続している場合は、いったん接続を外します。

HUBモードに設定する

2 親機のリセットスイッチを押す

1 親機背面のディップスイッチの2を「ON」にする
つまようじなど先の細いものでディップスイッチを「ON」側に倒してください。

DIP SW
1 
2 
3 
4

ON OFF

ディップスイッチでHUBモードに変更します。

DIP SW2
ON ：HUBモード
OFF：通常モード（初期値）

●ディップスイッチはスイッチの根元に力を加えて切り替えてください。

お願い 

リセット
スイッチ

6-6UBとして使う（ルータ機能を停止する）
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6-6 HUBとして使う（ルータ機能を停止する）

親機とルータタイプのADSLモデムまたはハブを接続します。

1 親機の背面にあるETHERNETポートとルータタイプのADSLモ
デムなどをETHERNETケーブルで接続する
ETHERNETポートにカチッと音がするまで差し込み、ケーブルを軽く引いて、
ロックがかかっていることを確認してください。
ケーブルによってはあまり強く差し込んだり、強く引っ張ると、接触不良や断線
の原因になる場合があります。

4 親機の背面のETHERNETポート状態表示LEDが点灯することを
確認する
ETHERNETポート状態表示LEDが点灯すれば、ADSLモデムは正しく接続さ
れています。

ルータタイプのADSLモデムやハブと接続する

ADSLモデム 

添付のETHERNETケーブル 

ETHERNETポート 

●HUBモードでは、親機背面の一番上にあるブロードバンド接続ポートはご利
用になれません。ETHERNETポートに接続してください。

3 親機のリセットスイッチを押す
電源を入れ直すときは、10秒以上の間隔をあけてください。
※HUBモードから通常モードに戻すには、ディップスイッチの2を「OFF」に
し、リセットスイッチを押します。

2 ADSLモデムの電源を入れる
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6-7 TV電話をする（Windows
Messengerを利用する）

応用編

WARPSTARを
活用しよう6

本商品とパソコンのUPnP（ユニバーサルプラグアンドプレイ）機能を利用して、TV
電話をするなど、パソコンのWindows MessengerやMSN Messengerの次の機能
をご利用になることができます。
○：使用できます。
－：Windows Messangerの機能としてありません。

本商品とパソコン側の設定が必要です。設定方法の詳細については、 「機能詳細ガ
イド」（HTMLファイル）を参照してください。
ただし、本商品の設定は初期値で「使用する」になっていますので、パソコンで、UPnP
の設定をすることで、利用ができます。

※1 Windows XP のみの機能です。
※2 Windows XP 以外のOSではUPnPに未対応であり、また「ファイル転送」の方式は、

MSN Messenger 5.0/Windows Messenger 4.7 の方式とは変更となっているため、ご
利用になれません。

※3 MSN Messenger のみの機能です。
※4 Windows XP でMSN Messenger 5.0利用時のみご利用になれます。R

R

R

機能名
Windows XP-XP

間の通信

R Windows XP-Me
間の通信

R Windows Me/Me
間の通信

R

電話をかける ○

音声チャット ○

ビデオチャット（※1） ○

アプリケーション共有（※1） ○

ホワイトボード（※1） ○

webサイトを共有（※3） ○

リモートアシスタンス
（ファイル転送機能）（※1）

○

ファイル転送 ○

○

○

－

－

－

○

－

○

○

○

－

－

－

利用不可（※2）

－

利用不可（※2）

●UPnP機能は、Windows XPまたはWindows Meのパソコンでのみご利用になれま

す。

●Windows 2000/NT4.0で、MSN Messenger4.6をご使用の場合、「電話をかける」、

「インスタントメッセージ」はご利用になれます。

●「電話をかける」サービスは、別途 ブロードバンド接続事業者とのご契約が必要です。

●フレッツ・ADSLなどのPPPoEが使用できる環境では、PPPoEブリッジ機能を使用す

ることで、1台のパソコンのみで利用ができます。

●ルータタイプのADSLモデムにローカルルータモードで接続している時は、上記の機能は

ご利用になれません。ADSLモデムをPPPoE ブリッジモードに切り替えて本商品を

PPPoEモードに設定するか、本商品を無線HUBモードに設定してお使いください。

R

RR

お知らせ 

※4
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6-8 親機をバージョンアップする
応用編

WARPSTARを
活用しよう6

各種ユーティリティやファームウェアを最新のものにバージョンアップすることによっ
て、親機に新しい機能を追加したり、場合によっては、親機の操作を改善します。
［用語］ファームウェア：本商品を動かすソフトウェアのことです。

ファームウェアやユーティリティをバージョンアップする

AtermStationからダウンロードしてきた最新のファームウェアやユーティリティにバ
ージョンアップします。

●ファームウェアのバージョンアップ中（約2分間）は絶対に本商品の電源を切らないでく

ださい。

●ファームウェアをバージョンアップするときは、現在使用しているユーティリティでバー

ジョンアップしてください。そのあとでユーティリティも最新のものにバージョンアップ

してください。

●お使いの本商品用以外のファームウェアを使ってバージョンアップを行うことはできませ

ん。無理にバージョンアップを行うと、本商品が動作しなくなります。

●バージョンアップを開始する前に、パソコンのすべてのアプリケーションと、タスクトレ

イ（Windows XPの場合は「通知領域」）などに常駐しているアプリケーションを終了

させてください。

R

お願い 

■ファームウェアをバージョンアップする
●自動更新(オンラインバージョンアップ) 
クイック設定Webからファームウェアのバージョンアップを行うことができます。
本商品からインターネットに接続できる必要があります。

1 クイック設定Webを起動する

2 ユーザー名に［admin］と入力し、管理者用パスワードを入力し、「OK」
をクリックする。

3 「メンテナンス」の▼をクリックし、「ファームウェア更新」を選択す
る

（次ページに続く）
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6-8親機をバージョンアップする

5 [更新]をクリックする

6 [OK]をクリックする

7 次の画面が表示されますので、電源
コンセントを取り外さずにそのまま
しばらくお待ちください。

8 次の画面で、最新のファームウェア
バージョンの数字が新しい場合は、
[最新バージョンに更新]をクリック
してください。
バージョンの数字が古い場合はここで終了
です。［閉じる］をクリックして、クイッ
ク設定Webを閉じます。

4 ［自動更新（オンラインバージョン
アップ）］を選択する
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6-8 親機をバージョンアップする

こんなときには？
－POWERランプがずっと赤点滅したままになっている－

●バージョンアップに失敗しています。その場合には、NEC保守サービス受付拠

点へご連絡ください。修理は、すべて持ち込み修理となります。

1 AtermStation（http://１２１ware.com/aterm/）にアクセスする

2 ダウンロードのバージョンアップの項目からお使いの機種とOSを選択
し、［GO］をクリックする

3 内容をよく読んでご利用になるファームウェアやユーティリティをダ
ウンロードする

4 ダウンロードが終了したら、インターネットの接続を切断する

5 ダウンロードしたファイルをダブルクリックする
インストールが始まります。
詳細は、各ユーティリティのセットアップのページやAtermStationの説明をお読
みください。

■ユーティリティとファームウェアをバージョンアップする

9 しばらくすると、クイック設定
Web画面に「ファームウェア更新
中です。1分ほどお待ちください」
と表示されます。
途中で回線が切断される場合があります
が、その時は再度回線を接続してお待ちく
ださい。
●バージョンアップの途中で電源を切らな
いでください。

10 [OK]をクリックする
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6-9 2台目以降のパソコンを
接続する

応用編

WARPSTARを
活用しよう6

あとから子機を増設するには、次の手順で設定を行ってください。

子機を増設する

親機にMACアドレスフィルタリングの設定を行っている場合は、「6-1 セキュ
リティ対策をする」（☛ P6-2）を参照して子機の情報を登録しておいてください。

らくらくウィザードで設定する
「Step2 無線カードのドライバインストールと無線設定」（☛ P3-7、P3-29）
のみ行ってください。
Step3以降は、1台目のパソコンから設定した内容が親機に書き込まれてい
ますので設定の必要はありません。

らくらくウィザードをインストールする（☛ P3-4）

親機との通信状態を確認する（☛ P6-14、P6-21）

増設した子機からのインターネット接続を確認する（☛ P5-2）

●親機に接続できる子機は「8-2 別売オプション」（ ☛ P8-9）やホームページ

AtermStation（「動作検証情報」ー「ワイヤレスLAN製品接続確認情報」）で確認してくだ

さい。

お知らせ 
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6-10 IEEE802.11a専用通信
モードで使う

応用編

WARPSTARを
活用しよう6

本商品では、ワイヤレスLAN通信の初期値がIEEE802.11g+IEEE802.11b通信モ
ードに設定されています。そのため、IEEE802.11a 通信のみに対応した子機
（WL54AC）から通信を行う場合は、クイック設定Webで IEEE802.11aモードに
変更しないと、接続できません。ここでは、クイック設定Webからの変更なしにディ
ップスイッチで、本商品を「IEEE802.11a専用通信モード」に設定する方法を説明
しています。

IEEE802.11a専用通信モードに設定する

3 リセットスイッチを押す
電源を入れ直すときは、10秒以上の間隔
をあけてください。
※ IEEE802.11a専用通信モードから通常
モードに戻すには、親機の電源を切って
からディップスイッチの1を「OFF」に
し、親機のリセットスイッチを押します。

1 親機背面のディップスイッチの1を「ON」にする
つまようじなど先の細いものでディップスイッチを「ON」側に倒してください。

DIP SW
1 
2 
3 
4

ON OFF

ディップスイッチでIEEE802.11a専用通信モードに変更します。

DIP SW1
ON ： IEEE802.11a専用通信モード
OFF：通常モード（初期値）

●IEEE802.11a専用モードになっている場合は、らくらくウィザードやクイック設定Webで

IEEE802.11g+IEEE802.11b通信モード、IEEE802.11g通信モードに設定できません。

●無線LAN接続が正常に終了して本商品の無線モードを IEEE802.11aに設定完了したら、

ディップスイッチでの「IEEE802.11a専用通信モード」は解除してかまいません。

お知らせ 

●ディップスイッチはスイッチの根元に力を加えて切り替えてください。

お願い 

リセット
スイッチ
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ご参考
本商品がうまく動かない、操作しても違う結
果になるなど、お困りのときには本章をお読
みください。

7章　お困りのときには……………………………7-1

8章　付録……………………………………………8-1

• Windows XPは、Microsoft Windows XP Home Edition
operating system および Microsoft Windows XP
Professional operating system の略です。

• Windows Meは、Microsoft Windows Millennium Edition
operating system の略です。

• Windows 2000 Professional は、Microsoft Windows 2000
Professional operating system の略です。

• Windows 98は、Microsoft Windows 98 operating
system の略です。

RRR

RRR

RRR

RR

RRR



7-1

7-1 トラブルシューティング……………………7-2
7-2 親機を再起動する …………………………7-24
7-3 親機を初期化する …………………………7-25
7-4 子機（WL54TE）を初期化する ………7-27
7-5 自己診断 ……………………………………7-29 7

7 お困りのときには

ご参考



パソコンにIPアドレスが設定されていますか？
（確認方法は、P7-6を参照してください）

親機の設定が行えますか？

WWWブラウザ（クイック設定Web）で親機の設定画面が表
示できますか？

らくらくウィザードが使用できますか？

＜ローカルルータモードの場合＞
・WAN側 IPアドレスが正しく表示されていますか？
・クイック設定Webの［情報］－［現在の状態］－［状態表示］
でWAN側 IPアドレスが表示されていますか？

7-2

7-1 トラブルシューティング
ご参考

お困りのときには7

設置に関するトラブル

トラブルが起きたときや疑問点があるときは、まずこちらをご覧ください。
本書の他に、添付CD-ROM収録の電子マニュアル「お困りのときには」で、さまざま
な症状と対策方法を記載しております。本章と合わせてご覧ください。（☛ P前文-17）
該当項目がない場合や、対処をしても問題が解決しない場合は、親機を初期化し
（☛ P7-25）、初めから設定し直してみてください。初期化を行うと本商品のすべての
設定が消去されますのでご注意ください。初期化を行う前に、現在の設定内容を保存し
ておくことができます。（ 機能詳細ガイド）
・設置に関するトラブル ☛ 下記
・ユーティリティに関するトラブル ☛ P7-14
・ご利用開始後のトラブル ☛ P7-20
・添付CD-ROMに関するトラブル ☛ P7-23

どこまで設置、設定できているのか現在の症状をご確認のうえ、その原因と対策をご覧
ください。
親機前面のPOWERランプは点灯していますか？

↓はい
→いいえ
（a参照☛ P7-3）
→いいえ
（b参照☛ P7-3）

→いいえ
（c参照☛ P7-4）

→いいえ
（d参照☛ P7-6）

→いいえ
（e参照☛ P7-7）
→いいえ
（f参照☛ P7-8）

→いいえ
（g参照☛ P7-8）

→いいえ
（h参照☛ P7-9）

→いいえ
（i参照☛ P7-10）

親機背面のブロードバンド接続ポート状態表示LEDは点灯してい
ますか？

↓はい
親機と正しく接続できていますか？

↓はい

↓はい

子機からの
接続の場合

親機と正しく接続されていますか？（らくらくウ
ィザードで「WARPSTARベース（親機）との通
信が確立されていません」「WARPSTARに接続
できませんでした」と表示される場合は正しく接
続されていません）

↓はい

＜PPPoEモードの場合＞
設定後、親機前面のPPPランプが点灯していますか？
※ローカルルータモードの場合は、PPPランプは点灯しません。

↓はい
インターネットに接続できましたか？
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7-1 トラブルシューティング

a.親機前面のPOWERランプが点灯しない

b.親機背面のブロードバンド接続ポート状態表示LEDが点灯しない

症　状 原因と対策

POWERランプが点灯しない 電源が入っていません。
●電源コードが外れている
→電源コードを電源コンセントに差し込んでく
ださい。

●電源コードがパソコンの電源に連動したコン
セントに差し込まれている
→電源はパソコンの電源などに連動したコン
セントではなく、壁などの電源コンセント
に直接接続してください。パソコンの電源
が切れると親機に供給されている電源も切
れてしまいます。

●電源コードが破損していないか確認してくださ
い。破損している場合はすぐに電源コードを
コンセントから外してお買い上げいただいた
販売店やNEC保守サービス受付拠点にご相談
ください。
●親機の電源を切ったあと、すぐに電源を入れ
直さないでください。10秒以上の間隔をあ
けてから電源を入れてください。すぐに電源
を入れると電源が入らないことがあります。

症　状

ブロードバンド接続ポートの状態表示LED
が点灯しない。

原因と対策

●ブロードバンドモデム/回線終端装置の電源が
入っていない。
→ブロードバンドモデム/回線終端装置の電
源を入れて、正しく回線のLINKが確立で
きていることを確認してください。

●親機のブロードバンド接続ポートがブロード
バンドモデムまたは回線終端装置に
ETHERNETケーブルで正しく接続されてい
るか確認してください。
ブロードバンド接続ポートにカチッと音がす
るまで差し込み、ケーブルを軽く引いて、ロ
ックがかかっていることを確認してください。
ケーブルによってはあまり強く差し込んだ
り、強く引っ張ると、接触不良や断線の原因
になる場合があります。

●ETHERNETケーブルの規格が正しいか確認
する
接続に使用しているケーブルが「ETHERNET
ケーブル（カテゴリ－5）」であることを確認
してください。（☛ P8-5）

（次ページに続く）



原因と対策症　状

●子機（WL54AG）からの接続の場合は、サテ
ライトマネージャで無線が正しく通信できて
いるか確認してください（☛ P6-14）。
通信状態が範囲外または使用不可の場合サテ
ライトマネージャの設定を確認してください。

●クイック設定Webなどでモードの変更、接続
先の登録や更新等、ファームウェアのバー
ジョンアップを行った場合などにも、親機が一
時的に機能停止状態になるため、このメッセー
ジが表示される場合があります。

●暗号化キーが親機、子機間で一致していない
親機と子機の設定を確認してください（☛ P6-7、
6-11、6-18、6-25）。

●お使いのパソコンにプロキシが設定されてい
たり、ファイアウォール、ウィルスチェック
等のソフトがインストールされている場合
に、設定ができなかったり通信が正常に行え
ない場合があります。
→ファイアウォールなどの動きによって本商
品との通信に必要なポートが止められてし
まっている可能性があります。
その場合には、次の手順で設定を確認してく
ださい。
①ファイアウォールソフト側で本商品との通
信に必要なポートを空ける
（アドレス：192.168.0.＊、TCPポー
ト番号：23/53/75/80、UDPポート
番号：69/161）

②①で改善しない場合は、ファイアウォール
ソフトを停止またはアンインストールして
ください。

●子機（WL54AG）から接続している場合は、
サテライトマネージャに関する問題（☛ P7-
17）も参照してください。

●親機がHUBモードになっている
親機がHUBモードのときは設定は行えませ
ん。通常モードに戻して設定してください。
（☛ P6-43）

7-4

7-1 トラブルシューティング

らくらくウィザードで「WARPSTARベー
ス（親機）との通信が確立されていません」
または「WARPSTARに接続できませんで
した」と表示されている

c.らくらくウィザードで「WARPSTARベース（親機）との通信が確立されていませ
ん」または「WARPSTARに接続できませんでした」と表示されている

原因と対策症　状

●本商品のブロードバンド接続ポートと本商品
の ETHERNET ポート（PC1）を添付の
ETHERNETケーブルで接続してみる。
ポート状態表示LEDが
点灯する場合
親機は、問題ありません。
ブロードバンドモデム/回線接続装置が故
障している可能性があります。

点灯しない場合
親機を初期化してみてください。
それでも解決しない場合は親機の故障の
可能性があります。最寄りのNEC保守
サービス受付拠点（☛ P8-13）へお問
い合わせください。

ブロードバンド接続ポートの状態表示LED
が点灯しない。
（つづき）



7-5

7
お
困
り
の
と
き
に
は

7-1 トラブルシューティング

親機とワイヤレス子機間の電波状態が悪い ●電波の届く範囲まで子機を移動したり、親機
や子機の向きをかえたりして電波状態を確認
してください。

●別売りのワイヤレス LAN 外部アンテナ
（W L 5 4 A G 用）（P A - W L / A N T 3）
〔121ware（http://121ware.com/）で購
入可能〕をご使用ください。ただし、周囲の
電波状況や壁の構造（鉄筋壁、防音壁、断熱
壁）などにより、改善状態は異なります。
（改善できないこともあります。）

原因と対策

●バルーンは一度表示されると消えてしまう場合
があります。その場合は、ワイヤレスネットワ
ーク接続のアイコンを右クリックして「利用で
きるワイヤレスネットワークの表示」をクリッ
クすると、設定を行うことができます。

●子機のドライバが正しくインストールされて
いない場合があります。
次の手順でいったんドライバを削除してか
ら、もう一度ドライバをインストールしてく
ださい。
①らくらくウィザードの「各種ドライバの設
定と削除」をクリックする

②「各種ドライバのアンインストール」をク
リックする

③画面の指示に従って、アンインストールを
行う

④らくらくウィザードの「各種ドライバの設
定と削除」－「各種ドライバのインストー
ル」をクリックする

⑤画面の指示に従ってドライバをインストー
ルする

Windows XPのワイヤレスネットワーク
の設定で、通知領域に「ワイヤレスネット
ワーク接続」のバルーンが表示されない。

R

症　状

子機（WL54TE）のPOWERランプが点灯
しない

電源が入っていません。
●ACアダプタ（電源プラグ）が外れている
→ACアダプタ（電源プラグ）を電源コンセ
ントに差し込んでください。

●ACアダプタ（電源プラグ）がパソコンの電源
に連動したコンセントに差し込まれている
→電源はパソコンの電源などに連動したコン
セントではなく、壁などの電源コンセント
に直接接続してください。パソコンの電源
が切れるとWL54TEに供給されている電
源も切れてしまいます。

●ACアダプタ（電源プラグ）が破損していな
いか確認してください。破損している場合は
すぐにACアダプタ（電源プラグ）をコンセ
ントから外してお買い上げいただいた販売店
やNEC保守サービス受付拠点にご相談くだ
さい。

子機（WL54TE）のAIRランプが点滅しな
い

●親機とWL54TEとの間の無線状態が悪い場
合があります。親機とWL54TEを近づけて
みてください。
また、親機とWL54TEが近すぎても通信で
きない場合があります。この場合は1m以上
離してご使用ください。

●設定に誤りがある場合があります。
※どうしても動作しない場合は、初期化して最
初から設定し直してください。（☛ P7-27）
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d.パソコンにIPアドレスが設定されていない

パソコンのIPアドレスが「192.168.0.XXX」
に設定されていない

●パソコンの設定で「IPアドレスを自動取得す
る」もしくは「DHCPサーバを参照」になっ
ていることを確認してください。
パソコンの IPアドレスが自動的に設定される
ためには、パソコンよりも本商品の方が先に
起動されて装置内部の処理が完了している必
要があります。下記のどちらかの方法で確認
してください。
a. パソコンの電源を切り、再度パソコンの電
源を入れる
起動後、bの手順で再度パソコンのアドレ
スを確認する。

b. 次の手順で IPアドレスを取り直す
＜Windows XPの場合＞
①［スタート］－［すべてのプログラム］－
［アクセサリ］－［コマンドプロンプト］を
クリックする

②「ipconfig /renew」と入力して、［Enter］
キーを押す

③IPアドレスが「192.168.0.XXX」になる
ことを確認する

＜Windows Meの場合＞
①［スタート］－［ファイル名を指定して実行］
をクリックする

②「winipcfg」と入力して［OK］をクリックす
る

③Ethernetアダプタ情報のプルダウンウィン
ドウから、使用しているEthernetアダプタ
名を選択する

④［解放］をクリックして、IP アドレスが
「0.0.0.0」になっていることを確認します。
「IPアドレスはすでに解放しています」と表
示されたときは［OK］をクリックする

⑤［書き換え］をクリックして、IPアドレスが
「192.168.0.XXX」になることを確認する
＜Windows 2000 Professionalの場合＞
①［スタート］－［プログラム］－［コマンドプ
ロンプト］をクリックする

②「ipconfig /renew」と入力して［Enter］
キーを押す

③IPアドレスが「192.168.0.XXX」になる
ことを確認する

R

R

R

症　状 原因と対策
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症　状

WWWブラウザ画面のアドレスに
「http://web.setup/」と入力してもクイッ
ク設定Webが表示されない

原因と対策

●プロキシの設定をしていませんか
→プロキシの設定をしている場合、受付が拒
否されます。

Internet Explorerの場合以下の設定を行っ
てください。
①［ツール］－［インターネットオプショ
ン］－［接続］－［LANの設定］の順に
クリックする

②［プロキシサーバーを使用する］の［詳
細 設 定 ］ を ク リ ッ ク し て 、 例 外 に
「web.setup」を入れる

●代わりにIPアドレスを入れても表示できます。
親機の IP アドレスが工場出荷時の場合は
「http://192.168.0.1」です。
IPアドレスを変更している場合は、変更した
値を入力してください。

●お使いのパソコンにプロキシが設定されてい
たり、ファイアウォール、ウィルスチェック
等のソフトがインストールされている場合
に、設定ができなかったり、通信が正常に行
えない場合があります（☛ P1-15、P1-21）。

WWWブラウザで親機にアクセスすると、ユ
ーザー名と管理者用パスワードを要求される

●WWWブラウザで親機にアクセスすると、ユー
ザー名と管理者用パスワードを要求されます。
→ユーザ名には、［admin］を入力してくだ
さい。パスワードには、WWWブラウザで
親機に一番最初にアクセスした際に、登録
したパスワードを入力してください。

ただし、らくらくウィザードから親機に対し
て、パスワードを登録した場合は、そのパス
ワードを入力してください。

●JavaScript が無効に設定されている
→WWWブラウザの設定でJavaScript を
有効に設定してください（☛ P1-22）。

複数固定 IPサービスをご利用の場合、グローバ
ル IPアドレスを割りつけたパソコンから本商品
を設定するには「http://web.setup/」と入力し
てもクイック設定Web画面は開きません。Web
ブラウザのアドレスに、接続事業者またはプロバ
イダから割りあてられた本商品のグローバル IP
アドレス（例えばhttp://200.200.200.1/）
を入力してください。

R

R

e.WWWブラウザで親機の設定画面が表示されない（クイック設定Webが起動しない）

親機のクイック設定Webが開かない

ETHERNETポートにパソコンを接続している場
合は、IPアドレスの取得がうまくいっていないこ
とが考えられます。パソコンの IPアドレスを自
動取得に設定してみてください（☛ P1-16）。

（次ページに続く）



症　状 原因と対策

7-8

7-1 トラブルシューティング

f.らくらくウィザードが使用できない

らくらくウィザードの［Step2 無線カー
ドのドライバインストールと無線設定］が正
常に終了しない（☛ P3-7、P3-29、P3-
46）

パソコンのネットワークの設定が正しくされ
ていない

「パソコンのネットワークの確認」の手順で設定
を確認してください（☛ P1-16）。
ETHERNETポートにパソコンを接続している
場合は、IPアドレスの取得がうまくいっていな
いことが考えられます。パソコンの IPアドレス
を自動取得に設定してみてください。
子機から接続している場合は、P7-4らくらく
ウィザードで「親機との通信が確立されていま
せん」または「WARPSTARに接続できません
でした」と表示されているの原因と対策を参照
してください。

g.PPPoEモードで親機前面のPPPランプが点灯しない

PPPランプが点灯しない ●パソコンからWWWブラウザ等でインター
ネットにアクセスしてください。
PPPoEモードの場合、インターネットへ通
信が開始された時点でPPPランプが点滅し、
しばらくして点灯に変わります。

症　状 原因と対策

PPPランプが速い点滅をしている ●ブロードバンドモデム/回線終端装置のWAN
側が接続されていることを確認してくださ
い。ADSLモデムをご使用の場合、ADSLリ
ンクが確立していることを確認してくださ
い。
NEC製のADSLモデムをご使用の場合はモ
デム前面のLINEランプが点灯します。LINE
ランプが点滅している場合はADSLモデムの
取扱説明書を参照して対策してください。
対策後、パソコンからWWWブラウザ等でイ
ンターネットにアクセスしてください。
PPPoEモードの場合、インターネットへ通
信が開始された時点でPPPランプが点滅し、
しばらくして点灯に変わります。

PPPランプが遅い点滅、速い点滅を繰り返
している

●本商品に登録した接続ユーザー名、接続パス
ワードとプロバイダ等から送られてくる接続
ユーザー名、接続パスワードが正しいことを
確認してください。
接続ユーザー名、接続パスワードについては
ご契約のプロバイダへお問い合わせくださ
い。

●接続ユーザー名、接続パスワードが間違って
いる
一般的に下記が区別されますのでご注意くだ
さい。
接続ユーザー名（ログイン名）：半角、全角
パスワード：半角、全角、大文字、小文字

をあわせてください。
接続ユーザー名＠XXXX.ne.jpと入力するの
が一般的です。
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7-1 トラブルシューティング

h.WAN側 IPアドレスが正しく表示されない

クイック設定Webの状態表示でWAN側 IP
アドレスが表示されない

●ブロードバンドモデム/回線終端装置がWAN
側に接続されていることを確認してくださ
い。
ADSLモデムをご使用の場合、ADSLリンク
が確立していることを確認してください。

●ブロードバンドモデム/回線終端装置の電源
が入っているか確認してくだい。

●接続事業者から指定された IPアドレス情報が
正しく設定されているか確認してください。
らくらくウィザード（☛ P3-20、P3-39、
P3-51）
クイック設定Webの「基本設定」－「接
続設定」（☛ P4-6）

●ブロードバンドモデム/回線終端装置の設定
が合っているか確認してください。動作モー
ドが PPPoE ブリッジモードの場合は
WARPSTARの動作モードはPPPoEモード
でご使用ください。

●他のブロードバンドルータやパソコンに接続
していたブロードバンドモデムを本商品に接
続し直して通信しようとしている場合、ブロ
ードバンドモデムの機種によっては、過去に
接続したルータやパソコンのMACアドレス
と本商品のMACアドレスが一致しないと通
信できない場合があります。この場合は、ブ
ロードバンドモデムの電源を一旦切って、
20～30分後に電源を入れ直すことで回避
できる場合があります。

●本商品WAN側の IPアドレスが正しく取得で
きないことがありますので、クイック設定
Webの［情報］－［現在の状態］で［IP解
放］をクリックしてから［IP 取得］をク
リックして IPアドレスを更新してください。

●CATV接続事業者によってはドメイン名やホ
スト名を本商品に入力しないと接続できない
場合があります。
接続事業者に確認してクイック設定Webの
［接続先設定］からドメイン名やホスト名を
入力してください。

●CATV接続事業者によってはゲートウェイや
ネームサーバを本商品に入力しないと接続で
きない場合があります。
接続事業者に確認してクイック設定Webの
［接続先設定］からゲートウェイやネームサー
バを入力してください。

●CATV接続事業者によっては本商品のMAC
アドレスを申請する必要があります。
親機のMACアドレスを申請してください。

症　状 原因と対策

（次ページに続く）
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症　状 原因と対策

インターネット接続中に回線が切断される ●PPPoEモードの場合、無通信監視タイマで自
動切断される場合があります。
無通信監視タイマはクイック設定Web の
［接続先設定］の［接続先の切断］で設定で
きます。

外付けルータタイプADSLモデムを接続し
てADSL接続できない

●WAN側 IPアドレスが正しく設定されていな
い場合、ブロードバンド接続できません。
→クイック設定Webの「情報」の「現在の
状態」で「WAN側 IPアドレス」を確認し
てください。

IPアドレスが表示されていない場合は、［IP
取得］ボタンを選択し、IPアドレスが正しく
表示されていることをご確認ください。
［IP取得］でも IPアドレスが表示されない場
合は、ADSLモデムがエラー表示していない
か、または親機背面のブロードバンド接続ポ
ート状態表示LEDが緑点灯しているか確認
してください。

●外付けルータタイプADSLモデムの接続設定
ができていない。
ADSL モデムが親機と同じ IP アドレス
192.168.0.1になっている可能性があります。
→次の手順で、IPアドレスが同じであること
を確認したあとで、LAN側の IPアドレス
を変更します。

(1) IPアドレスを確認します。
WAN側：クイック設定Webの「情報」の
「現在の状態」で「WAN側 IPアドレス」が
"0.0.0.0"になっている

(2) IPアドレスを変更します。
クイック設定Webの「詳細設定」の「LAN
側設定」で「IPアドレス」を"192.168.2.1"
など下から2桁目を変更して、［OK］ボタン
をクリックします。
パソコンを再起動します。

i.インターネットに接続できない
●ADSL接続に関するトラブル

ダイヤルアップ接続のウィンドウが開いてくる ●WWWブラウザやメールソフトの設定が、
LAN接続の設定になっていない。
→LAN接続の設定になっているかどうかを
確認してください（☛ P1-21）。
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●ユーザ IDとパスワードが間違っている
→ADSLインターネット接続のユーザ IDは、
「*******@biglobe.ne.jp」のように@以下
のプロバイダのアドレスまですべて入力す
るのが一般的です。プロバイダからのユー
ザ IDとパスワードを再確認して正しく設
定してください。

●使用する親機の動作モードは正しいですか。
→外付けADSLモデムに接続して使用する
場合、お使いのADSLモデムによって本
商品の動作モードが異なります。あらかじ
めADSLモデムのタイプを確認してくだ
さい。

●パソコンに、ADSLモデムに添付されていた
PPPoE接続専用ソフトを入れたまま、それ
を使用していませんか。または、Windows
XPのPPPoE機能を使用していませんか。
→パソコンの PPPoE 機能を使用すると
ADSLサービスによっては、パソコンを１
台しか接続できません。複数のパソコンを
同時に接続できるADSLサービスを契約
せずに、同時に2台以上接続したい場合は、
ADSLモデム用のPPPoE接続専用ソフト
ウェアをパソコンからアンインストールし
たり、Windows XPのPPPoE機能の
使用は止めて、再度、本商品のユーティリ
ティで設定し直してください。

●フレッツ・ADSL接続後、電源のON/OFF
などで、異常終了した場合、本商品の再起動
において、一定時間（最大で5分間程度）接
続できない場合があります。一定時間経過後
再接続してください。

R

R

症　状 原因と対策

外付けルータタイプADSLモデムを接続し
てADSL接続できない（つづき）

●次の手順で親機をHUBモードに設定して接
続できるか確認してください。
①親機の電源を切る
②親機のブロードバンド接続ポートとADSL
モデムを接続しているケーブルを外す

③ディップスイッチの2をONにする
④親機の電源を入れる
⑤親機のETHERNETポートとADSLモデ
ムを接続する

これでも ADSL 接続ができない場合は、
ADSLモデムのサポート窓口にADSLモデ
ムの設定をお問い合わせください。

ADSL（PPPoE）接続できない

●IPアドレス、DNSネームサーバアドレスが
間違っている。
→自動取得できないプロバイダの場合、プロ
バイダから指定された IPアドレスやDNS
ネームサーバアドレスを接続先の設定画面
で入力してください。

ADSL（PPPoE）接続に成功してもホーム
ページが開けない

●ADSLモデムをブロードバンド接続ポートに
接続していませんか。
HUBモードではブロードバンド接続ポート
は使用できません。

HUBモードで使用しているが、インターネッ
ト接続できない

（次ページに続く）
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●CATV接続に関するトラブル

CATVインターネット接続に失敗する ●回線側の IPアドレスが取得できていない。
→クイック設定Webの「情報」の「現在の
状態」で「WAN側 IPアドレス」を確認し
てください。正しく IPが取得できていな
い場合は、いったん「IP解放」をクリック
してから「IP取得」をクリックして IPア
ドレスを正しく更新してください。

●他のブロードバンドルータやパソコンに接続
していたCATVケーブルモデムを本商品に接
続し直して通信しようとしている。
→CATVケーブルモデムの機種によっては、
過去に接続したルータやパソコンのMAC
アドレスを記憶して、このMACアドレス
が一致しないと通信できない場合がありま
す。この場合は、CATVケーブルモデムの
電源をいったん切って、20分ほど待って
から電源を入れ直すことで回避できる場合
があります。

●CATV 接続事業者によっては、本商品の
MACアドレスを申請する必要があります。
親機のMACアドレスを申請してください。

CATVインターネット接続に成功してもホー
ムページが開けない

●ドメイン名、ホスト名が指定されていない。
→CATV事業者によってはドメイン名やホス
ト名を入力しないと接続できない場合があ
ります。事業者に確認して「クイック設定
Web」の［基本設定］－［接続先設定］ま
たは、らくらくウィザード（☛ P3-20）
でドメイン名やホスト名を入力してくださ
い。

●ゲートウェイ、DNSネームサーバが指定さ
れていない。
→CATV事業者によってはゲートウェイや
DNSネームサーバを入力しないと接続でき
ない場合があります。事業者に確認して
「クイック設定Web」の［基本設定］－
［接続先設定］または、らくらくウィザー
ド（☛ P3-20）からゲートウェイやネー
ムサーバを入力してください。
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WAN側IPアドレスが取得できない

しばらくすると回線が切断され、WAN側 IP
アドレスが、「0.0.0.0」になってしまう

●ブロードバンド接続ポート状態表示LEDが
点灯しているか確認してください。

●WAN側 IPアドレスが正しく設定されていな
い場合、ブロードバンド接続がエラー終了し
ます。
→クイック設定Webの「情報」の「現在の
状態」で「WAN側 IPアドレス」をご確認
ください。

IPアドレスが表示されていない場合は、［IP
取得］ボタンを選択し、IPアドレスが正しく
表示されていることをご確認ください。
［IP取得］でも IPアドレスが表示されない場
合は、CATVケーブルモデムがエラー表示し
ていないか、または親機背面のブロードバン
ド接続ポート状態表示LEDが緑点灯してい
るか確認してください。
→CATV接続事業者によっては、ルータから
のIPアドレス取得の要求があるとIPアドレ
スがクリアされてしまう場合があります。
クイック設定Web「接続先設定」で「IP
アドレスの自動取得」の「要求する」のチ
ェックを外します。

●CATVケーブルモデムが親機と同じ IPアド
レス192.168.0.1になっている可能性があ
ります。
→次の手順で、IPアドレスが同じか確認した
あとで、LAN側の IPアドレスを変更しま
す。

（1）IPアドレスを確認します。
WAN 側：クイック設定 Web の「情
報」－［現在の状態］の［WAN側 IPアド
レス］が"0.0.0.0"になっている

（2）IPアドレスを変更します。
クイック設定 Web の「詳細設定」の
「LAN 側設定」で「IP アドレス」を
"192.168.2.1"など下から2桁目を変更
して、［OK］ボタンをクリックします。
パソコンを再起動します。
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Windows XP/2000で、らくらくウィザー
ドがインストールできない

R ●Administrator権限のあるユーザでログオン
していない。
→「Administrator」権限のあるユーザでロ
グオンしてください。「Administrator」
権限のないユーザではインストールが行え
ません。

らくらくウィザードのメニューボタンに押せ
ないものがある

●親機の電源が入っていない。
→親機の電源が入っているか確認してくださ
い。

●インストール時の設定が完了されていない場
合は、一部のボタンは使えません。
ドライバのインストールが正しく行われてい
ない場合は、最初に「ドライバのアンインス
トール」を実行して古いドライバを削除して
から、らくらくウィザードを起動してドライ
バのインストールと基本の設定をやり直して
ください。

●らくらくウィザードに関する問題

●親機との接続ができていません。C.らくらく
ウィザードで「WARPSTARベース（親機）
との通信が確立されていません」または
「WARPSTARに接続できませんでした」と
表示されている（☛ P7-4）を参照して親機
との接続を確認してください。

らくらくウィザードの「システムの状態」で
「WARPSTARベースとの接続状態」が「確
立されていません」と表示される

ユーティリティに関するトラブル
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らくらくウィザードの「システムの状態」で
「サテライト（WL54AG）ドライバ」が
「正しくインストールされていない」と表示
される

●子機（WL54AG）のドライバが正しくイン
ストールされていません。
次の手順でいったんドライバを削除してか
ら、もう一度ドライバをインストールしてく
ださい。
①らくらくウィザードの「各種ドライバの設定
と削除」をクリックする

②「各種ドライバのアンインストール」をクリ
ックする

③画面の指示に従って、アンインストールを行
う

④らくらくウィザードの「各種ドライバの設定
と削除」－「各種ドライバのインストール」
をクリックする

⑤画面の指示に従ってドライバをインストール
する

●上記の手順でも正しくインストールされない
場合は、次の手順で再インストールしてくだ
さい。
〈Windows XPの場合〉
①［スタート］－［コントロールパネル］をク
リックする

②［パフォーマンスとメンテナンス］をクリッ
クする

③［システム］アイコンをダブルクリックする
④［ハードウェア］タブをクリックする
⑤［デバイスマネージャ］をクリックする
⑥［ネットワークアダプタ］をダブルクリック
する

⑦［NEC AtermWL54AG（PA-WL/54AG）］
を右クリックし、［プロパティ］を表示する

⑧［全般］タブで［ドライバの再インストール］
をクリックする

以降は、「機能詳細ガイド」の「子機の使い方」
「ドライバのインストール」を参照して再インス
トールを行ってください。

〈Windows Meの場合〉
①［スタート］－［設定］－［コントロールパ
ネル］をクリックする

②［システム］アイコンをダブルクリックする
③［デバイスマネージャ］タブをクリックする
④［ネットワークアダプタ］をダブルクリック
する

⑤［NEC AtermWL54AG（PA-WL/54AG)］
を右クリックし、［プロパティ］を表示する

⑥［全般］タブで［ドライバの再インストール］
をクリックする

以降は、「機能詳細ガイド」の「子機の使い方」
「ドライバのインストール」を参照して再インス
トールを行ってください。

R

R

（次ページに続く）
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バージョンアップに失敗して、親機のPOWER
ランプが赤点滅している

●フラッシュROMに書かれているプログラム
（ファームウェア）が消えています。
→NEC保守サービス受付拠点にご連絡くだ
さい。修理はすべて持ち込み修理となりま
す（☛ P8-13）。

管理者用パスワードを忘れてしまった ●親機を工場出荷状態に初期化してください。
この場合、設定した値はすべて初期値に戻っ
てしまいます（☛ P7-26）。
ただし、クイック設定Webの［メンテナン
ス］－［設定値の保存＆復元］で以前の設定
値をファイルに保存してあると簡単に復旧さ
せることができます。設定変更する場合は設
定値を保存しておくことをお勧めします。
（ 機能詳細ガイド）

本商品のバージョンを確認したい クイック設定Webで確認することができます。
「情報」の「現在の状態」の「ファームウェア
バージョン」で確認します。

症　状 原因と対策

●親機のクイック設定Webに関する問題

［設定］ボタンを押しても、状態が反映されない ●登録ボタンを押していない
→各設定項目において、設定ボタンを押して
も状態は反映されません。

左側フレーム内の［登録］ボタンを押し、親
機を再起動する必要があります。

〈Windows 2000 Professionalの場合〉
①［スタート］－［設定］－［コントロールパ
ネル］をクリックする

②［システム］アイコンをダブルクリックする
③［ハードウェア］タブをクリックする
④［デバイスマネージャ］をクリックする
⑤［ネットワークアダプタ］をダブルクリック
する

⑥［NEC AtermWL54AG（PA-WL/54AG）］
を右クリックし、［プロパティ］を表示する

⑦［全般］タブで［ドライバの再インストール］
をクリックする

以降は、「機能詳細ガイド」の「子機の使い方」
「ドライバのインストール」を参照して再インス
トールを行ってください。

Rらくらくウィザードの「システムの状態」で
「サテライト（WL54AG）ドライバ」が
「正しくインストールされていない」と表示
される
（つづき）

症　状 原因と対策
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症　状 原因と対策

子機
（WL54AG）
が使えない

［サテライトマネージャ］
アイコンが使える状態
（青表示）にならない
通信状態が「範囲外」と
なる

●親機の電源が入っているか確認してください。
●親機の拡張カードスロットに無線LANカー
ドが入っているか、しっかり奥まで挿入され
ているかを確認してください。

●通信モードがあっているか確認してください。
親機との通信は「アクセスポイント通信」で
使用します。

※通信モードはサテライトマネージャのアイコ
ンを右クリックし、「プロパティ」を選択し
て、「ネットワーク一覧」で「ネットワーク
名」をクリックし、［設定］をクリックして
確認します。

●ネットワーク名（ESS-ID）があっているか
確認してください。
親機の設定値は、クイック設定Webの「詳
細設定」－「無線LAN側設定」内の「アク
セスポイント設定」で確認できます。

※親機の出荷時設定は、WARPSTAR-xxxxxx
（xxxxxxはMAC アドレスの下6桁）です。
●通信モードが「パソコン間通信」の場合は、チャ
ネル番号が一致しているか確認してください。

※通信モードはサテライトマネージャのアイコ
ンを右クリックし、「プロパティ」を選択し
て、「ネットワーク一覧」で「ネットワーク
名」をクリックし、「設定」をクリックして
確認します。

●親機との距離が離れすぎていないか確認して
ください。

●サテライトマネージャに関する問題

（次ページに続く）

NetFront for⊿を使ってクイック設定Web
の設定ができない

WWWブラウザの設定画面が表示されない

●NetFront for⊿を使ってクイック設定Web
で設定を行えるのは、「4-2 インターネット
接続のための基本設定」のみです。それ以外
の設定は正しく動作しない場合があります。

●パソコンの IPアドレスアドレスが正しく設定
されているか確認してください。（☛ P1-16）
すでにWL54TE が、無線 LAN 等により
DHCPサーバの存在するネットワークに接続
されている場合は、WL54TEの IPアドレス
がDHCPにより変わってしまっている可能
性があります。この場合は、ネットワーク内
のDHCPサーバ（ルータやADSLモデム等）
の電源を切り、再起動したうえだ設定をして
ください。DHCP サーバがない状態で
WL54TEを再起動するとWL54TEの IPア
ドレスは工場出荷時の設定（192.168.0.
205）に戻ります。

●親機が再起動しているためです。
→［登録］ボタンを押すと、親機が再起動する
ため、「ページが表示できません」と表示さ
れますが、異常ではありません。WWWブ
ラウザを終了し、再度、WWWブラウザを
起動してください。

［登録］ボタンを押した後に、「ページを表示
できません」と表示される

症　状 原因と対策
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ネットワーク名を忘れて
しまった

●有線LAN（ETHERNETポート）のパソコンか
ら、クイック設定Webの［詳細設定］－［無
線 LAN 側設定］で設定し直してください
（☛ P6-3）。
●サテライトマネージャ「プロパティ」の「ネッ
トワーク一覧」で「スキャン」をクリックして
親機を検索してください。ネットワーク名とア
クセスポイント名で本体を識別できます。

●本体背面のディップスイッチ設定による初期化
（工場出荷状態に戻す）をしてください
（☛ P7-26）。出荷時のネットワーク名の設定
は「WARPSTAR-xxxxxx」になっています
（xxxxxxは本体側面のMACアドレスの下6
桁）です。

［サテライトマネージャ］
は使える状態（青表示）
になるが親機に接続でき
ない

●データ保護を有効にしている場合は、親機と
暗号化キーが一致しているか確認してくださ
い（☛ P6-7、6-11、6-18）。

●W i n d o w s X P をご利用の場合は、
［Windows XPのワイヤレスネットワーク
設定を無効にする］設定になっていることを
確認してください（☛ P6-16）。

R

R

子機
（WL54AG）
が使えない
（つづき）

［サテライトマネージャ］
アイコンが使える状態
（青表示）にならない
通信状態が「範囲外」と
なる

●子機のランプのつき方（☛ P1-11、P1-12）
を確認してください。
消灯している場合は子機が親機を正しく認識
していません。らくらくウィザードの［イン
ストール時の設定］－［Step2 無線カード
のドライバインストールと無線設定］で親機
との通信の設定をやり直してください。

●コードレス電話機や電子レンジなどの電波を
放射する装置との距離が近すぎると通信速度
が低下したり、データ通信が切れる場合があ
ります。
→お互いを数メートル以上離してお使いください。

●サテライトマネージャに関する問題

症　状 原因と対策
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7-1 トラブルシューティング

症　状

子機
（WL54AG）
が使えない
（つづき）

原因と対策

「ネットワークの参照」で
親機がみつからない ●電波状態により「ネットワークの参照」で親

機の電波を検出できない場合があります。こ
のような場合は、［新規登録］で直接ネットワ
ーク名（ESS-ID）を入力してください。

●クイック設定Webの［詳細設定］－［無線
LAN 側設定］の「子機の接続制限」で
「ESS-IDステルス機能」を「使用する」に設
定している場合は、「ネットワークの参照」
に応答しません。
［新規登録］で直接ネットワーク名（ESS-
ID）を入力してください。ETHERNET接続
のパソコンから「子機の接続制限」を外して、
「ネットワークの参照」で検索してください。
●子機のドライバが正常に組み込まれていない
ことが考えられます。ドライバをいったんア
ンインストールしたあと、再度インストール
してみてください。

●Ethernetインタフェースを搭載したパソコ
ンの場合、LANカードまたはLANボードの
機能を停止させないと子機のドライバが正し
くインストールされない場合があります。
LANカードまたはLANボードの機能を停止
させてから、らくらくウィザードの設定を行
ってください（☛ P3-14、3-15）。

データ保護設定（暗号化）
のキーを忘れてしまった

●有線LAN（ETHERNETポート）に接続した
パソコンから、クイック設定Webの［詳細
設定］－［無線LAN側設定］で設定し直し
てください（☛ P6-3）。

●親機を工場出荷状態に戻してください。暗号
化がすべてクリアされます（☛ P7-25）。

無線状態が良好なのに
通信できない

●「無線状態が良好なのに通信できない」
（☛ P7-22）を参照してください。
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7-1 トラブルシューティング

時々通信が切れる ●ブロードバンドモデム側のトラブルシューティ
ングをご確認ください。特にADSLモデムに
接続の場合はノイズ環境により左右されます。

症　状 原因と対策

●［OK］をクリックして次の手順で IPアドレ
スを取り直してください。なお、このエラー
が表示された場合、もう一台のパソコンで同
様のエラーが表示されることがあります。そ
の場合はエラー表示されたすべてのパソコン
で下記の手順を行って IPアドレスを再取得し
てください。

＜IPアドレスの再取得＞
＜Windows XPの場合＞
①［スタート］－［すべてのプログラム］－
［アクセサリ］－［コマンドプロンプト］を
クリックする

②「ipconfig /renew」を入力して［Enter］
キーを押す

③IPアドレスが「192.168.0.xxx」になるこ
とを確認する

＜Windows Me/98の場合＞
①［スタート］－［ファイル名を指定して実行］
をクリックする

②「winipcfg」を入力して［OK］をクリック
する

③Ethernetアダプタ情報のプルダウンウィン
ドウから使用しているアダプタ名を選択する

④［解放］をクリックして、IP アドレスが
「0.0.0.0」になることを確認する
「IPアドレスはすでに解放しています」と表
示されたときは、［OK］をクリックして⑤へ
進んでください。

⑤［書き換え］をクリックして、IPアドレスが
「192.168.0.xxx」になることを確認する
＜Windows 2000 Professionalの場合＞
①［スタート］－［プログラム］－［コマンドプ
ロンプト］をクリックする

②「ipconfig /renew」を入力して［Enter］
キーを押す

③IPアドレスが「192.168.0.xxx」になるこ
とを確認する

R

R

R

ご利用開始後のトラブル

途中から通信速度が遅くなった
通信が切断されることがある
使用可能状態において突然「IP アドレス
192.168.0.xxx は、ハードウェアのアド
レスが....と競合していることが検出されま
した。」というアドレス競合に関するエラー
が表示された
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7-1 トラブルシューティング

前回はできたのにインターネット接続ができ
ない
（PPPoEモード、ローカルルータモード共
通）

●本商品の電源を切ったあと、すぐに電源を入
れないでください。
10秒以上の間隔をあけてから電源を入れて
ください。
パソコンに IPアドレスが自動的に設定される
ためには、パソコンよりも本商品の方が先に
電源が立ち上がって装置内部の処理が完了し
ている必要があります。
下記のどちらかの方法で確認してください。
a. パソコンの電源を切り、再度パソコンの電
源を入れる
起動後、前ページを参照して再度パソコン
のIPアドレスを確認してください。

b. 前ページの「IPアドレスの再取得」を行っ
てください。

症　状 原因と対策

前回はできたのにインターネット接続ができ
ない
（PPPoEモードの場合）

●ブロードバンドモデム/回線終端装置の電源が
入っていることを確認してください。

●ADSLモデムの場合、ADSLリンクが確立し
ていることを確認してください。

前回はできたのにインターネット接続ができ
ない
（ローカルルータモードの場合）

●ブロードバンドモデム/回線終端装置の電源が
入っていることを確認してください。

●ブロードバンドモデム/回線終端装置と本商品
の電源投入順序によっては本商品のWAN側
IPアドレスが正しく取得できないことがあり
ますので、クイック設定Webの［情報］－
［現在の状態］で［IPの解放］をクリックし
てから［IP取得］をクリックして IPアドレ
スを更新してください。

本商品が正常に動作しないが、原因がわから
ない

●設定に誤りがある場合があります。
どうしても動作しない場合は、購入時の状態
に戻し、最初から設定し直してください。

無線状態が良好なのに速度がでない ●近くに隣接する無線チャネルを使っている人がいる
→無線チャネルを確認して、別のチャネルに
変更してください。

●ETHERNETポートに接続したパソコンから
「使用チャネル」の番号を変更してください。
→クイック設定Web を起動して［詳細設
定］－［無線LAN側設定］内の「アクセ
スポイント設定」の「使用チャネル」の番
号を変更します。
設定値の目安として、無線動作モードが
IEEE802.11g、IEEE802.11g+bモー
ドの場倍、他の無線設備が使用しているチ
ャネルから3チャネル以上空けるようにし
てください。
・無線動作モード IEEE802.11g+bモード
の場合：設定値1～13
・無線動作モード IEEE802.11aモードの
場合：設定値34,38,42,46

●親機と子機が近すぎる
→子機（WL54AG）の場合はサテライトマ
ネージャで「送信出力」を下げてみてくだ
さい。（☛ P6-12）
その場合、遠くにある子機から接続しにく
くなります。
→1m以上離してください。

（次ページに続く）
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症　状 原因と対策

7-1 トラブルシューティング

無線状態が良好なのに通信できない ●〈IPアドレスの再取得〉（☛ P7-20）を参照
して、IPアドレスが取得できるか確認してくだ
さい。

●固定 IPアドレスでお使いの場合は、親機と子
機に接続しているパソコンのネットワーク体
系を一致させてください。
（例：親機が192.168.0.1のとき、子機は
192.168.0.X）

●LANカードまたは、LANボードの機能を停
止させてください（☛ P3-14、3-15）。

本商品のバージョンを確認したい ●次の方法で確認できます。
・クイック設定Web「情報」－「現在の状
態」の「ファームウェアバージョン」で確
認できます。
・らくらくウィザード「システムの状態」の
「ファームウェアバージョン」で確認でき
ます。

子機（WL54AG）を利用して、ＡＶサーバな
どのストリーミングをしていると画像が乱れ
たり音が飛ぶ

●無線状態が悪い
→電波状態が良好となるところに移動してく
ださい。

●サテライトマネージャのストリーミングモー
ドを「ON」にする（☛ P6-12）

●ＡＶサーバのレートを低品質に下げてご利用
ください。

らくらくウィザードが使用できない ●次の手順で IPアドレスを取り直してくださ
い。なお、このエラーが表示された場合、も
う一台のパソコンで同様のエラーが表示され
ることがあります。その場合はエラー表示さ
れたすべてのパソコンで下記手順を行ってく
ださい。
<Windows Meの場合>
①「スタート」「ファイル名を指定して実行
（R）」をクリックする
②"winipcfg"を入力して［OK］をクリック
する

③使用しているEthernetアダプタ情報のプ
ルダウンウィンドウから親機と接続してい
るアダプタ名
（Aterm WL54AG（PA-WL/54AG））
を選択する

④「解放（S）」をクリックして、IPアドレ
スが0.0.0.0になることを確認する
「IPアドレスはすでに解放されています」
と表示されたときは、［OK］をクリックし
て⑤へ進んでください。

⑤「書き換え（N）」をクリックして、IPア
ドレスが"192.168.0.xxx"になることを
確認する

R
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7-1 トラブルシューティング

メニュー画面を表示したくない CD-ROMをセットすると、メインメニュー画面
が表示されるように設定されています。
→表示したくない場合は、以下のどちらかの方
法でメニューを消してください。

●不要な場合はメニューの［終了］をクリック
します。

●Windows XP/Me/2000 Professionalの
場合、Shift キーを押しながらCD-ROMを
セットします。

●Windows Me/98の場合、CD-ROMを入
れたときに最初の画面が表示されないように
できます（ただし、本商品だけでなく、ほか
のCD-ROMでも表示されなくなります）。
①［コントロールパネル］の［システム］を
ダブルクリックする

②［デバイスマネージャ］タブの［CD-ROM］
をダブルクリックする

③使用するCD-ROMドライブをクリックし、
［プロパティ］をクリックする
④［設定］タブをクリックする
⑤［オプション］の［自動挿入］または［挿入
の自動通知］のチェックを外す

⑥［OK］をクリックし、Windows Me/98
を再起動する

R

R

R

症　状 原因と対策

添付のCD-ROMに関するトラブル

らくらくウィザードが使用できない <Windows 2000 Professionalの場合>
①「プログラム」－「アクセサリ」－「コマ
ンドプロンプト」をクリックする

②"ipconfig /renew"を入力して［Enter］
キーを押す

③IPアドレスが"192.168.0.xxx"になるこ
とを確認する

<Windows XPの場合>
①「スタート」－「すべてのプログラム」－
「アクセサリ」－「コマンドプロンプト」
をクリックする

②"ipconfig /renew"を入力して［Enter］
キーを押す

③IPアドレスが"192.168.0.xxx"になるこ
とを確認する

R

R

症　状 原因と対策
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7-2 親機を再起動する
ご参考

お困りのときには7
本商品には電源スイッチはありません。
電源を切る場合は電源プラグを抜いてください。
親機の再起動が必要な場合は、リセットスイッチを押してください。

※スイッチを押しても設定はクリアされません。
設定をクリアする場合は、「7-3 親機を初期化する」（☛ P7-25）をご覧ください。

＜開閉カバー内部＞

リセットスイッチ
親機を再起動するときに使用します。
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お困りのときには7
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7-25

7-3 親機を初期化する7

1 パソコンを起動する

5 ［工場出荷時設定に戻す］をクリッ
クする

6 ［OK］をクリックする
親機前面の各ランプが点滅して、親機が再起動します。

2 WWWブラウザを起動し、「http://web.setup/」を入力し、クイック設定
Webのページを開く
親機の IPアドレスを入力しても開きます。（工場出荷時は192.168.0.1です。）
例：http://192.168.0.1/

3 ユーザー名に「admin」と入力し、管理者用パスワードを入力し、［OK］
をクリックする
ユーザー名は、すべて半角小文字で入力してください。

4 ［メンテナンス］の をクリックし、［設定値の初期化］を選択する

クイック設定Webで初期化する

初期化とは、親機に設定した内容を消去して購入時の状態に戻すことをいいます。親機
がうまく動作しない場合や今までとは違う回線に接続し直す場合は、親機を初期化して
初めから設定し直すことをお勧めします。
初期化には、以下の方法があります。ご利用しやすい方法で行ってください。

クイック設定Webで初期化する（☛ 下記）
ディップスイッチで初期化する（☛ P7-26）

初期化しても、購入後にお客様がバージョンアップした親機のファームウェアはそのま
まです。
※Aterm WR7600Hワイヤレスセット（TE）の場合は、初期化すると出荷時の設定
がクリアされて親子間の通信ができなくなります。
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7-3 親機を初期化する

3 ディップスイッチの3、4を「OFF」
に戻す

4 親機のリセットスイッチを押す
電源を入れ直すときは、10秒以上の間隔をあけてください。

1 親機の背面のディップスイッチの
3、4を「ON」にする
つまようじなど先の細いものでディップス
イッチを「ON」側に倒してください。

2 親機のリセットスイッチを押す
前面ランプが交互に点滅したあと、POWER
ランプが緑色に点灯すると初期化が完了しま
す。

DIP SW
1 
2 
3 
4

ON OFF

DIP SW
1 
2 
3 
4

ON OFF

ディップスイッチで初期化する
親機のディップスイッチを使って初期化を行います。ディップスイッチは、背面にありま
す。

●親機の設定を初期化した場合、管理者用パスワード、パケットフィルタ等の基本設定もク

リアされますので、初期化後に必ず再設定してください。

●暗号化を行っていた親機を初期化した場合、暗号化の設定も初期化されるので、子機から

親機に接続できなくなります。子機の暗号化設定を解除してください。

●ディップスイッチはスイッチの根元に力を加えて切り替えてください。

お願い 

リセット
スイッチ
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7-4 子機（WL54TE）を初
期化するお困りのときには7

WL54TEに設定した内容を消去して初期値にします。WL54TEがうまく動作しない
場合や今までとは異なった使い方をする場合は、WL54TEを初期化して初めから設定
し直すことをお勧めします。
また、ワイヤレスセットの場合は、初期化すると工場出荷時の設定（無線設定、ネットワ
ーク名、暗号化キーの設定）が消去されますので再設定が必要になります。

1 WL54TEの電源が入っていることを確認する

2 WL54TEの背面にあるリセットスイッチをボールペンの先などで5秒
押す
（AIRランプが橙点灯し、3秒以上でリセットスイッチが有効になります。）

3 リセットスイッチからボールペンなどをはなす

スイッチで初期化する
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7-4 子機（WL54TE）を初期化する

■ WL54TEの初期値
WL54TEを初期化すると、次のような設定になります。

●ワイヤレスセットの場合、無線設定・ネットワーク名・暗号化キーの設定は、WL54TE底

面に貼付のラベルに記載されています。ワイヤレスセットの工場出荷時への設定方法につ

いては、つなぎかたガイドを参照してください。

お知らせ 

設定項目 初期値工場出荷時の設定値
（ワイヤレスセットの場合）

無線 LAN 設定ラベル
（本体底面に貼付）に
記載

WARPSTAR-XXXXXX
（XXXXXXはMACア
ドレスの下６桁）

アクセスポイント通
信モード

アクセスポイント通
信モード

WEP 使用しない

1 1

未設定

無線 LAN 設定ラベル
（本体底面に貼付）に
記載

未設定

255.255.255.0 255.255.255.0

ネットワーク名（ESS-ID）

無線設定

IPアドレス

通信モード

使用するチャネル

暗号化モード

使用する暗号化キー

キー1

キー2

キー3

キー4

暗号化キー

ネットマスク（DHCP無効時）

192.168.0.205 192.168.0.205IPアドレス（DHCP無効時）

無線モード 自動的に親機（アクセスポイント）の設定に
従います

自動的に親機（アクセスポイント）の設定に
従います

未設定 未設定

管理者設定

管理者パスワード

admin admin管理者名
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7-5 自己診断

自己診断を行うと、親機のハードウェアに異常がないかを確認することができます。

●自己診断中は、電源を切らないでください。電源を切ると、設定内容が正しく保持されな

いことがあります。

お願い 

1 親機のETHERNETポート、ブロードバンド接続ポートに接続さ
れているケーブルを取り外す

4 ディップスイッチの3を「OFF」に
戻す

5 親機のリセットスイッチを押す
電源を入れ直すときは、10秒以上の間隔をあけてください。

6 取り外したケーブルを接続する

2 ディップスイッチの3を「ON」に
する
つまようじなど先の細いものでディップス
イッチを「ON」側に倒してください。

3 親機のリセットスイッチを押す
自己診断を開始します。
＜診断中のランプ表示＞
POWERランプが橙色に点灯します。

↓
正常に終了すると「ピピピ…」とブザーが
鳴り、POWERランプが橙色／緑色と交互
に点滅します。

DIP SW
1 
2 
3 
4

ON OFF

DIP SW
1 
2 
3 
4

ON OFF

自己診断を行う

●ディップスイッチはスイッチの根元に力を加えて切り替えてください。

お願い 

リセット
スイッチ
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7-5 自己診断

●自己診断の手順4で、正常に終了せず、異常が発見されたときは、最寄りのNEC保守
サービス受付拠点に修理をご依頼ください。（☛ P8-13）

異常が発見されたときは？
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8-1 製品仕様
ご参考

付録8
WR7600H（親機）ハードウェア仕様

項　目 諸元および機能 備　考

WAN
インタ
フェース

LAN
インタ
フェース

ブロードバンド接続ポート（100BASE-
TX/10BASE-T）
100Mbps/10Mbps

インタフェース

データ転送速度
8ピンモジュラージャック（RJ-45）×
4ポート

物理
インタフェース

100BASE-TX/10BASE-Tインタフェース

100Mbps/10Mbps伝送速度
ストア&フォワード方式、
Macアドレス数：1024（自動学習）

スイッチング
HUB

全二重／半二重 自動切換全二重／半二重

無線LAN
インタ
フェース

IEEE802.11a 周波数帯域/
チャネル

5.2GHz帯（5150-5250MHz）
/34.38.42.46ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式

伝送速度 54/48/36/24/18/12/9/6Mbps
（自動フォールバック）

伝送距離 ［見通し］20m（54Mbps）～90m（6Mbps）
※屋外使用禁止

IEEE802.11g 周波数帯域/
チャネル

2.4GHz帯（2400-2484MHz）
/1～13ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式
伝送速度 54/48/36/24/18/12/9/6Mbps

（自動フォールバック）
伝送距離 ［見通し］20m（54Mbps）～

180m（1Mbps）IEEE802.11g+b通信モードのみ

IEEE802.11b 周波数帯域/
チャネル

2.4GHz帯（2400-2484MHz）
/1～13ch

伝送方式 DS-SS（スペクトラム直接拡散）方式
伝送速度 11/5.5/2/1Mbps（自動フォールバック）
伝送距離 ［見通し］50m（11Mbps）～180m（1Mbps）

Auto MDI-X対応

Auto MDI-X対応

ヒューマン
インタ
フェース 電源通電時点灯

PPPセッション確立時点灯

データ通信時点灯

WAN側と接続中点灯状
態
表
示
ラ
ン
プ

POWER

PPP

DATA/AIR

DISC

動作環境

外形寸法

電源

消費電力

質量(本体のみ)

VCCI

温度0～40℃　湿度10～90%

約25（W）×157（D）×215（H）mm

AC100V±10% 50/60Hz

最大約8W

約0.6kg

VCCIクラスB

結露しないこと

突起部分を除く

アンテナ

セキュリティ

ダイバーシティアンテナ（内蔵）

ESS-ID、WEP（152/128/64bit）、WPA-PSK（TKIP/AES）
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8-1 製品仕様

※表示の速度は規格による速度を示すものであり、ご利用環境や接続機器などにより、実効速度は
異なります。
※Windows XP のワイヤレスネットワークの設定は、親機の暗号化モードが暗号化無効または、
64bit/128bit WEPの場合のみ利用可能です。

R
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8-1 製品仕様

親機のディップスイッチ

親機の背面にディップスイッチ（DIP SW）があります。ディップスイッチは以下の
①～④の場合にのみ変更してください。それ以外のときは変更しないで工場出荷時の設
定でお使いください。

①自己診断するとき（☛ P7-29）
②購入したときの状態に戻すとき（☛ P7-25）
③HUBモードを利用するとき（☛ P6-43）
④ IEEE802.11a専用通信モードを利用するとき（☛ P6-51）

●ディップスイッチ工場出荷時の設定

●ディップスイッチの変更

は、工場出荷時の状態です。

は、工場出荷時の状態です。

DIP SW
1 
2 
3 
4

ON OFF

●電源を入れたままでディップスイッチを変更したときは、電源プラグをいったん取り外し、

再び入れ直すとディップスイッチの設定が有効になります。

お知らせ 

1 2 3 4 内容

OFF OFF OFF OFF 通常

OFF OFF ON OFF 自己診断

OFF OFF ON ON 購入したときの状態に戻す（初期化）

OFF ON OFF OFF HUBモード

ON OFF OFF OFF 802.11a専用通信モード

●ディップスイッチはスイッチの根元に力を加えて切り替えてください。

お願い 
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8-1 製品仕様

親機のETHERNETポートインタフェース

コネクタ形状

ピン番号

1

2

3

4

5

6

7

8

略称

RD＋

RD－

TD＋

NC

NC

TD－

NC

NC

機能

受信データ　＋

受信データ　－

送信データ　＋

未使用

未使用

送信データ　－

未使用

未使用

12 3 4 5 6 7 8

●ETHERNETポート
（100BASE-TX／10BASE-T）

ピン番号

1

2

3

4

5

6

7

8

略称

TD＋

TD－

RD＋

NC

NC

RD－

NC

NC

意味

送信データ　＋

送信データ　－

受信データ　＋

未使用

未使用

受信データ　－

未使用

未使用

●ブロードバンド接続ポート

ETHERNETケーブル（カテゴリー5）

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

8

RJ-45 RJ-45
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8-1 製品仕様

WL54AG（子機）仕様

■ 仕様一覧

項　目 諸　元 備　考

端末インタフェース
無線LAN
インタフェース

ヒューマンインタフェース

利用可能端末
利用可能OS

電源

消費電力

外形寸法（mm）（W×H×D）

質量

動作環境

アンテナ

セキュリティ

ダイバーシティアンテナ（内蔵）

ESS-ID、WEP（152/128/64bit）、WPA-PSK（TKIP/AES）

状態表示LED×2

PC-AT互換機

Windows XP日本語版（※2）
Windows Me日本語版
Windows 2000 Professional日本語版R

R

R

DC3.3V×710mA

約2.4W（最大）

約54×5×118

約0.05kg

温度0～40℃　湿度10～90％ 結露しないこと

パソコンから
給電

Card Bus

※1 規格による速度を示すものであり、実効速度は異なります。
※2 Windows XP のワイヤレスネットワークの設定は、親機の暗号化モードが暗号化無効また

は、64bit/128bitWEPの場合のみ利用可能です。
R

IEEE802.11a 周波数帯域/
チャネル

5.2GHz帯（5150-5250MHz）
/34.38.42.46ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式

伝送速度
（※1）

54/48/36/24/18/12/9/6Mbps
（自動フォールバック）

伝送距離 ［見通し］20m（54Mbps）～90m（6Mbps）
※屋外使用禁止

IEEE802.11g 周波数帯域/
チャネル

2.4GHz帯（2400-2484MHz）
/1～13ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式

伝送速度
（※1）

54/48/36/24/18/12/9/6Mbps
（自動フォールバック）

伝送距離 ［見通し］20m（54Mbps）～180m（1Mbps）
親機がIEEE802.11g+b通信モードのときのみ

周波数帯域/
チャネル

2.4GHz帯（2400-2497MHz）
/1～14ch

伝送方式 DS-SS（スペクトラム直接拡散）方式
伝送速度（※1） 11/5.5/2/1Mbps（自動フォールバック）
伝送距離 ［見通し］50m（11Mbps）～180m（1Mbps）

IEEE802.11b
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8-1 製品仕様

WL54TE（子機）仕様

※ 表示の速度は規格による速度を示すものであり、ご利用環境や接続機器などにより、実効速度
は異なります。

（次ページに続く）

項　目 諸元および機能

無線LAN
インタ
フェース

IEEE802.11a 周波数帯域/
チャネル

5.2GHz帯（5,150-5,250MHz）／
34/38/42/46ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式

伝送速度 54/48/36/24/18/12/9/6Mbps
（自動フォールバック）

伝送距離 ［見通し］20m（54Mbps）～90m（6Mbps）
※屋外使用禁止

IEEE802.11g 周波数帯域/
チャネル

2.4GHz帯（2,400-2,484MHz）
/1～13ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式
伝送速度 54/48/36/24/18/12/9/6Mbps

（自動フォールバック）
伝送距離 ［見通し］20m（54Mbps）～180m（1Mbps）

※IEEE802.11g+bモード

アンテナ

セキュリティ

ダイポールアンテナ

通信モード アクセスポイント通信、パソコン間通信

ESS-ID、WEP(152/128/64bit）、
WPA-PSK（TKIP/AES）

LAN
インタ
フェース

8ピンモジュラージャック（RJ-45）×2ポート物理インタ
フェース

100BASE-TX/10BASE-T（Auto MDI-X 対応）インタフェース

100Mbps/10Mbps伝送速度

全二重／半二重（自動切換）全二重／半二重

■ 仕様一覧

IEEE802.11b 周波数帯域/
チャネル

DSSS（スペクトラム直接拡散）方式

2.4GHz帯（2,400-2,484MHz）
/1～13ch

11/5.5/2/1Mbps（自動フォールバック）
［見通し］50m（11Mbps）～180m（1Mbps）

伝送方式
伝送速度
伝送距離
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項　目 諸元および機能

動作環境

外形寸法

電源

消費電力

質量（本体のみ）

温度0～40℃　湿度10～90%（結露しないこと）

約30（W）×109（D）×97（H）mm（突起部分を除く）

AC100V ± 10% 50/60Hz（AC アダプタ使用：出力
12V、1A）

最大約8W

約0.2kg

8-1 製品仕様

ヒューマン
インタ
フェース

LAN1 ポートリンク確立時点灯、データ送受信時点滅、
100Base-TX時緑点灯、10Base-T時橙点灯
LAN2 ポートリンク確立時点灯、データ送受信時点滅、
100Base-TX時緑点灯、10Base-T時橙点灯
IEEE802.11a無線リンク確立時橙遅点灯、
IEEE802.11b/IEEE802.11g無線リンク確立時緑遅点灯、
データ送受信時早点滅
リセットスイッチ押下中およびファームウェアのバージョンア
ップ中橙点灯

電源通電時点灯

状
態
表
示
ラ
ン
プ

LAN1

LAN2

AIR

リセットスイッチ×1リセット
スイッチ

POWER
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8-2 別売りオプション
ご参考

付録8

■ワイヤレスLANカード
Aterm WL54AG（PA-WL/54AG）

Aterm WL54AC（PA-WL/54AC）
Aterm WL11CB（PC-WL/11C（B））
Aterm WL11CA（PC-WL/11C（A））
Aterm WL11C（PC-WL/11C）
Aterm WL11C2（PA-WL/11C2）
子機として増設できます。
※WL11Cでの暗号化は通常のWEP（64bit）になります。

■ワイヤレスLAN USBボックス
Aterm WL11U（PC-WL/11U）
Aterm WL11U（W）（PC-WL/11U（W））
子機として増設できます。
パソコンとUSBで接続します。
※WL11U/WL11U（W）での暗号化は通常のWEP（64bit）になります。

■ワイヤレスLAN ETHERNETボックス
Aterm WL11E2（PA-WL/11E2）
Aterm WL54TE（PA-WL/54TE）
子機として増設できます。
パソコンとETHERNETケーブルで接続し
ます。

■ワイヤレスLAN 外部アンテナ
（WL54AG用）（PA-WL/ANT3）
電波状態が悪いときなど、親機または子機
（WL54AGのみ）に接続して使用します。
ただし、周囲の電波状況や壁の構造（鉄筋壁、
防音壁、断熱壁）などにより、改善状態は異
なります。（改善できないこともあります。）

ワイヤレスLANセットのオプションとして次の製品を別売しています。（製造終了とな
っている商品もあります。ご了承ください。）

8
付
録

●オプション品は、お近くの販売店のほか、オンラインショップ

Shop@Aterm(http://shop.aterm.jp/)でもご購入いただけます。

お知らせ 



ホームページ「AtermStation」

8-3 お問い合わせ・アフターサービス
ご参考

付録8

スタンプb
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8-3 お問い合わせ・アフターサービス

PCクリーンスポットの訪問サポート

1122090964607
スタンプb

スタンプb



8-3 お問い合わせ・アフターサービス

8-12

修理について
■修理

スタンプb
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8-3 お問い合わせ・アフターサービス

持ち込み修理先一覧

■NEC保守サービス受付拠点一覧（2003年9月1日現在）

都道府県名

スタンプb
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8-3 お問い合わせ・アフターサービス

スタンプb



8-15

8
付
録

8-3 お問い合わせ・アフターサービス

スタンプb
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8-3 お問い合わせ・アフターサービス

1122090964607
スタンプb

1122090964607
スタンプb

スタンプb



8-17

8
付
録

8-3 お問い合わせ・アフターサービス

スタンプb
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8-4 用語解説
ご参考

付録8

PPP Point to Point Protocolの略。遠隔地にある2台のコンピュー
タを接続するためのプロトコル。アナログ回線やINSネット64
回線を使ってインターネット接続するために使われる。

本書に出てくる通信・ネットワークに関する用語を中心に解説します。さらに詳しくは、
添付のCD-ROM（「ユーティリティ集」）に収録されている「用語解説」を参照してください。

AtermStation（エーター
ムステーション）

Aterm関連の情報を提供するNECのホームページ。
URLはhttp://121 ware.com/aterm/（2003年11月現在）。

CATV Cable Televisionの略。ケーブルテレビ。
従来のテレビのようにアンテナで電波を受信するのではなく、
通信ケーブルに映像／音声をのせるテレビ放送。

BIGLOBE（ビッグローブ） NECが運営しているインターネット接続とパソコン通信のサー
ビスプロバイダ。

bps bit per secondの略。通信速度の基本単位。秒当たりに伝送
されるビット数。

DNS(Domain Name System) IPアドレスではなく、ドメイン名による伝送経路選択をする
機能。

【アルファベット順】

IPアドレス インターネット接続などのTCP/IPを使ったネットワーク上
で、コンピュータなどを識別するための番号。32bitの値を
もち、8bitずつ10進法で表した数値を、ピリオドで区切っ
て表現する（例：192.168.0.10）。

LAN Local Area Networkの略。1つの建物内などに接続された、
複数のパソコンやプリンタなどで構成される小規模なコン
ピュータネットワーク。

ADSL Asymmetric Digital Subscriber Lineの略。
上り方向と下り方向の通信速度が非対称な高速データ通信で、
すでに一般家庭に普及している電話線を使ってインターネッ
トへの高速（下り1.5～12Mbps）で安価な常時接続環境
を提供する。

FTTH Fiber To The Homeの略で、光ファイバを利用して超高速
の通信環境を提供するサービス。
光ファイバでは最大で毎秒 100Mbps のスピードでコン
ピュータのデータ、映像、音声などの情報を流すことが可能。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocolの略。
コンピュータをTCP/IPネットワークに接続する際に、IPア
ドレス等必要な情報を自動的に割り振る方法。
DHCPクライアント機能はWAN側から IPアドレスを自動
的に取得する機能で、DHCPサーバ機能はLAN側のパソコ
ンに自動的にIPアドレスを割り当てる機能。
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8-4 用語解説

【あいうえお順】

プロトコル 通信規約。システム（コンピュータやネットワーク）同士が
正しく通信できるようにするための約束ごと。

クライアント LANなどを構成するコンピュータの中で、主にサーバからの
資源やサービス（ファイル／データベース／メール／プリン
タなど）を受けるコンピュータ。

サーバ LANなどを構成するコンピュータの中で、主にクライアント
に資源やサービス（ファイル／データベース／メール／プ
リンタなど）を提供するコンピュータ。インターネット上で
はWebサーバがホームページ情報を提供する。

【か行】

アップリンクポート カスケード接続用ポートとも呼ばれる。100BASE-TX/
10BASE-Tの接続の方向を示すもので、インターネットやＷ
ＡＮなどの上位ハブを接続する方向をアップリンクという。
アップリンクがないハブではクロス変換アダプタ／ケーブル
を使ったり変換コネクタを使って切り替える。

【あ行】

【さ行】

【は行】

ルータ 複数のネットワークを相互に接続し、データの転送先や経路
を選択する装置。

【ら行】

PPPoA PPP over ATMの略。高速交換システムで使用されるATM
（Asynchronous Transfer Mode）の上でPPP通信を行う
ための接続方式。ATM上でダイヤルアップ接続（PPP接続）
と同じように利用者のユーザ名やパスワードのチェックを行
う。
ADSLでもPPPoEと並び使用される通信方式。

PPPoE PPP over ETHERNETの略。ADSLなどの常時接続型サー
ビスで使用されるユーザ認証技術。ETHERNET上でダイヤ
ルアップ接続（PPP接続）と同じように利用者のユーザ名や
パスワードのチェックを行う。

UPnP Universal Plug and Play（ユニバーサルプラグアンドプレ
イ）の略で、XML技術をベースに開発された、ネットワーク
機器どうしの相互自動認識方式。
ユニバーサルプラグアンドプレイ(UPnP)とは、デバイスの
プラグアンドプレイ(PnP)機能をネットワークに拡張したも
ので、パソコンからルータなどのネットワーク・デバイスや
サービスの検出と制御を可能にする。
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8-5 索引
ご参考

付録8
［数字］

100BASE-TX /10BASE-T対応スイッチ
ングHUB（4 ポート）…………

［A～Z］
ACTランプ ……………………………1-11
ACアダプタ接続コネクタ ……………1-13
ADSLモデム……………………1-2、1-14
AES ………………………………………6-7
AIRランプ………………………………1-12
AtermStation …………………………8-10
Bフレッツ
…………2-6、3-19、3-38、3-50、4-4
CATVケーブルモデム
……………………………………1-2、1-14
CD-ROM ……………………前文-18、1-8
DATA/AIRランプ ………………………1-9
DHCPクライアント機能
………………………3-20、3-39、3-51

DHCPサーバ機能 ………………………
DISCスイッチ……………………………1-9
～で回線を切断する…………………5-3

DISCランプ………………………………1-9
DMZホスティング機能 ………………
DNS
プライマリ／セカンダリ～

………………3-20、3-39、3-51
～フォワーディング ………………

ESS-IDステルス機能……………………6-3
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● 電波障害自主規制について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB
情報技術装置です。この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、この装
置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすこと
があります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

● 輸出する際の注意事項
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり外国の規格などには準拠しており
ません。本製品を日本国外で使用された場合、当社はいっさい責任を負いません。また、
当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サポート等は行っておりません。

● 廃棄方法について
この商品を廃棄するときは地方自治体の条例に従って処理してください。詳しくは各地
方自治体にお問い合わせ願います。

● ご注意
（1）本書の内容の一部または全部を無断転載･無断複写することは禁止されています。
（2）本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（3）本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り･

記載もれなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。
（4）本商品の故障・誤動作・天災・不具合あるいは停電等の外部要因によって通信などの

機会を逸したために生じた損害等の純粋経済損失につきましては、当社はいっさいそ
の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

（5）セキュリティ対策をほどこさず、あるいは、無線LANの仕様上やむをえない事情に
よりセキュリティの問題が発生してしまった場合、当社は、これによって生じた損
害に対する責任はいっさい負いかねますのであらかじめご了承ください。

（6）せっかくの機能も不適切な扱いや不測の事態（例えば落雷や漏電など）により故障
してしまっては能力を発揮できません。取扱説明書をよくお読みになり、記載され
ている注意事項を必ずお守りください。

END USER LICENSE AGREEMENT
1. License Grant and Limitations. The End User License Agreement shall state that: 

Licensee grants the end user (“End User”) a non-exclusive license to use the Sublicensed Code and related documentation. End User
shall only use an executable version of the Sublicensed Code in connection with a Target Application. End User shall be prohibited
from: (i) copying the Sublicensed Code, except for archival purposes consistent with the End User’s archive procedures; (ii) transferring
the Sublicensed Code to a third party apart from the Target Application; (iii) modifying, decompiling, disassembling, reverse
engineering or otherwise attempting to derive the source code of the Sublicensed Code; (iv) exporting the Sublicensed Code or
underlying technology in contravention of applicable U.S. and foreign export laws and regulations; and (v) using the Sublicensed Code
other than in connection with operation of the Target Application. End User may assign its right under this End User License Agreement
to an assignee of all of End User’s rights and interest only if End User transfers all copies of the Sublicensed Code subject to the End
User License Agreement to such assignee and such assignee agrees in writing to be bound by all the terms and conditions of the End
User License Agreement.

2. Ownership; Disclaimers; Limitations of Liability. In addition, the End User License Agreement shall: (i) state that the Sublicensed
Code is licensed, not sold and that Customer and its licensors retain ownership of all copies of the Sublicensed Code; (ii) expressly
disclaim all warranties; (iii) disclaim all implied warranties including, without limitation, the implied warranties of merchantability,
fitness for a particular purpose, title and noninfringement; and (iv) exclude liability for any special, indirect, punitive, incidental and
consequential damages.

3. Third Party Beneficiary. The End User License Agreement must contain a provision substantially similar to the following:
Third-Party Beneficiary. The parties hereby agree and intend that Wind River Systems, Inc., a Delaware corporation having its
principal place of business at 500 Wind River Way, Alameda, California 94501 (“Wind River”), is a third party beneficiary to this
agreement to the extent that this agreement contains provisions which relate to End User’s use of the Sublicensed Code licensed
hereby. Such provisions are made expressly for the benefit of Wind River and are enforceable by Wind River in addition to Customer.

4. U.S. Government Use. All Sublicensed Code and technical data are commercial in nature and developed solely at private expense and
are deemed to be “commercial computer software” and “commercial computer software documentation”, respectively, pursuant to
DFAR Section 227.7202 and FAR Section 12.212(b), as applicable. Any use, modification, reproduction, release, performance, display
or disclosure of the software program and/or documentation by the U.S. Government or any of its agencies shall be governed solely by
the terms of this Agreement and shall be prohibited except to the extent expressly permitted by the terms of this Agreement. Any
technical data provided that is not covered by the above provisions is deemed to be “technical data-commercial items” pursuant to
DFAR Section 227.7015(a). Any use, modification, reproduction, release, performance, display or disclosure of such technical data shall
be governed by the terms of DFAR Section 227.7015(b).

5. Export Restrictions. The Sublicensed Code may only be exported or re-exported in compliance with all applicable laws and export
regulations of the United States and the country in which End User obtained them. The Software is specifically subject to the U.S.
Export Administration Regulations. End User may not export, directly or indirectly, the Software or technical data licensed hereunder or
the direct product thereof to any country, individual or entity for which the United States Government or any agency thereof, at the time
of export, requires an export license or other government approval, without first obtaining such license or approval. If End User is a
European Union resident, information necessary to achieve interoperability with other programs is available upon request.

この度はAterm WARPSTAR（エーターム ワープスター）シリーズをお買い上げいた

だきまことにありがとうございます。

AtermWR7600H（以下、親機と呼びます。）は、IEEE802.11a、IEEE802.11b、

IEEE802.11gの無線LAN規格に準拠したワイヤレスブロードバンドルータです。

本書では本商品の設置・接続のしかたから、さまざまな機能における操作・設定方法、

困ったときの対処方法まで、本商品を使いこなすために必要な事項を説明しています。

本商品をご使用の前に、本書を必ずお読みください。また、本書は読んだあとも大切に

保管してください。

※CD-ROMの操作方法について（☛ P前文-17「電子マニュアルの見かた」）�

取扱説明書（本書）�
本商品の基本機能についての説明書です。�

機能詳細ガイド（CD-ROM：HTMLファイル）�
本書には記載されていない本商品のより詳細な機能について解説していま
す。�

用語解説（CD-ROM：HTMLファイル）�
本書で使われている用語や、本商品を活用するために知っておきた
い用語の解説を五十音順で検索することができます。�

お困りのときには（CD-ROM：HTMLファイル）�
本商品の利用中にトラブルが起きたときの対処法について書かれています。�

つなぎかたガイド（小冊子）�
基本的な接続パターンを例にインターネットが使えるようになるまで
の接続と設定の手順をわかりやすく紹介しています。�

■マニュアル構成
本商品のマニュアルは下記のように構成されています。ご利用の目的に合わせてお読み
ください。

はじめに�

●本文中では、Aterm WR7600H（WARPSTARベース）を親機、Aterm WL54AG、
Aterm WL54TE（WARPSTARサテライト）を子機と呼びます。

お知らせ�
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